
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





































































































































【１】遺跡の所在




　サンフランシスコ、二一〇〇年七月十九日。

　現地の警察は魔法師選民思想過激派組織ＦＡＩＲフエアの強制捜査に着手した。

　ＦＡＩＲフエアの本拠地に乗り込んだ警察は抵抗する大勢のメンバーを逮捕し、非合法に収集したと見られる物品を多数押おう収しゆう。リーダーのロッキー・ディーンとサブリーダーのローラ・シモンは取り逃がしたが、警察は組織犯罪の立証に十分と思われる質と量の証拠を手に入れる。サンフランシスコ司法当局は、ディーンとローラの二人に対する逮捕状を発行した。

　警察の関心は二人の被疑者確保へ移った。押おう収しゆうした証拠品は入手経緯が不法と確認された時点で、保管しておけば良いだけの物となった。

　七月二十日にＤＩＡ（アメリカ国防情報局）から求められた「白い石板」の貸し出しを拒否する理由は、警察にも検察にも裁判所にも無かった。




　国防総省に所属する情報機関ＤＩＡは、軍事情報を専門的に取り扱う機関とされている。そのＤＩＡが考古学的な価値も不明な発掘物に何な故ぜ関心を寄せるのか。それはこの出土品が、魔法的な遺物である可能性が高いと判断されたからだ。

　現代社会において、魔法は軍事力に直結する。現代の魔法は最初から軍事的なツールとして開発されてきたものだが、二〇九五年から二〇九七年にかけて発生した複数の国際紛争によって、魔法の軍事的有益性がますます顕著になった。

　また魔法的遺物の複製品である人造レリックが、新たなエネルギー源として注目されている恒星炉──常駐型重力制御魔法式熱核融合炉──のコア技術に用いられたことで、魔法と、魔法的遺物の価値はさらに高まった。直接的な軍事力としてだけでなく、それを支える社会基盤技術の構成要素として無視し得ぬものと認識されている。

　そんな状況下で、魔法師至上主義を掲げる潜在的テロ集団がコソコソと盗掘した出土品を、軍事部門の情報機関が気にしないはずはなかった。市警が証拠品として保管している「白い石板」をＤＩＡが詳しく調べようとするのは当然と言える。

　魔法的遺物の可能性を疑われる出土品の調査だ。ＤＩＡも魔法のノウハウは持っている。だが精確な分析を期す為ために、ＤＩＡはＵＳＮＡ軍統合参謀本部直属、合衆国最強・最高の魔法師部隊、スターズに協力を求めた。

　サンフランシスコ市警が押おう収しゆうした十五枚とその前にＦフＥエＨーＲルから証拠品として提出されていた一枚、合計十六枚の石板は一時的にスターズへ引き渡された。
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　七月二十一日午後、巳み焼やき島しま。達たつ也やは昨晩に引き続き、光み宣のると会っていた。場所は達たつ也やが巳み焼やき島しまで自宅として使っている部屋だ。

　話題も昨夜と同じ。ＵＳＮＡカリフォルニア州北部のシャスタ山から出土した白い石板には、伝説の都『シャンバラ』の所在を示していると推測される地図が隠されていた。

　魔法が現実の技術となった現代の視点で解釈すれば、シャンバラは高度な魔法文明が栄えていた都市と考えられる。ただ、現に繁栄を謳おう歌かしている都市が伝説としてしか知られていないというのは、世界がここまで狭くなった現代においては考えにくい。シャンバラが実在したとしても、おそらくは遺跡しか残っていない。

　伝説は、虚構かもしれない。むしろ、そう考えている者が大多数だろう。それでも、魔法に関わる者として、魔法研究者として未知の魔法文明遺跡は、無視できるものではなかった。遺跡の手掛かりが見つかった以上、探さないという選択肢は無い。この、シャンバラの遺跡探索に関して話し合う為ために、達たつ也やが光み宣のるを招いたのだった。

　リビングのソファセットではなくダイニングテーブルを挟んで向かい合う二人。その彼らにガラスのティーカップを差し出したのは、昔と同じ黒のワンピースに白いエプロンを着けた水み波なみだ。彼女は光み宣のると一緒に、約一時間前に衛星軌道から降りてきたのだった。

　なお水み波なみのワンピースは季節を反映して半袖で、スカートの丈もやや短い。またカップの中身はアイスコーヒーだ。水み波なみが魔法で浸透圧を操作して抽出時間を短縮した水出しコーヒーを、やはり彼女が魔法で冷却したものだった。

「……達たつ也やさんは『シャンバラ』の遺跡があるのはウズベキスタンだとお考えなんですね？」

　光み宣のるの問い掛けに達たつ也やは「そうだ」と頷うなずく。

「では『シーター河』は『タリム川』でも『シルダリヤ川』でもなく『アムダリヤ川』だと？」

　光み宣のるが達たつ也やに、重ねて訊たずねた。

　チベット仏教の聖典『カーラチャクラ・タントラ』によれば、伝説の理想郷『シャンバラ』は「カイラス山麓マナサロワール湖を源とするシーター河の北岸」にあるという。では、この『シーター河』は現実の、どの河川に該当するのか。

　これに関して、支持者が多い候補は三つ。一つはウイグルを流れる『タリム川』。一つはキルギス、タジキスタン、ウズベキスタン、カザフスタンを流れる『シルダリヤ川』。もう一つはアフガニスタン、トルクメニスタン、ウズベキスタンの国境（インド・ペルシア連邦ＩＰＵはその名のとおり連邦制国家で、旧来の国家は連邦の構成国となっている）を流れるアムダリヤ川だ。この内、「河の北岸」にウズベキスタンが位置する河川は『アムダリヤ川』となる。

　達たつ也やは首を左右に振りながら「それは分からん」と答えた。

「ただ、カリフォルニアと東京で『コンパスの小石板』が動いた方向を延長していくとウズベキスタンの辺りで交わる。小石板の動きはわずか一、二センチだったから、それ以上詳しくは分からないし、これが『コンパス』で間違いなければ、だが」

　そして、こう付け加えながら、テーブルに置いた正八角形の小さな石板を指差した。「石板」と言っても厚みが最大幅の四分の一程もある。「板」ではなく「平らな平たい石」と表現する方が適切かもしれないが、達たつ也やたちの間では『コンパスの小石板』または単に『コンパス』で名称が固定されていた。

　石板が出土したシャスタ山の洞窟で、石板とは別に達たつ也やが発掘してきた『コンパスの小石板』は掌てのひらに載せて特殊な想サイ子オンを注そそぎ込むことで、特定の方向へわずかに動く。それは羅針盤のように特定の方位ではなく、特定の地点に向かって動いているように思われた。

　シャンバラの地図と推定される白い石板と同じ場所から出土したことを考え合わせて、達たつ也やたちはその「特定の地点」こそがシャンバラの所在地だと考えていた。

「なる程。確かに、伝説にばかり拘こだわっていては正解にたどり着けなくなるかもしれないですね。不明な点が多い伝説よりも、今ここにある手掛かりを重視すべきなのかもしれません」

　自らの問い掛けに対する達たつ也やの回答に、光み宣のるは大きく頷うなずいた。

　光み宣のるは本気で感心しているのだが、達たつ也やはそれを単なる相あい槌づちと受け取ったようだ。

「いや、材料が足りないだけだ」

　達たつ也やはただ、素っ気なくこう付け加えた。

　達たつ也やらしい愛あい想その無さに、光み宣のるが微かすかな苦笑いを浮かべる。

　達たつ也やがティーカップを口元に運んだのを見て、光み宣のるもカップに手を伸ばした。

「あの、達たつ也や様」

　達たつ也やと光み宣のるの口が同時に塞がったタイミングで、それまで光み宣のるの隣に座って静かにしていた水み波なみが口を開く。

「もっと多くの観測地点で『コンパス』を使えば、候補地を絞り込めるのではないでしょうか」

「──そのとおりだな」

　カップをゆっくりとテーブルの上に置いた達たつ也やが、水み波なみの意見をあっさり認めた。

　水み波なみが頰を赤らめる。達たつ也やの淡白な口調が、彼女には「分かり切ったことを」と呆あきれられているように聞こえたのだった。──無論これは、水み波なみの考えすぎだ。

「僕が何ヶ所か、中央アジアに降下して観測しましょうか？」

　光み宣のるは達たつ也やが水み波なみを馬鹿にしたとは受け取らなかったが、早口でこのように提案したのはやはり、水み波なみのフォローに間違いなかった。

「そうか。では、頼む」

　これもあっさりした口調で達たつ也やは答えた。そしてテーブルの上で『コンパスの小石板』を光み宣のるの方へ押しやった。

　小石板の表面はガラスのように滑らかだ。透明感のある黒色は黒曜石を磨き上げたのか、（ガラス質の）釉うわ薬ぐすりを塗って仕上げたかのようだ。正八角形の小さな石板は、達たつ也やが手を離してもテーブルクロスの上をスムーズに滑って移動し、光み宣のるの手て許もとで止まった。

「お預かりします」

　手て許もとに来た『コンパス』を光み宣のるが取り上げてシャツの胸ポケットにしまう。パラサイトである光み宣のるにもこの魔法的遺物は使える。これは既に、実験済みだった。

　また、達たつ也やがこの貴重な遺物を躊躇ためらいなく自分に預けたことに対して、光み宣のるは戸惑いを覚えなかった。その程度の信頼関係はお互いにとって既に、疑う必要の無いものだった。

　ティーカップが空になっていたのに気付いた水み波なみが、慌てて立ち上がった。
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　スターズ本部に併設された研究所では、サンフランシスコ市警から貸し出された白い石板を巡って実験が繰り返され、活発な議論が繰り返されていた。

　その中心となっているのは二十二歳の若い女性だった。名はイヴリン・テイラー。十七歳で名門の工科大学を卒業し連邦軍に技術士官として採用された才媛だ。

　彼女は大学卒業後、一年のブランクを経て空軍士官学校に入学を申請し、その審査の途中で技術士官としてスカウトされたという変わり種だ。さらに仕官直後の検査で戦闘魔法師として高い適性を有していたことが判明し、いったんスターズ附属研究所の所員として配属されると同時に、スターズ隊員としての訓練も受けたという異色の経歴を持っている。

　スターズの総司令官となったカノープスは達たつ也やという実例を見て、魔法工学に精通した実戦魔法師をスターズの部下に欲ほつした。後方のスタッフだけでなく、前線にも魔法と技術に高度な学識を持つ将校が必要であるとの確信を持った。

　イヴリンは、カノープスがまさに求めていた人材だった。カノープスの目に留まった彼女は、スターズ候補生『スターライト』を経ることなく、いきなりスターズ恒星級隊員候補として教育されることになった。これが二年前のことである。

　そして現在、彼女はスターズ主任研究員であるアビゲイル・ステューアットの助手であると同時にスターズ一等星級隊員『ベガ』の最有力候補にもなっている。

　最初「白い石板」の分析には、ステューアットが手を挙げた。しかし彼女は、西海岸で多くの人々を苦しめ危うく社会不安を引き起こすところだった、先史文明の魔法［バベル］の分析で手一杯の状態だった。そこで、彼女の助手であり高度な魔法工学知識だけでなく高レベルの魔法技能を有しているイヴリンに、白羽の矢が立てられた。

　イヴリンをリーダーとする分析チームは、「白い石板」に「無彩色の想サイ子オン」を注ぐと地図らしき模様が浮かび上がるということを、すぐに突き止めた。

「イヴリン、文字の解読が終わったよ」

　分析チームの男性研究員の報告に、イヴリンは「ありがとうございます」と愛あい想そよく返事をした。

　彼女はチームリーダーだが、同時にチームの最年少。実力主義を掲げる組織といえども、自分が嫉妬される立場であることを理解していた。そして他人の神経を逆さか撫なでしても、自分の利益にはならないということも。感情的な摩擦でチームのパフォーマンスが低下するのに比べれば、自分が多少侮あなどられるくらい何の痛手にもならないということも。

　その裏には、自分がカノープスとステューアットに可愛がられているという認識があった。だから部下に手柄を横取りされる心配をせずに、自己主張を抑えられた。

　この運営方針は、ここまで上う手まく行っていた。

「石板に書かれていたのは古いインド系の文字だった」

　この男性研究員の専門は魔法工学ではない。魔法師の因子もほとんど有していない。彼はＡＩの専門家だった。それもＡＩを作る技術者ではなく、ＡＩを利用するエキスパートだ。

　魔法が専門ではないから「白い石板」の魔法的なギミックに興味を示さなかった。魔法的な手段によって手掛かりが追加されることを期待せずに、手に入った情報の分析に専念した。

「この『地図』はどうやら、シャンバラの位置を示しているようだ」

「シャンバラ？　前世紀のドイツを一時期支配していた独裁者が強い執着を見せたという、チベット仏教の理想郷ですか？」

「ドイツの独裁者だけではなく、旧ソ連の独裁者も相当の興味を示していたそうだ」

「とにかく、そのシャンバラなのですね？」

　イヴリンの問い掛けに研究員は頷うなずきを返した。

「地図が示している場所はインド・ペルシア連邦のウズベキスタン中部、サマルカンドからブハラに掛けての地域。残念ながらそれ以上の特定はできなかった」

　そして彼は最新のスーパーコンピューターを使用することで、『コンパス』の助けを借りずに場所を絞り込んでみせた。
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　高度約六千四百キロメートルを周回する衛星軌道居住施設オービタル・レジデンス『高たか千ち穂ほ』。元々は撃沈した新ソ連の大型潜水艦で、それを居住用の人工衛星に改造した物だ。

「光み宣のる様、お疲れ様です」

　そのエアロックで水み波なみが、地上から戻った光み宣のるを出迎え労ねぎらった。

「うん、ただいま」

「如何いかがでしたか？」

　水み波なみの問い掛けに光み宣のるは「大体分かったと思う」と答えた。

　そして潜水艦だった当時の発令所を改造した情報センターに移動した。

　立ったままコンソールを操作し、ディスプレイに中央アジアの地図を呼び出す。

　光み宣のるはペン型デバイスでスクリーン上に二本の直線を引いた。線の起点は、一つがトルクメニスタンのカスピ海南東岸、もう一つはカザフスタンの北アラル海北岸。光み宣のるが『コンパスの小石板』が指し示している場所を調べる為ために降下した地点だった。

「コンパスが指しているのは、多分ここだ」

　光み宣のるが二本の線の延長線が交わる場所を拡大表示する。

「ウズベキスタンのブハラ。シャンバラの位置について、カーラチャクラ・タントラの研究者たちが立てた仮説にも合致する」

　カーラチャクラ・タントラはチベット仏教の聖典で、シャンバラ伝説について現代に伝えている代表的な文献の一つ。ある意味でシャンバラ伝説の原典とも言える。

「では早速達たつ也や様に？」

『コンパス』を使った調査は達たつ也やから依頼されたものだ。水み波なみが「達たつ也やに報告するのか」と訊たずねたのは当然のことだった。

「いや。もう一ヶ所、確かめてみたい」

　だが光み宣のるの答えは「否」だった。

「実際に使ってみて分かったんだけど、『コンパスの小石板』は目的地に近いほど敏感に反応する性質があるみたいなんだ。巳み焼やき島しまで使った時より、今回の二地点で使った時の方が手応えがしっかりしていた」

「大きく動くだけではないのですね」

「うん。だったら本来の目的地でなくても、シャンバラの遺物が埋まっているところで使えば『コンパス』は反応するんじゃないかと思って」

　光み宣のるのセリフに、水み波なみが驚きを露あらわにする。

「遺物の埋蔵場所にお心当たりがあるのですか？」

「ラサのポタラ宮殿にはシャンバラに通じる地下通路があるという伝説があるんだ。調べてみる価値はあると思う」

「チベットのラサですか!?　光み宣のる様、それは危険ではないでしょうか」

　水み波なみは丁寧な言葉遣いながら、かなり強い口調で懸け念ねんを示した。

　彼女の心配には十分な理由がある。チベットは現在、形式的には独立国家だが実質的には大だい亜あ連れん合ごうの属国となっている。大だい亜あ連れん合ごうの意向により、現在のチベット政府は日本人の入国を認めていない。

　今の光み宣のるは、日本人ではない。三年前の夏、「九く島どう光み宣のる」は死んだことになっている。しかし彼が地上で活動する為ために使っている偽造パスポートは日本の物だ。現地の官憲は光み宣のるを不法入国で拘束しようとするに違いない。それはパスポートを敢あえて持ち歩かなくても同じだ。

　しかしチベットの司法当局が相手ならば、光み宣のるには大した障しよう碍がいにならないだろう。問題はチベットに我が物顔で駐留している大だい亜あ連れん合ごうの軍人だった。

　チベットはＩＰＵと国境を接している。ＩＰＵとしてはチベットを大だい亜あ連れん合ごうから切り離したいし、大だい亜あ連れん合ごうはチベットにＩＰＵの影響が及ぶのを阻止したい。その結果チベットは、両国の工作機関が暗闘を繰り広げる舞台となっていた。

　おそらくチベットには、大だい亜あ連れん合ごう軍諜ちよう報ほう・工作部隊の中でもエースクラスの精鋭が送り込まれている。光み宣のるといえども、容た易やすく相手取れないような者たちが。それを考えれば、チベット潜入を楽観的には考えられなかった。

「甘く見ているわけじゃないよ。戦いに行くわけじゃないし、重要施設に手を出すつもりもない。たとえ何も成果が得られなくても、四時間で戻ってくるつもりだ」

　四時間というのは、高たか千ち穂ほが衛星軌道を一周するのに掛かる時間だ。ただし、地球は自転しているので相対的には一周四・八時間。地上との往復に適した時間はその内の一時間、難易度を無視すれば二時間。つまり光み宣のるは、降りてすぐに戻ってくるのではなく少なくとも二時間、危機に陥っても高たか千ち穂ほに戻ってこられない時間をチベットで過ごすつもりでいることになる。

　心配そうな表情で水み波なみが光み宣のるを見詰める。

「大丈夫。無理はしないよ」

　だが光み宣のるの柔らかな笑みの中に固い決意が秘められているのを見て、水み波なみは制止の言葉を口にできなかった。





◇　◇　◇






　ポタラ宮殿が建てられたのは十七世紀、ヨーロッパが三十年戦争で荒廃していた頃のことだ。一つの丘を覆うように建てられており、単体の建築面積では世界最大級の規模を持つ。その雄大な佇たたずまいを見上げて、光み宣のるは感嘆のため息を漏らした。

　彼は今、平凡な観光客の姿をしている。容姿は見た目に気を遣つかっている普通の若者。服装は香ホン港コンや上海シヤンハイで流は行やっているファッション。情報体エイドス偽装魔法［仮パ装レ行ー列ド］で大だい亜あ連れん合ごうからの観光客に成り済ましているのだった。

　間近で見るポタラ宮殿に目を奪われても、光み宣のるは目的を忘れてはいなかった。

（『コンパス』は反応無しか……）

　人目を警戒しながら、使った『コンパス』をポケットに戻す。そしてポタラ宮殿の基部へ視線を移動させた。正確に言えば宮殿が建っている『マルポリの丘』の中へ「眼め」を向けた。

（地下室か、土の中か。何かがあるのは間違いないんだけど……）

『コンパスの小石板』は反応しなかったが、光み宣のるの感覚は宮殿の「下」に魔法的な力を秘めた物体、おそらくは大量の聖遺物レリツクが存在するのを感じ取っていた。

（……無理だな。止やめておこう）

　食指が動いたのは否いなめない。だがリスクが大きすぎる。

　仮に宮殿に秘匿された地下施設がありそこに聖遺物レリツクが保管されているのだとしても、騒ぎを起こさずにそこまで侵入するのは極めて難しい。光み宣のるの力を以もつてしても困難だろう。地下施設に保管されているのではなく地下に埋まっているのだとしたら、条件は余計に厳しい。

　どちらにしても、大だい亜あ連れん合ごうと本格的に事を構える覚悟が必要になる。光み宣のるには聖遺物レリツクに対して、そこまでする程の執着は無かった。

（──何だ？　魔法？）

　不意に光み宣のるは、魔法による干渉を受けようとしているのを察知した。

（これは……［傀儡の法マリオネツト］？）

［仮パ装レ行ー列ド］で本体の上に着込んだ──本来の肉体の情報体を覆い隠す形で展開した、偽りの情報体に、外部から肉体の制御を奪い取る魔法が放たれている。

　光み宣のるが周しゆう公こう瑾きんの残留思念と共に吸収した知識は、それが東亜大陸の古式魔法「道術」を基にした他者身体操作術式だと彼に教えていた。

（何ど処こからだ？　何な故ぜ目を付けられた？）

　光み宣のるの意識を、焦あせりが支配しようとする。

（まずは姿を隠さなければ）

　焦あせりを意志の力で抑え込んで、光み宣のるは逃走を選択した。




　光み宣のるは宮殿に背を向け、観光客向けに開発・整備された商店街へ足早に向かった。今のところ光み宣のるを追う監視の目はわずか一人分。おそらく、官憲や一般の兵士に光み宣のるのことは伝えられていない。高レベルの魔法師による追跡だ。

　光み宣のるは走り出したくなる気持ちを抑えて、人が多い方へと向かう。［仮パ装レ行ー列ド］は変装を維持する為ための最低限に留とどめ、［鬼き門もん遁とん甲こう］の使用も控えた。彼は、自分が目を付けられた原因は魔法の行使を感知されたからだと考えていた。

　外見を怪しまれた可能性は無い。もし［仮パ装レ行ー列ド］による変装が不完全だったのなら大だい亜あ連れん合ごうの息が掛かっているチベット政府の警察や、我が物顔で歩き回っている大だい亜あ連れん合ごうの兵士から訊じん問もんを受けていたはずだ。

［仮パ装レ行ー列ド］の使用に関しては、魔法を使っていることが他者に気付かれないよう十分な注意を払っていた。現に日本でもＵＳＮＡでも［仮パ装レ行ー列ド］を使っていることを気付かれた相手は、霊プシ子オンパターンを見分ける極めて稀まれな視覚系異能者を除けば、達たつ也やだけだった。

　今、光み宣のるを追ってきている相手は達たつ也やに匹敵する知覚力を持っているのか、あるいは……、

（……『コンパス』の利用を感知されたか？）

　光み宣のるはこちらの可能性の方が高いと考えた。『コンパス』の作動原理は分かっていない。ただ使い方が判明しているだけだ。起動する為ために注入する想サイ子オン以外に、達たつ也やも光み宣のるも気付いていない何か特殊な信号を発している可能性は否定できなかった。

　光み宣のるが観光客の人混みに紛れ込んだすぐ後に、追跡者の視線が二人分に増える。ほぼ同時に魔法発動の気配が生じた。そしてその直後、笛の音が光み宣のるの耳に届いた。

　光み宣のるを目め眩まいが襲う。彼は足を踏ん張ると共に、揺らぎ掛けた［仮パ装レ行ー列ド］を制御し直した。目め眩まいに襲われたのは光み宣のるだけではなかった。彼が目くらましに使った大勢の観光客と、彼らを相手に商売をしていた店員が一斉に蹲うずくまっている。気を失い路上に倒れた者も少なくなかった。

（音波兵器？　いや……）

　光み宣のるは一瞬脳裏を過よぎった科学技術兵器の可能性を否定する。彼が聞いた「音」は、物理的な現象ではなかった。想サイ子オンの振動。魔法的な「音」だった。

（想サイ子オン波を「聞かせる」ことで不特定多数の人間に干渉する魔法か）

　魔法は特定の対象を定めて、その事象に干渉する。それが現代魔法理論の常識だ。だが不特定多数を対象とする魔法が無いわけではない。例えば［仮パ装レ行ー列ド］がそうだし［鬼き門もん遁とん甲こう］もそうだ。どちらの魔法も会え得とくしている光み宣のるは「魔法は対象を特定する必要がある」という常識には縛られていなかった。

　ところで［仮パ装レ行ー列ド］と［鬼き門もん遁とん甲こう］には共通点がある。どちらも本質的には古式魔法であるという点だ。［仮パ装レ行ー列ド］は［纏まと衣いの逃げ水］という名の古式魔法・忍術に現代魔法のノウハウを取り入れて改造したものだし、［鬼き門もん遁とん甲こう］は改良した古式魔法・道術そのものだ。

（そういえば最初に仕掛けてきた［傀儡の法マリオネツト］も道術が基になっている魔法だ）

（敵は道士か？）

　東亜大陸系古式魔法・道術を修めた術者を「道士」と呼ぶ。歴史的な経緯から、大だい亜あ連れん合ごう軍には道士の戦闘魔法師が多い。

（やはり敵は大だい亜あ連れん合ごうの魔法師）

（今の攻撃からも分かる。敵は一般人を巻き込むことに躊躇ためらいを持たない）

　民間人を巻き込むのは光み宣のるとしても本意ではない。

　それに現在、観光客向け商店街で立っているのは光み宣のるのみ。彼の姿を隠す群衆のカーテンは存在しない。

　光み宣のるが纏まとう幻影から表情が消える。幻影の目、鼻、口を素顔に追随させるリソースを節約して魔法戦闘に備えているのだ。

　その光み宣のるの背後で笛の音が奏かなでられた。今度は本物の音だ。想サイ子オン波ではなく、空気の振動。

　光み宣のるが振り返る。そこには横笛を吹いている小柄な人影があった。

（子供……？）

　日本人で言えば小学校高学年男子児童程の身長。だが手足、頭部のバランスは大人のものだ。容貌もサイズを別にすれば三十前後の男の顔。服装を含めて、成人男性をそのまま縮小したような外見だった。

　だからといって油断はできない。幾ら魔法に抵抗力が無い民間人とはいえ、見渡した限りで一度に百人近くの人間が行動不能に陥っているのはこの男の笛──笛の音として認識される想サイ子オン波──が原因に違いないのだから。

　現に今この瞬間も、物理的な音色に被かぶせて奏かなでられる想サイ子オンの音楽が光み宣のるを揺さぶっている。この「音色」はおそらく、脳の機能を阻害する魔法だ。目め眩まいで立っていられなくなるのも魔法を維持しにくくなる──正確に言えば発動中の魔法を更新しにくくなる──のも、脳機能に干渉を受けているからだろう。

　厄介なのは、この［魔笛］とでも呼ぶべき魔法が音楽の形態を取っている点だ。対象を特定して放たれるのではなく、継続的に放出される想サイ子オン波が聞こえる領域内で無差別に作用する魔法。その領域内に留まる限り、［仮パ装レ行ー列ド］を使っても逃れることはできない。

（［疑似瞬間移動］で一旦距離を取った方が良いいか？）

［魔笛］の魔法阻害効果はキャスト・ジャミングと同程度。魔法を発動できなくなる程の強度は無いが、敵の魔法の影響下に留まり続ける理由も無い。人混みに紛れることが不可能になり、また自分の魔法技能を隠し続ける意味も無くなっている。最も早はや、魔法の使用を躊躇ためらう理由は無かった。

　光み宣のるは即座に［疑似瞬間移動］を発動した。ただ、高たか千ち穂ほに戻るのは避けた。精神を集中する為ための十分な時間を確保せずに衛星軌道へ跳ぶ選択をするほど追い詰められた状況ではなかったし、高たか千ち穂ほの存在を覚さとられる危険は万に一つも冒せなかった。

　光み宣のるの姿が消え、次の瞬間に商店街の端の、屋根の上に出現する。そこが笛の音に乗せた魔法の効果範囲外であることは跳ぶ前に『眼め』で確認済みだ。

　彼は振り返って反撃を繰り出そうとした。

　しかし光み宣のるは編み上げようとしていた魔法を急きゆう遽きよ、防御用のものに切り替えなくてはならなかった。

　不可視の刃が光み宣のるを襲う。現代魔法で良く使われる薄く圧縮した空気の塊ではなく「鎌かま鼬いたち」と呼ばれる真空の斬撃だ。しかし一気圧程度の気圧変化で──海抜ゼロメートルの大気圧は一、真空の大気圧はゼロ──切断される程、人の皮膚は弱くない。脅威となるのは真空という自然現象そのものではなく、そこに込められた「斬り裂く」という意思だ。

（斬撃と言うより呪じゆ詛そに近いな……。これも道術か？）

　周しゆう公こう瑾きんの知識には［窮きゆう奇き］という名の古式魔法があった。風に呪じゆ詛そを乗せて放つ古式魔法で、敵に「怪け我がをした」「病を得た」という認識を刷り込む。その思い込みによって、敵が自らの肉体を損なう精神干渉系魔法の一種だ。この魔法に［窮きゆう奇き］という名称が付けられているのは、日本で鎌かま鼬いたちが窮きゆう奇きと同一視されていたのを、十九世紀に逆輸入したものと言われている。

　正体がただの思い込みであっても、無視はできない。次々と襲来する真空の斬撃、そこに乗せられた呪じゆ詛そを跳ね返しながら、光み宣のるは敵の所在を探った。

　魔法の感触からして、笛の小男ではない。もう一人の追跡者だ。

（何ど処こだ……？）

（──っ!?）

　敵は足下にいた。光み宣のるが立っている屋根のすぐ下で、彼を見上げていた。目が合った直後、敵が屋根の上に跳び上がってくる。光み宣のるは慌てて跳とび退すさった。

　年齢は四十歳前後か。身長は光み宣のるよりやや高い程度だが、幅と厚みは二回り以上大きい。中年太り気味だが、贅ぜい肉にくだけでなく筋肉も付いていた。

　屋根に上がってきた敵は間合いを計ることもせずに、いきなり光み宣のるに襲い掛かった。手にする得物は鉄扇。扇子型の鉄器ではなく親骨、中骨に鉄を使った扇だ。

　光み宣のるが対物シールドを展開する。シールドは確かに鉄扇の打撃を受け止めた。

「──ぐっ！」

　にも拘かかわらず、激しい痛みが光み宣のるを襲う。過去に経験したことは無いが「野球のバットで殴られたなら、きっとこのような痛みを覚えるのではないか」と光み宣のるは思った。そんな激痛が魔法シールドを透とおり抜ぬけて光み宣のるを襲った。

　敵が今度は、鉄扇を横殴りに打ち込もうとしている。距離を取るべく、光み宣のるは敵を吹き飛ばそうとした。

　パラサイトの事象干渉力を使った加速系単一魔法。魔法と言うより念動力ＰＫに近い。

　咄とつ嗟さのことなので余り大きな力は込められなかったが、敵の体格なら二メートル以上は吹き飛ばせるはずだった。

（──魔法を無効化された!?）

　しかし実際には、鉄扇の打撃を中断させられただけだ。敵は一秒間未満突風に耐えるように身体からだを硬直させただけで、すぐに攻撃動作を再開した。

（術式解体グラム・デモリツシヨン？　いや、違う。そんな想サイ子オンの流れは見られなかった）

（何だ、こいつは!?）

　光み宣のるが今度は自分自身に移動と慣性制御の魔法を作用させて、通りを挟んだ向かい側の屋根に飛び移る。着地してすぐ、光み宣のるは放出系魔法で作り出した球電を敵に向けて放った。

　時速三百キロメートル程の速度で撃ち出した球電は、見事標的に着弾する。敵が球電を鉄扇で打ち落とそうとしたのは反射的な防御行動だろう。扇子の骨を伝って、敵の古式魔法師──道士は感電したようだ。手を押さえて屋根の上で蹲うずくまる。

　だが畳み掛ける魔法は撃てなかった。光み宣のるが球電を放つと同時に、敵も［窮きゆう奇き］を繰り出していたのだ。

　呪じゆ詛その風が光み宣のるを襲う。光み宣のるは呪的防御を優先せざるを得ない。

　そこへさらに、光み宣のるの耳に［魔笛］の調べが届いた。もう一人の道士が追い付いてきたのだ。風使いの道士だけでも手て強ごわかったのに、笛吹きの道士まで同時に相手取るのは分が悪い。

（ここは「三十六計逃げるに如しかず」だ）

　元々光み宣のるはチベットに戦いに来たのではない。既に本来の目的は達している。

　光み宣のるは［疑似瞬間移動］でいったん上空一千メートルまで上がり、着地に適したポイントを探した。そして新たな［疑似瞬間移動］の連続発動でラサの外へ跳んだ。




　光み宣のるが移動した先は宮殿の南を東西に流れるラサ川南岸の道路脇の空き地だ。元いた場所からは五キロメートルほど離れている。

　たった五キロメートル程度しか離れなかったのは、人が少なすぎる所へ行くと余計に目立ってしまう恐れがあるからだ。地上から見る高たか千ち穂ほはもう随分地平線に近付いている。宇宙に戻るのは高たか千ち穂ほが次に接近するのを待った方が良さそうだと光み宣のるは判断した。

（それにしてもあいつらは何だったんだ……）

　チベットに潜入すれば、大だい亜あ連れん合ごうの魔法師、それもエースクラスの高位魔法師から攻撃を受ける可能性が高いと理解していた。心構えも十分にできていたつもりでいた。しかし実際に遭遇した魔法師の力量は予想を超えていた。力量の高さも予想以上だったが、それ以上に力の方向性が想定外だった。

　仮称「風使い」も「笛吹き」も、魔法の威力自体は大したことがない。「風使い」の［窮きゆう奇き］は対象が敵単体に限られる上に、おそらく気流を媒体にしているので射程が短く低速だ。

「笛吹き」の［魔笛］は発動対象の数こそ目を見張るものがあった。だが一般人を相手に意識を奪った人数よりも、膝を突かせるまでしかできない人数の方が多かった。

　周しゆう公こう瑾きんと縁があった呂ルウ剛ガン虎フウなどと比べれば、戦場における戦力としては格下と言っても良いように思われる。──とはいえ呂ルウ剛ガン虎フウの力を光み宣のるは直接体感したことは無いのであくまでも伝聞に基づく推測だが。

　しかし対人戦闘要員として見るならば、彼らの魔法は脅威だった。光み宣のるが攻撃に備えていたにも拘かかわらず、あの二人の魔法はその防御を抜いて彼にダメージを与えたのだ。

　光み宣のるは物質的な攻撃に対しても精神的な攻撃に対しても高い抵抗力を持っている。それは、彼の自うぬ惚ぼれではなかった。彼の戦歴がそれを証明している。光み宣のるがここまで苦戦したのは四よつ葉ば一族の黒くろ羽ば文ふみ弥や、祖父の故・九く島どう烈れつ、そして達たつ也やを相手にして以来だった。

（侮あなどっていたつもりは無いけど……）

　軽く頭を振っていったん後悔を棚上げにし、光み宣のるは気持ちを立て直した。

　受動的な魔法知覚力の範囲を半径一キロメートルまで広げて周囲を探る。そして、その探知範囲内にちょうど入ってきた情報体をキャッチした。

（やはり逃げ切れなかったか……）

　光み宣のるが心の中で呟つぶやく。情報体は敵の道士が放った使い魔だった。日本では式神とか護法とか呼ばれているものだ。

　情報体──使い魔は一体ではなかった。知覚を広げた直後には、探知に引っ掛かったのは二体だけだったが、今は六体まで増えている。

　使い魔は扇せん骨こつ（扇の骨組み）のような放射状の隊列を組んで、かなりのスピードで近付いていた。光み宣のるの［疑似瞬間移動］をトレースしたのではなく、大体の方向に目め処どをつけて探索の使い魔を多数放ったのだろう。組織的に「数」を使う、正統的な偵察隊の運用方法だ。

　使い魔の飛行速度はかなり速いとはいえ、［疑似瞬間移動］で逃げられないほどではない。だが光み宣のるは今回、その逃走手段を選ばなかった。

　普通の意味で痕跡を全く残さずに［疑似瞬間移動］を発動する自信が光み宣のるにはある。実際に、先日達たつ也やに呼ばれてＵＳＮＡカリフォルニア州バークレーのホテルに降りた時は、行きも帰りも──高たか千ち穂ほから地上に降下した際にも地上から高たか千ち穂ほに戻った際にも、その痕跡をＵＳＮＡ当局に摑つかませなかった。あのスターズも光み宣のるの［疑似瞬間移動］を探知できなかった。

　だが現在、彼を追跡している相手は正体が全く分かっていない。彼が知らない方法で高たか千ち穂ほへの帰還をトレースするかもしれない。［疑似瞬間移動］は真の意味で瞬間的に移動する魔法ではないのだ。

　高たか千ち穂ほが最も天頂に近付く最接近のタイミングでも、片道十秒前後掛かる。地上から見た位置が地平線に近付いている時ならば、その二倍近くの所要時間を見込まなければならない。

　周しゆう公こう瑾きんの亡霊から道術に関して豊富な知識を吸収しているとはいえ、あの亡霊も道術・神仙術の全てを知り尽くしていたわけではない。魔法そのものを知覚されなくても、移動過程の痕跡をキャッチされる可能性は否定できない。

　最悪のケースとして一時的に拘束される事態に陥っても、高たか千ち穂ほの秘密だけは守らなければならない。宇宙に戻るのは追跡を確実に振り切ってからだ。光み宣のるはそう考えていた。

　逃走か、迎撃か。

　光み宣のるは逃走を選んだ。あらかじめ用意しておいた呪符を両脚に貼り付けて走り出す。周しゆう公こう瑾きんの亡霊から知識を奪った道術［神しん行こう法ほう］だ。相手も同じ系統の古式魔法を使う道士だから恐らく光み宣のるの逃走に気付くだろうが、一ヶ所に止とどまっているより挟み撃ちや待ち伏せを喰くらう確率は低いはずだと考えた結果だった。

　光み宣のるは川沿いの道路を外れ開発されていない丘陵部へ向かった。移動速度は時速四十キロから五十キロに達していたが、使い魔の飛行速度はもっと速い。光み宣のるは使い魔の進路直線上を避けて走った。──だがそれでも、一分足らずで使い魔に捕捉されてしまった。

　走りながら光み宣のるは、背中に迫ろうとする使い魔の破壊を試みた。

　結果は、と言うと、無系統魔法の単純な想サイ子オンの弾丸で彼に付つき纏まとう使い魔はあっさり壊れた。特別な術式は必要無かった。破壊に伴って呪いを受けるなどの罠わなも仕込まれていなかった。

　拍子抜けする光み宣のる。

　しかし次の瞬間、使い魔が消えた場所に鉄扇の敵道士が出現する。

　まるで使い魔の消滅と引き換えに出現したかのように見えるのは［疑似瞬間移動］の一種だろう。消滅の際に座標を報しらせるシグナルを発する機能が使い魔に組み込まれていたのか。

　不意を突かれたのは否いなめない。

　だが光み宣のると鉄扇の道士が攻撃を繰り出したのは同時だった。

　光み宣のるの、球電の砲弾。

　道士の、呪じゆ詛その風刃。

　道士は今回、球電を鉄扇で受け止めなかった。右手に持つ鉄扇ではなく、左手に持った扇子を広げて、それを盾にした。舞台や芝居で良く使われる大型の物で、普通に骨は竹、扇面は紙で作られている。

　確かに紙と竹で作られた扇子は電気を通さない。だが光み宣のるには、ただの紙で防がれる程度の攻撃を放った覚えは無かった。

（やはりこいつは──こいつらは！）

　対人技能に長たけている、と光み宣のるは思った。彼の思考の言語化されなかった部分を補足するなら、光み宣のるは「鉄扇の道士」と「魔笛の道士」の正体を大だい亜あ連れん合ごう軍の対人魔法戦闘のスペシャリストと推測していた。

　道士が左手に持った大型扇子は、恐らく魔法攻撃を防ぐ盾の性質を与えられた魔法具だ。扇面にびっしり文字が書き込まれている。多分あの扇子で一枚の呪符を成しているのだろう。

（敵は追跡中に、万全の準備を調えてきたというわけだ）

　敵の魔法、呪じゆ詛その風［窮きゆう奇き］を［呪じゆ詛そ返し］の結界で跳ね返しながら光み宣のるは心の中で呟つぶやいた。

　そして微かすかに、酷薄な笑みを浮かべる。

　敵の道士から隠しきれない動揺が伝わってきた。風刃に含まれていた呪じゆ詛その成分を返されたのが意外だったのだろう。あるいは光み宣のるが道術の結界を使ったのに驚いたのかもしれない。

　敵の攻撃に備えていたのは、大だい亜あ連れん合ごうの道士だけではなかった。道士が追跡中に四系統八種の現代魔法に対する盾を準備したように、光み宣のるも逃走しながら道術による攻撃に備えていたのだった。

　ただ、敵に与えた精神的なショックは光み宣のるが期待した程にはならなかった。「鉄扇の道士」はすぐに動揺を抑え込んで、光み宣のるに襲いかかってきた。

　接近のスピード、踏み込みの鋭さは、光み宣のるが覚えている限り達たつ也やに匹敵する。もしも光み宣のるに達たつ也やと戦った経験が無かったならば、対応できなかったに違いない。鉄扇による打撃を、それに付随する衝撃波ごと何とか逸そらす。先刻は屋根の上という足場の悪さに助けられていたのだと光み宣のるは思い知らされた。

　格闘術は敵の方が明白に上。相手に直接作用する魔法は正体不明の対抗魔法に無効化され、魔法による物理現象を使った攻撃は盾の役目をする扇子に防がれてしまう。

　救いは「魔笛の道士」が一緒に跳んでこなかったことか。それでもこのままでは、時間の問題だ。馬鹿正直に正面からやり合っているだけでは、光み宣のるの敗北は必至だった。

　いや、光み宣のるが人間のままだったならば、既に決着は付いていただろう。彼は道士の攻撃を、完全に躱かわし切れていなかった。光み宣のるがまだ立っていられるのはパラサイトの超回復力の御お蔭かげだ。

　だがそれも、何い時つまでもは続かないだろう。対抗魔法同様に正体がハッキリしない衝撃波が、パラサイトの再生力を少しずつ麻ま痺ひさせている実感が光み宣のるにはあった。もしかしたら敵は対人魔法戦闘のスペシャリストというよりも、パラサイトのような人外の魔物を退治する専門家なのかもしれなかった。

　とにかく、このままではまずい。──光み宣のるはそう考えた。元々彼に必要なのは、追跡者に勝利することではなかった。

　勝利ではなく逃亡の完遂。追跡者を完全に振り切ってしまうことが光み宣のるの目的だ。それに照らせば、今のこの状況は望ましくなかった。

　ここで「鉄扇の道士」と白兵戦を続けていたなら、その内「魔笛の道士」にも追い付かれてしまうだろう。それは、逃走の困難化を意味している。

　状況の打破には、思い切った手を打つ必要がある。多少無茶をするくらいでなければこの難局は乗り切れない。光み宣のるは冒険を決意した。

　彼は鉄扇の攻撃を受け流していたシールドを、受け止める角度で構築した。

　襲い来る衝撃波とそれがもたらすダメージを無視して、魔法シールドをその場所に維持したまま一歩一歩後あと退ずさった。

　敵に直接作用する魔法は、相変わらず無効化されている。一方、敵が繰り出す物質的な攻撃を受け止める魔法シールドはその目的を果たしていた。

　敵の道士は自分に作用する魔法を無効化できても、自分に直接働き掛けていない魔法を自分の方から無効化することはできていない。その結果、道士はシールドの手前で足止めされ光み宣のるとの距離が開いた。

　ただ、このまま敵を釘くぎ付づけにできるとは、光み宣のるは考えていない。彼に必要なのは、この十歩分程の間ま合あいだった。

　衝撃波によるダメージの蓄積が危険水域に及んでいる。余り余裕は無い。そう認識した光み宣のるはすぐに、後退しながら準備を終えた魔法を発動した。

　対象は「鉄扇の道士」ではない。照準は彼の、足の下。

　地面が爆発した。地下二メートルから地下一メートルに掛けて、上向きの急加速を与えられた厚さ一メートルの地層がその上の土砂を勢い良く吹き飛ばしたのだ。

　この効率を無視した魔法に、敵の道士も宙に舞う。立っていた地面を爆破されたのだ。魔法を無効化できても、土砂に塗まみれて吹き飛ばされるのは防ぎようが無い。敵の身体からだは二メートル近く打ち上げられ、一緒に舞い上がった土砂と共に落ちて、半ばそれに埋もれた。

　ただ爆発の勢いは、一流の戦士を無力化する程ではなかった。

「鉄扇の道士」は、埋もれ掛けた土砂の中からすぐに立ち上がって襲い掛かってくるだろう。

　光み宣のるは、この隙に乗じて攻撃を仕掛けることはしなかった。

　彼は逃亡の為ために、短距離の［疑似瞬間移動］を連続して発動した。




　数回の［疑似瞬間移動］で丘陵部を大きく回り込んで、光み宣のるはラサの市街地に戻ってきた。

　これで敵の裏をかけるかどうかは五分五分だったが、紛れ込んだ市街地に「魔笛の道士」の姿も「鉄扇の道士」の姿も、彼ら以外の敵魔法師の姿も取とり敢あえず無かった。

　光み宣のるは徒歩で駅に向かい、［仮パ装レ行ー列ド］と［鬼き門もん遁とん甲こう］の合わせ技で青チン海ハイに向かう停車中の列車に潜り込んだ。チケットは持っていない。チケットを身分証明書と一緒にスリ取るのは光み宣のるにとって難しくなかったが、そこまでする必要を彼は認めなかった。とにかく追跡を振り切るのが目的だったので検札前に列車から飛び降りるつもりだ。

　しかし、そう都合良く事は運ばなかった。

　前の車しや輌りようからざわめきが聞こえてくる。断片的に拾えたフレーズから判断すると、大だい亜あ連れん合ごうの兵士が検問に乗り込んできたようだ。

　安直だった、と光み宣のるは心の中で呻うめいた。あの道士たちが軍の魔法師ならば、ラサから脱出する列車や自走車の検問は当然にあり得る、というより必然だった。認めたくはないが、自分は大だい亜あ連れん合ごうを甘く見ていたのだろう……。光み宣のるはそう思った。

　後悔が思考を停滞させる。行動に遅滞が生じる。

　彼が列車から脱出すべく動き出したのは、近付く足音の中に魔法師の気配を見付け出した瞬間だった。

　光み宣のるに襲い掛かった二人の道士とは別人のもの。

　だから気付くのが遅れたのか。

　これほど接近されるまで気付かなかったのは、無意識の内に敵をあの二人に限定していたからか。──そんな自責の念を頭の片隅に押しやって、光み宣のるは列車からの脱出路を探した。

　通路には人が一杯だ。彼らをかき分けて行くとなると、反対側の出口は間に合わないだろう。窓から飛び出すしかない。その判断に時間は掛からなかった。

　怒号を無視し摑つかみ掛かかってくる手を相手の身体からだごと払はらい除のけて、光み宣のるは窓まど際ぎわに進んだ。

　他の乗客が隣の車しや輌りように向かったのを、視界の端で捉える。検問の兵士に、告げ口をしに行ったのだろう。ますます、時間を掛けてはいられなくなった。

　光み宣のるは窓枠に手を掛けた。窓は幸い、はめ殺しにはなっていない。彼は一気に、窓を全開にした。

　その時、頭上で足音が鳴った。何者かが列車の屋根に飛び降りた音だ。

　直後に、笛の音が車内を満たした。

　音楽に乗せて、魔法が無差別に襲い掛かる。

　乗客が音を立てて蹲うずくまり、膝を突き、倒れていく中で、光み宣のるは窓枠に足を掛け列車の外に飛び出した。

　発車前のプラットフォームには大勢の兵士があちこちで塊を作っていた。その内の一団が、窓から飛び降りた光み宣のるに向けて警告も無しに発砲する。

　列車の側面に、蜂の巣さながらの弾痕が穿うがたれる。

　銃を向けられた段階でシールドを張っていた光み宣のるに被弾は無かった。だが流れ弾の犠牲者は、残念ながらゼロではなかった。

　飛び降りた体勢で腰を落としていた光み宣のるが立ち上がる。振り返り顔を上げると、少年のように小柄な道士が屋根の上で横笛を奏かなでていた。

　その演奏は光み宣のるに向かって発砲した兵士たちにも聞こえているはずだったが、彼らに魔法の影響は見られない。どうやら音楽が聞こえる範囲と魔法が作用する範囲は、一致していないようだ。

　笛の音がいったん途切れ、趣を変えて再開される。曲目が変わったのだろう。

　同時に、笛の音に乗せられた魔法の効果が変わった。それがどんなものなのか、光み宣のるにはすぐに分かった。

　身体機能を阻害する魔法から、魔法式構築を阻害する魔法へ。

　特に魔法の照準を曖昧にする効果が高いようだ。

　光み宣のるの実感では、自分の魔法を完全に封じ込める程の強さは無い。だが長距離の［疑似瞬間移動］は躊躇ためらわれた。

　この魔法において照準が曖昧になるということは、移動先の情報量が制限されるということを意味する。魔法を左右するのは物理的な距離より情報的な距離であり、情報が制限を受けるというのは情報的な距離が遠くなるということだ。肉眼ではっきりと視認できる近い距離も、情報に制限を掛けられれば地平線の彼方かなたと同義になる。

　まるで光み宣のるの逃走手段を封じる為ためにあるような魔法だ。いや、光み宣のるの逃走手段を分析した上で、それを妨害する為ためのレパートリーを選んだのだろう。

　幸い光み宣のるの、ズボンに隠れた両脚の脛すねには［神しん行こう法ほう］の呪符が貼られたままになっている。光み宣のるはこの道術による逃走を選んだ。

　列車に沿って走り始めたのは、隣のプラットフォームに兵士が集まっているからだ。光み宣のるは［神しん行こう法ほう］と並行して［鬼き門もん遁とん甲こう］も発動した。兵士の銃撃を避ける為ためだ。

　笛の魔法は現代魔法に照準を定めているのか、古式魔法に対する干渉は弱い。それを［神しん行こう法ほう］で実感した上での［鬼き門もん遁とん甲こう］だった。

　しかし光み宣のるは［鬼き門もん遁とん甲こう］をすぐに解除した。

　この魔法は自分を見た者の方位感覚を狂わせる。自分の位置を確認しようとする相手の意識を利用して、相手の精神機能に干渉する。

　その結果、術者の位置を知ろうとする者は常に誤った方位へと意識を誘導される。

　では術者を銃で撃とうとしている者に［鬼き門もん遁とん甲こう］が作用すると、どうなるか。

　答え。止まることのない誤射が発生する。

　トリガーを引いている者は銃口を正確な方向に向けているつもりなのに、その方向が狂わされるのだ。駅のように人が多い所だと、誤射による犠牲者が大量に発生する。今この場では、大勢の民間人が銃で撃たれて血を流していた。

　民間人が傷付き、命を落としたのは自分の責任だ──とは、光み宣のるは考えていない。誤射はトリガーを引いた者の責任。彼はそう割り切るメンタリティを、人間を辞めた時に身に付けた。

　しかし自責の念は覚えなくても、気持ちの良いい光景ではない。大だい亜あ連れん合ごう人だからといって、敵意や恨みを持つ理由は光み宣のるには無かった。チベット人なら尚なお更さらのこと。無駄な犠牲者を増やすのは、光み宣のるとしても好むところではなかった。

　方位を狂わせる魔法を解除したことで、光み宣のるが列車に沿って走り去ろうとしているのに気が付いたのだろう。中にいた魔法師が背後から魔法で攻撃を仕掛けてきた。

　柄の無い、細く小さな九本のナイフが同時に飛んでくる。だがそのナイフは、光み宣のるまで届かなかった。「魔笛の道士」の魔法に照準を狂わされたのだろう。どうやら列車に乗っていたのは現代魔法師だったようだ。

　光み宣のるの脳裏を閃ひらめきが過よぎった。

　現代魔法の照準は狂わされている。では古式魔法による攻撃はどうだろうか。あの道士は、古式魔法による攻撃も警戒しているだろうか？

　光み宣のるは使うつもりが無かった、ただ念の為ために持ってきた呪符をウエストポーチから取り出した。周しゆう公こう瑾きんの知識で作った物ではない。旧第九研が収集していた古式魔法の知識で作った日本の、陰陽術の呪符──式札だ。光み宣のるが今年に入ってから、基本的に自由時間が多い宇宙での生活で新たに身に付けた技術だ。

　光み宣のるは走る速度を緩めて、式札を背後に投げた。

「急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」

　同時に、呪符を起動するキーワードを唱える。

　式札が一瞬で燃え上がり、その炎が鷹たかの姿に変じた。

（良し、思ったとおりだ）

　光み宣のるが推理したとおり、今奏かなでられている曲は古式魔法を阻害する効果を持たない。自分自身に作用する古式魔法だけでなく、遠隔の術式も妨害されない。

　暗赤色の炎が鷹たかの姿を取って空を翔かけ、「笛の道士」に襲い掛かる。

　笛の音が甲高い長音に変わった。

　音が圧力に換わる。

　音に乗せた想サイ子オン波の衝撃が、炎の鷹たかを圧おし潰した。

　灰となって散る式神。「魔笛の道士」は光み宣のるの古式魔法による攻撃を瞬時に無力化した。

　光み宣のるの攻撃は、決して片手間のものではなかった。発動手順は略式だったが、式札はそれなりに時間と呪力を込めて作製した物だ。あの道士の古式魔法師としての実力は光み宣のるに匹敵するか、あるいは凌りよう駕がする。

　ただ、この局面では光み宣のるが「魔笛の道士」を出し抜いた。

　鷹たかの式神を滅ぼす為ために、笛の演奏は途絶えた。

　中断は一音分。炎の鷹たかが灰となって散った時には、魔笛の演奏は再開されていた。

　だがそのわずかな中断だけで、光み宣のるにとっては十分だった。

　一瞬で発動した［疑似瞬間移動］。

　演奏が再開される直前に、彼の姿はその場から消えていた。
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「魔笛の道士」はしばらく、光み宣のるが消えた辺りをじっと見詰めていた。

　そして何の痕跡も見て取れないと分かり、追跡を断念した。

　道士が列車の屋根から飛び降りる。その小柄な身体からだの前に、小型ナイフによる攻撃を光み宣のるに仕掛けた魔法師が膝を突いた。その魔法師は大だい亜あ連れん合ごう軍の、少尉の階級章を付けていた。

「韓ハン大ダー人レン、申し訳ございません」

「逃げられたのは貴方あなたの所せ為いばかりではありませんよ、少尉。私もしてやられました」

　韓ハン大ダー人レンと呼ばれた道士の声は小柄な体格に似合わず、低く深みのあるものだった。

「追跡は如何いかが致しましょう」

「そうですね……。取とり敢あえず全ての道路を封鎖し、無人機ドローンによる巡回を徹底させてください」

　韓ハン道士は少し考えた後、常識的な指図を行う。

　それは逃げた魔法師、つまり光み宣のるを魔法によって追い掛けられなかったという告白でもある。

　魔法師の少尉は跪ひざまずいたまま、意外感を湛たたえた目で韓ハン道士を見上げた。

「何か？」

「いえ！　……先程の魔法師、一体何者でしょうか？」

　韓ハン道士に視線の意味を問われて、少尉は慌てて誤魔化した。

「分かりません。現代魔法だけでなく道術も使っていましたが、道士ではないと思います」

「もしや『サプタ・リシ』では？」

「違うと思いますが、可能性は否定できませんね」

『サプタ・リシ』というのはインド・ペルシア連邦ＩＰＵの精鋭魔法師で構成された特殊工作員部隊のコードネームだ。大だい亜あ連れん合ごうの魔法師部隊とはチベットやウイグル、モンゴル、カザフスタン、キルギスなどで暗闘を繰り広げている。

「鍾ツオン離リー大ダー人レンに、一応ご連絡致しましょうか……？」

　恐る恐る少尉が訊たずねる。

『鍾ツオン離リー大ダー人レン』というのは鉄扇を使い共に光み宣のるを追い掛けていた道士のことで、韓ハン道士とは同じ組織の競争相手になる。

　少尉の問い掛けに、韓ハン道士は「そうですね」と鷹おう揚ように頷うなずいた。
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　三時間に及ぶ逃走の後、ようやく追跡を振り切って高たか千ち穂ほに戻ってきた光み宣のるは一目見ただけで分かるほど疲れ切っていた。

「光み宣のる様、大丈夫ですか!?」

　駆け寄る水み波なみを手で制して光み宣のるは居住区画へ進み、ソファに深く身体からだを沈めた。

「重力を緩めますか？」

　水み波なみが心配そうに問い掛ける。この居住区の重力は人造レリック『マジストア』によって維持されている。光み宣のるか水み波なみが六時間ごとに重力制御魔法を更新しているのだが、途中でマジストアの機能を止めて新たな魔法を保存し直すのは人造レリックの仕様に含まれていた。

「いや、大丈夫。それより消化に良いいものが欲しいな」

　光み宣のるは今、体力を使い果たしていると言うより精気不足に陥っているのだが、精気は生命活動によって生み出されるもの。精気不足を自力で解消する為ためには生命活動の活性化が必要であり、生命活動の活性化には肉体のエネルギー補給が必要だ。

　水み波なみは「かしこまりました」と慌て気味に答えてキッチンへ向かった。




　地上から送られてくる豊富な食材で水み波なみが作った、滋養たっぷりの玉たま子ご粥がゆで光み宣のるの顔色は随分と改善した。

　それでもすぐに元どおりとは行かず、光み宣のるが本格的に復調したのは食後一時間以上が経過した後だった。

「光み宣のる様……。一体何があったのか、うかがってもよろしいでしょうか」

　訊たずねる水み波なみの声には、心配と怒気が同居していた。

「油断したつもりはなかったんだけど、大だい亜あ連れん合ごうを甘く見ていた」

　無理はしないと言っておきながら不安にさせてしまった自覚から、光み宣のるは素直に自分の非を認めた。

「チベットに予想を超えて手て強ごわい道士がいた」

　光み宣のるはそう前置きして、周しゆう公こう瑾きんの知識にも無かった未知のスキルを使う古式魔法師に追い回され、追跡を振り切るのに長時間を要したことを語った。

「……それほどの強敵だったのですか？」

「強敵だった。三時間も費やしたのは戦いを避けたからだけど、最初から殺すつもりで対応しても苦戦は免まぬがれなかったと思う。二人とも破壊力は大したことなかったけど、対人戦に適した技能の持ち主だったよ」

「対人戦闘に特化した古式魔法師ということでしょうか」

「そうだね。特にあの魔法を無効化するスキルなんかを見ると、カウンター・メイジストの専門部隊なのかもしれない」

「……このことは達たつ也や様にお伝えした方がよろしいのでは？　私の方からご報告致しましょうか？」

　水み波なみがそう申し出たのは、チベット潜入が達たつ也やに相談せずに行われたからだ。光み宣のるは達たつ也やの部下というわけではないが、こうして生活できるのは達たつ也やの御お蔭かげだ。独断専行を告白するのは気まずいのではないかと気を回したのだった。

「──いや、自分で言うよ。大人しく怒られることにする」

　水み波なみが何を考えたのか分かったのだろう。光み宣のるは苦笑いを浮かべながらそう答えた。
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　自分が口にしたことを、光み宣のるは先延ばしにはしなかった。

　そして達たつ也やは、光み宣のるを一言も責めなかった。

『──その相手はおそらく『八はつ仙せん』だろう』

　報告を聞き終えた達たつ也やは、光み宣のるが戦った相手についてこう述べた。

「八はつ仙せん、ですか？　……東亜大陸に伝わる伝説の仙人たちのことではありませんよね？」

『名前の由来はその八はつ仙せんだが、正体はもちろん違う』

　光み宣のるの質問に、達たつ也やはレーザー通信のモニターの中で笑いながら頭かぶりを振った。

　道教には代表的な仙人として、八人の名前が伝わっている。李り鉄てつ拐かい、鍾しよう離り権けん、呂りよ洞どう賓ひん、藍らん采さい和か、韓かん湘しよう子し、何か仙せん姑こ、張ちよう果か老ろう、曹そう国こつ舅きゆうの八人だ。

『伝説の八はつ仙せんの名前をコードネームに持つ大だい亜あ連れん合ごうの特殊工作部隊。道教系の古式魔法師で構成されていると聞いている』

「そんな部隊が……。知りませんでした」

『俺も詳しいことは知らない。国防軍も詳細は摑つかんでいないと思う』

「秘密部隊なんですか？」

『秘密にしているのは間違いないが、これまでのところ活動が国内と中央アジアに限定されているようだ。だから日本やＵＳＮＡでは知られていないのだろう。ＩＰＵの軍関係者ならば、もっと詳しいことを知っているのではないかな』

「活動地域が違うのですね」

　この時の話は、これで終わった。

　達たつ也やにも光み宣のるにも予知能力は無い。二人とも、ごく近い将来に再び『八はつ仙せん』が自分たちに関わってくるとは、まるで考えていなかった。
















【２】暗躍




　七月二十五日、達たつ也やは深み雪ゆきと共に四よつ葉ば本家を訪ねた。

　面会の約束は取り付けてあったので、二人はすぐに真ま夜やの許もとへ案内された。

　真ま夜やに用件を問われて、達たつ也やは『白い石板』と『コンパスの小石板』から導き出された仮説を説明し、ＩＰＵ訪問の許可を求める。

「シャンバラを探しに行きたい？　本気なの？」

　達たつ也やの話を聞いた真ま夜やは、珍しく呆あつ気けに取とられた顔を見せていた。

「シャンバラの現存は信じていません。ただ、伝説の元になった文明の遺跡が見付かる可能性は低くないと考えています」

「……レリックが見付かる見込みがあると？」

「もっと貴重な物が手に入るかもしれません。例えば未使用の『導グ師ルの石板』とか」

「先史文明のものと推測される魔法を記録した石板ですか……」

　未知の魔法が発掘される可能性に、真ま夜やは明らかに心を動かしていた。

　旧第四研は精神干渉系魔法の研究と同時に、魔法演算領域そのものの強化を目的としていた。その研究を引き継いだ四よつ葉ば家は、国家への貢献という表向きの義務とは別に、裏では魔法そのものの進歩と強化を一族の使命として掲げている。

　その四よつ葉ば家の当主としては、現代の魔法より明らかに優れた点がある先史文明魔法発掘の可能性は無視し得ないものだった。

「出国の名目はどうするのですか？」

　真ま由ゆ美みをＵＳＮＡに派遣した際、達たつ也やは少々手荒な手段で魔法師の出国の自由をもぎ取っている。しかし出国には目的が必要だ。観光目的などという口実は通用しないに決まっているし、魔法的な遺物を発掘に行くと正直に申告できるはずもなかった。

「メイジアン・ソサエティとＦフＥエＨーＲルの提携を利用するつもりです」

「具体的には？」

「提携書署名式の場所を公海上からスリランカに変更して、立ち会いを理由に出国します」

「電子署名で済ませるのではなかったかしら」

　現代では有形物としての契約書を作らず電子データだけで済ませることも多い。真ま夜やが指摘したとおり、ソサエティとＦフＥエＨーＲルの提携もこの形式で済ませる予定だった。

「ＦフＥエＨーＲルの法律顧問からの申し出で書面に変更しました」

「それは本当に先方からの申し出だったの？」

　真ま夜やが笑みを浮かべながら、からかう口調で達たつ也やに訊たずねる。

「ええ。偶然ですが、結果的に好都合でした」

「偶然ねぇ……」

　すました顔で答える達たつ也やに、真ま夜やの笑みは深くなった。

「まあ良いいでしょう。スリランカは表向き中立国ですので、直接ＩＰＵに行くよりは刺激も少ないでしょうからね」

　真ま夜やが言う「刺激」を受ける対象は様々だ。日本政府や国防軍だけでなく、外国の政府、軍、諜ちよう報ほう機関、それに「黒幕」や「灰色の枢すう機き卿きよう」などと呼ばれる影の権力者を含む。

「それで、今回も深み雪ゆきさんを連れて行くのかしら？」

　真ま夜やが達たつ也やの隣に無言で控える深み雪ゆきに目を遣やりながら訊たずねる。

　深み雪ゆきは俯うつむき加減の姿勢を維持したまま、真ま夜やと目を合わせなかった。

「そのつもりです。俺の隣が世界で最も安全ですから」

　あっさり言ってのけた達たつ也やに、真ま夜やは「あらあら……」と苦笑するばかりだ。

「それに今回はリーナも同行させるつもりです」

　達たつ也やは本心から、深雪にとっては自分の隣が世界で最も安全な場所だと考えている。だが隙が皆無ではないことも認識していた。

　世の中には女性しか入っていけない場所がある。その穴を埋める為ためには同性の、少なくとも深み雪ゆき本人に匹敵する実力者が必要だ。

　例えば、リーナのような。

「そう。だったら私わたくしから言うことは無いわ」

「恐縮です」

「吉報を待っていますね」

　真ま夜やは最後の一言を、お土産を待ちわびる子供のような顔で告げた。
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　七月二十六日、四よつ葉ば本家を訪問した翌日。

　達たつ也やは町まち田だのメイジアン・カンパニー事務所へ出社していた。

　深み雪ゆきは月末まで魔法大学の定期試験だ。達たつ也やは入学の時点で、大学の研究への貢献を条件に試験を免除されている。深み雪ゆきもその気になれば同じ特例の適用を受けられるのだが、彼女は世間体を考慮して免除を希望しなかった。今日も真面目に試験を受けている。

　一通り事務仕事を片付けた後、昼前になって達たつ也やはＩＰＵのインド共和国に国際電話を掛けた。相手はメイジアン・ソサエティ代表のチャンドラセカールだ。

『分かりました。私は一向に構いませんよ』

　ＦフＥエＨーＲルとの提携書署名式の場所をスリランカのソサエティ本部に変更したいという達たつ也やの要望に、チャンドラセカールは二つ返事で頷うなずいた。

「ありがとうございます。ＦフＥエＨーＲルの方はこれから了解を取りますので、スケジュールについては決まり次第ご連絡します」

『私の方は来月末辺りまで手が空いていますので、何い時つでも良いいですよ。ところでミスター』

　ただ、気前の良いい返事だけでは済まなかった。

『こちらへお見えになる本当の目的は何なのでしょうか？』

　署名式はカモフラージュだと、すぐにバレてしまったようだ。

　チャンドラセカールは単なる学者ではなく、国防政策に強い発言力を持つＩＰＵの重鎮でもある。最初から、その程度のことが分からないはずはなかった。

「貴国にお邪魔させていただきたいのです」

『スリランカではなく、我が連邦にですか？』

　チャンドラセカールが軽く、意外感を表す。

　彼女の声に含まれていた意外感は、わずかなものだった。

「詳しいことは直接お目に掛かってお話ししたいのですが」

『……分かりました』

　達たつ也やの勝手な言い分を聞いて、チャンドラセカールが考え込んだ時間もわずかだった。

『では署名式の後、我が家にお招きさせていただきますね』

「……よろしいのですか？」

　応えを返すのに要した間は、達たつ也やの方がむしろ長かった。

『ええ、是非に。もしよろしければ恒星炉のことや人造レリックのこともおうかがいしたいわ』

「分かりました。そういうことでしたら」

　科学的な意見を交換するという体裁で入国させてくれるつもりだというチャンドラセカールの意図を理解して、達たつ也やはそれに乗せてもらうことにした。
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　達たつ也やがレナに電話を掛けたのは翌日の朝のことだった。

　レナはまるで待ち望んでいたように、署名式の変更について応諾した。出国準備に必要な日数を訊たずねても、すぐにでも渡航したそうな勢いだ。

　レナには何か、スリランカ、またはＩＰＵに行きたい理由ができたようだと達たつ也やは思った。

　それはもしかしたら、達たつ也やたちと同じなのかもしれない。「白い石板」＝「地図の石板」はＵＳＮＡに残っている。ＦフＥエＨーＲルに地図の謎を解くほどの実力があるとは思わなかったが、何者かがＦフＥエＨーＲルにシャンバラの探索をやらせたいのかもしれない。

　達たつ也やはそう考えた。だがその推測はおくびにも出さずに、署名式の日程をレナと話し合った。最終的に、深み雪ゆきに自由時間ができる夏休みに入った直後、八月二日に決めた。
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　時間はやや遡る。達たつ也やからの電話は現地時間午後四時に掛かってきたが、その二時間前、レナはＵＳＮＡ連邦軍士官に面会を求められた。

　全く予定に無い突然の訪問だ。通常ならば断るところだが相手が連邦軍士官、それもスターズの所属とあってはそうもいかない。レナは自分の執務室に予定外の客を招き入れた。

「初めまして、ミズ・フェール。特殊作戦軍魔法師部隊スターズ所属、イヴリン・テイラー少尉です」

　押し掛けてきた士官は一人だった。平均よりやや背が高めの、若い女性だ。

「はじめまして、少尉。レナ・フェールです。ＦフＥエＨーＲルの代表を務めております」

　挨拶の為ために立ち上がったレナは、その大きさに圧倒された。レナの身長は百六十センチを少し上回る。相手はそれより五センチ前後高い程度だから、上背に圧倒されたのではない。

　イヴリン少尉は、大層スタイルが良かった。握手を交わす為ために近付くと、大きく前に突き出した胸に圧迫されるような錯覚を覚える。実を言えばレナは少女のように細い、頼りない体型に劣等感コンプレツクスを抱えているから、余計にイヴリンのスタイルを意識してしまったのかもしれない。

「どうぞお掛けください。本日はどのような御用件で？」

　密ひそかな敗北感を笑顔で隠して、レナは早速用件を訊たずねた。

「貴女あなた方がたから証拠品として提出があった石板について、ご説明とお願いしたいことがあります」

「説明と……ご依頼、ですか？」

「はい」

　イヴリンは頷うなずいて、「白い石板」がシャンバラへの地図である可能性が高いことを話した。

「シャンバラ……？　失礼ですが、それはただの伝説では？」

「信じられませんか？」

　レナの常識的な反応に、イヴリンがニッコリ笑う。

「……正直申しまして」

　レナは遠慮がちに頷うなずいた。

「実を言えば私もです」

　笑顔を変えずに告げたイヴリンの言葉に、レナが意表を突かれた表情を浮かべる。

　だがイヴリンのセリフは、ここで終わりではなかった。

「ですが、考えてみてください。百年前は魔法も単なる御お伽とぎ噺ばなしでしかなかった」

「……シャンバラも実在すると？」

「シャンバラという都市が今も存在しているとは考えていませんよ」

「昔はあった、とお考えなのですか？」

「ええ、そうです」

　イヴリンが満足げに頷うなずく。

「私たちは『白い石板』がシャンバラの遺跡を指し示していると考えています」

「まるで宝の地図ですね」

　レナが漏らした懐疑的な感想に、イヴリンは声を上げて笑った。

「宝の地図！　言い得て妙ですね」

　イヴリンの表情が急転する。口角を上げたまま、それ以外のパーツは真顔になった。

「私たちには貴女あなたの組織を援助する用意があります」

「援助と仰おつしやいますと？」

　レナは喜ぶのではなく、訝いぶかしげな表情を浮かべた。

「資金的な援助だけでなく、それ以外にもあらゆる意味で」

「……ＦフＥエＨーＲルをスターズの傘さん下かに収めるということですか？」

「援助です。支配するつもりはありません」

　レナが探る眼まな差ざしをイヴリンに向ける。意識してのことではないが、レナの琥こ珀はく色の瞳が薄うつすらと金こん色じきを帯びた。

「……条件をお聞かせください」

　レナは決して、大声を張り上げてはいない。にも拘かかわらず、彼女の声は部屋の中で幾重にも反響し「場」を満たした。

　魔法は使っていない。瞳の色の変化は彼女の「力」が活性化したことを示しているが、心に浸しみて行く声、大聖堂の中で行われる高徳な聖職者の説法に似た厳粛な雰囲気は、レナが持つカリスマ性の一端だった。

　イヴリンが表情で感嘆を表す。しかし、それだけだ。彼女は、感心はしていても感銘は受けていなかった。

「そうですね。貴女あなたの言葉を借りるならば、『宝探し』に行ってください」

「……シャンバラの遺跡を見付けに行けという意味ですか？」

「そうです！」

　良く分かりましたね、という笑顔でイヴリンは頷うなずいた。

「私たちの解読が正しければ、シャンバラの遺跡はＩＰＵのウズベキスタンにあります」

「ＩＰＵですか……」

　レナが考え込んだのは出国の困難を思ってのことではなかった。魔法師の出国に関して、ＵＳＮＡは比較的寛容な部類に属する。スターズの候補に挙がるような高レベル魔法師の出国には厳しい制限が掛けられているが、低レベルの魔法師については審査が厳しいだけで禁止されてはいなかった。

「ＩＰＵが遺跡の発掘など認めるでしょうか？」

「目的を正直に申告したら、入国させてもらえないでしょうね」

「……不法滞在せよと？」

「その辺りのことはこれから考えましょう」

　あっけらかんとしたイヴリンの答えに、レナは看過できない引っ掛かりを覚えた。

「少尉も同行されるのですか？」

　発掘調査に依頼主が同行するのは、表面的には何もおかしくないように思われる。

　しかしそれなら、レナに調査を依頼する必要は無い。ＵＳＮＡの軍人がＩＰＵで自由に動き回るわけには行かないから、民間のＦフＥエＨーＲルを使おうとしているのではないのか。──レナはそう思った。

「そこで二つ目のお願いです。私をＦフＥエＨーＲルに入れてください」

「ＦフＥエＨーＲルを隠かくれ蓑みのにすると仰おつしやるのですか？」

「はい」

　イヴリンは悪びれた様子も無く頷うなずいた。

「あっ、もちろん強制ではありませんよ。これは連邦軍からのお願いです」

　イヴリンの微ほほ笑えみには、罪悪感の欠片かけらもなかった。無邪気とすら言える眼まな差ざしを向けてレナの回答を待っている。

　結局、レナはイヴリンの「お願い」を二つとも受うけ容いれた。





◇　◇　◇






　七月二十八日、達たつ也やは三日続けて町まち田だの事務所に出社していた。

　週初の予定では、今日は巳み焼やき島しまでステラジェネレーターの仕事を片付けるはずだった。ところが昨日の夕方、ＦフＥエＨーＲルのレナと電話で話をした後に、独立魔装連隊の真さな田だ少佐から「会って話をしたい」という電話を受けたのだ。巳み焼やき島しまに招いても問題のない相手だったが、向こうの利便性を考えてこの場所を指定したのだった。

　真さな田だとは比較的会う機会が多い。既に達たつ也やは特務士官ではないが、国防軍との関係は切れていない（なおこの場合の「特務士官」は正規の士官教育を受けず特例で士官の待遇を得た者ではなく、民間人でありながら義勇兵ではない正規の交戦者資格と士官の身分を与えられた者のこと）。

　ＣＡＤを始めとする魔法工学製品は今でも軍事用の需要が最も多い。ＦＬＴの売上に占める割合は恒星炉関係の出荷が増えたことで軍需の比率が低下傾向にあるが、それでも国防軍が重要顧客であることに変わりはない。

　トーラス・シルバーの名前を捨てた今も、達たつ也やはＦＬＴの研究員を兼務している。技術士官の真さな田だとは受注した製品に関する打合せで、月一回以上のペースで顔を合わせていた。

「本日はどのような御用件でしょうか」

　そんなわけだから、達たつ也やは挨拶に多くの時間を割かず真さな田だに用件を訊たずねた。

「隊長経由で、明あき山やま本部長からの依頼を持ってきました」

「本部長から？　うかがいましょう」

　明あき山やま参謀本部長は国防軍の幹部の中で、制服組、背広組を通じて最も魔法師メイジストに好意的なスタンスを取っている人物の一人だ。先月敢行した彗すい星せい爆破のデモンストレーションの際には、半ば脅迫込みではあったが魔法師メイジストの出国制限緩和に力を貸してもらっている。

　あの件で達たつ也やは明あき山やまに、多少の借りを感じている。「返済」に、それに見合う仕事をするに吝やぶさかでなかった。

「司し波ばさん」

　今の達たつ也やは真さな田だにとって、同僚ではなくビジネスの相手だ。呼び方をそれに相応ふさわしく変えるのは当然だった。

「来週、スリランカを訪問されるそうですね」

「もうご存じでしたか」

　達たつ也やはそれほど驚かなかった。前回の渡米と違って、スリランカへの出国は秘密にしていない。渡航に必要なビザも、できたばかりのスリランカ大使館──スリランカは今年の四月にＩＰＵから分離・独立している──に正規の手続きで昨日申請している。

　達たつ也やが驚いたのは、口に出したとおり「もう知っているのか」の一点だった。

「メイジアン・ソサエティのセレモニーに出席するご予定とか」

「はい。ソサエティがアメリカのＦフＥエＨーＲルという団体と正式に提携することになりましたので、その署名式に出席します」

　これも隠すことではない。達たつ也やは頷うなずくだけでなく、セレモニーの内容も答えに付け加えた。

「もしスケジュールに余裕があれば、ＩＰＵに足を運んでもらえませんか」

「ＩＰＵに？」

　達たつ也やは訝いぶかしげに眉を動かすだけだったが、深み雪ゆきやリーナだったならば動揺を隠せなかっただろう。言うまでもなくスリランカ訪問と違って、ＩＰＵへ行くのは秘密だ。

「スリランカからＩＰＵへの入国はビザが不要ですし、司し波ばさんならチャンドラセカール博士から個人的な招待を受けても不自然ではありませんから」

「つまり、博士に入国させてくれと依頼しろと？」

「ああ、いえ、強制ではありませんよ。お願いです。ＩＰＵでラース・シン将軍にご伝言をお願いしたいんですよ」

　ラース・シンはＩＰＵの旧インド軍を掌握している将軍だ。階級は中将だが、インド・ペルシア連邦軍最高司令官である大将よりも実質的な権勢は上回っていると、軍事関係者の間ではもっぱらの評判だった。

「親書をお渡しすれば良いんですか？　でしたらスリランカで博士にお願いしますが」

　ラース・シンとチャンドラセカールは特別に親密な関係にあると噂うわさされている間柄だ。

「いえ、口頭で」

　真さな田だが首を左右に振る。

　達たつ也やの眉が、今度は驚きを表して小さく上がった。真さな田だは「データにも書面にも一切残せないメッセージを伝えて欲しい」と達たつ也やに依頼していることになる。

「そんなに秘匿性が高い伝言を私が聞いても良いんですか？」

「証拠が残らなければ問題ありません。伝言だけでは大した意味を持ちませんから」

「……つまり本部長からシン将軍に伝言があったという事実が残ることが問題なんですね」

「そのとおりです」

　達たつ也やは今一つ真剣味に欠ける真さな田だの顔を見ながら十秒ほど考え込んだ。

「分かりました。機会があればお伝えします」

「そうですか。ありがとうございます」

　そう言って真さな田だは椅子から立ち上がり、二人の間にある机を回り込んで達たつ也やの耳に口を近付けた。





◇　◇　◇






　警察の強制捜査を逃れたＦＡＩＲフエアの首領・ディーンとサブリーダーのローラは、司法当局の手に落ちたサンフランシスコ市の本部からリッチモンド市の隠れ家に移った。

　それから一週間。ディーンはまだ、身動きが取れずにいる。

　本部に踏み込んだのはサンフランシスコ市警だが、ディーンとローラは今、州警察により全国指名手配を受けている。その捜査が、かなり厳しいものだったのだ。

　ローラが情報屋から聞いた話では、オークランドで行った［バベル］の実験を理由にディーンたちはテロリストとして手配されているらしい。警察は［バベル］のことを知らないが、連邦軍からテロの未遂事件が発生しディーンがその首謀者だと聞かされているようだ。

　テロリストに対する追及の厳しさは、普通の犯罪者に対するものと比べものにならない。その首謀者ともなれば、逃げる素振りを見せたというだけで射殺もあり得る。ディーンが外出もままならないのは、そういう理由からだった。

　潜伏を始めてから八日後。そんなディーンの許もとを、一人の男が訪ねてきた。

　ロッキー・ディーンの外見は完全にイタリア系白人のものだが、彼は華か僑きようの出身だった。彼がこうして潜んでいられるのも、華か僑きようがアメリカの表と裏に張り巡らせたネットワークの助けによるものだ。

　リッチモンドの隠れ家を訪れた男は、華か僑きようネットワークの紹介だった。

　男は『ルゥ・ドンビン』と名乗った。

「私の記憶違いでなければ……」

　同席しているローラが横から、控えめながらはっきりした語調で口を挿はさむ。

「呂ルウ洞ドン賓ビンは八はつ仙せんの名前ではありませんか？」

　ルゥ・ドンビン、またはロイ・ドンピン。日本では呂りよ洞どう賓ひんと呼ばれる、東亜大陸を代表する伝説の仙人の一人。

　三十歳前後に見えるその男は、ローラの指摘に薄うつすらと笑った。

「私は『八はつ仙せん』の一人です。ただし現代の『八はつ仙せん』ですが」

「何だそれは」

　ディーンが不機嫌な声で訊たずねた。彼も伝説の仙人の名前くらいは知っている。だが「現代の八はつ仙せん」と言われても、心当たりは全く無かった。

「我が軍にはそういう名称の組織があるのですよ」

　ルゥ・ドンビンはあっさりとした口調で答えた。だがそこに重要な情報が含まれていたのを、ディーンは聞き逃さなかった。

「我が軍？　貴様は大だい亜あ連れん合ごう軍の魔法師か？」

　ルゥ・ドンビンは薄ら笑いを顔に貼り付けたまま、是とも否とも答えなかった。

「我々には貴方あなたがたを支援する用意があります」

　ルゥ・ドンビンは質問に答える代わりに、こう申し出た。

「資金援助をしてくれるということか？」

「資金なら幾らでも必要なだけ提供しましょう。しかし、資金だけで良いいのですか？」

「兵力も派遣してくれると？」

　ディーンが驚きを隠せぬ顔で問い返す。

「まずは私が力をお貸ししましょう」

「貴様が……？」

　ディーンの訝いぶかしげな表情は、ルゥ・ドンビンを侮あなどってのものでもその実力を疑ってのものでもなかった。ルゥ・ドンビンはこの部屋に入った瞬間から力を隠していない。この男が相当な実力者であることは、魔法師ならば一目で分かる。

　ディーンの疑問は「これ程の手て練だれが何な故ぜ？」というものだった。

「待ってください。何な故ぜ、私たちに力を貸してくださるのですか？」

　同じ疑問をローラは、はっきりと口にした。

「ミスター・ディーンは同胞だからですよ」

　ルゥ・ドンビンの答えは、あらかじめ用意されていたかの如ごとく淀よどみないものだった。

「そうですね……。我々が本気であることの証明に、まずは警察に奪われた石板を取り戻して御覧にいれましょうか？」

　さらにこんなことを申し出た。

　ローラが視線でディーンの意思をうかがう。

「──お手並みを拝見しよう」

　申し出に頷うなずくディーンの態度と言葉遣いが変化していた。





◇　◇　◇






　解読を終えた「白い石板」はサンフランシスコ市警の保管庫に返却されていた。

　七月末、その石板十六枚が盗まれた。警察がその事実に気付いたのは、証拠品の点検日に当たる三日後のことだった。

　署内には至る所に監視カメラが設置されていたが、犯人の姿を捉えた物は皆無だった。







【３】渡航




　八月二日の午前中に、達たつ也やはスリランカ南部のハンバントタ国際空港に到着した。使ったのは一般の旅客機でも軍用機でもなく、彼のプライベートジェットだ。

　水素燃料で飛行し魔法で飛行を補助する極超音速機で、最高速度はマッハ七。民間機だが空対空レーザー砲と高エネルギー電波兵器に転用可能なレーダーを搭載している。パイロットも元国防空軍の戦闘機乗りだ。

　機体性能は軍用機顔負けだが、客室は人造レリック・マジストアによる慣性制御が効いていて乗り心地は快適だ。おそらく亜音速の旅客機よりも乗客が感じる負担は少ない。この性能を活いかして、日本からスリランカまで二時間しか掛かっていない。

　同行者は深み雪ゆきとリーナ、それに花はな菱びし兵ひよう庫ごだ。文ふみ弥やと亜あ夜や子こも付いて来たがっていたのだが、黒くろ羽ば家は別の重要な仕事を抱えており、二人は渋々同行を断念した。

　兵ひよう庫ごを連れていくかどうかについては、少し議論があった。個人の戦闘力で見れば、兵ひよう庫ごはいざという時の足あし手で纏まといになりかねない。だが彼には民間軍事会社で修行していた頃に培つちかった人脈がある。

　今回の目的地は中央アジアだ。達たつ也ややリーナが持つＵＳＮＡのコネは余り役に立たないだろう。チャンドラセカールを何ど処こまで信用して良いのか、未知数の部分もある。

　いざという時には高たか千ち穂ほを経由して脱出が可能。だがそれは本当に最後の手段だ。

　直接戦闘以外のトラブルに直面した際に、兵ひよう庫ごの傭よう兵へいネットワークを頼る局面が訪れるかもしれない。そう考えて達たつ也やは最終的に、兵ひよう庫ごを随行メンバーに選んだのだった。

　空港にはメイジアン・ソサエティの事務員が迎えに来ていた。チャンドラセカールの弟子の一人で大学に研究者のポストが無かったからソサエティに就職した、とは自己紹介の際の本人の弁だ。

　四人は彼が運転するＳＵＶタイプの自走車で、メイジアン・ソサエティの本部が置かれているスリランカ南端近くの都市、ゴールに向かった。

　プライベートジェットは、いったん日本に帰した。迎えの事務員には「帰国の際に使うのに何な故ぜ態わざ々わざ日本に帰すのか」と不思議がられたが、あれが極超音速機であり片道二時間しか掛からないことを説明すると、驚かれると同時に納得された。




　署名式は明日行われる予定だ。達たつ也やたちはゴール市内のホテルに案内された。クラシックな宮殿を思わせる外観。部屋も設備こそ最新だったが内装と調度品のデザインはレトロなイメージに纏まとめられていた。

　用意してあったのは続きの三部屋で、ダブルが一つにシングルが二つ。ダブルは達たつ也やと深み雪ゆき用だ。二人は既に夫婦扱いだった。

　深み雪ゆきは恥ずかしそうにしていたが、達たつ也やはチャンドラセカールが手配した部屋割りをそのまま受うけ容いれた。




　達たつ也やたち一行はディナーを済ませて部屋に引き上げる途中で、チェックインをしているレナの姿を見掛けた。

　同行者は男女一人ずつ。男性は黒人で三十過ぎ、女性は白人で二十代前半か。もっとも、実年齢が外見どおりとは限らない。レナは相変わらず十六、七歳くらいにしか見えない。彼女ほど極端ではないとしても、随員が見た目より年を取っているという可能性は十分にあり得る。

　事実は達たつ也やが［エレメンタル・サイト］を使えば分かる。だが彼は、そこまでする必要を認めなかった。年齢よりも他に、気になることがあった。

（かなりハイレベルな魔法師メイジストだな……。スターズの隊員でもおかしくない）

　チェックインの様子を遠目に見ただけだが、女性の随員が強力な魔法師メイジストであることは［エレメンタル・サイト］で「視み」てみなくても分かった。

　それはリーナも同意見だった。

「……彼女も多分軍人ね。新しいスターズかしら」

　達たつ也やたちの部屋でルームサービスのカクテルを飲みながら、リーナがレナの随員についてそう述べた。彼女もというのは、黒人男性の方も元軍人か傭よう兵へいだろうと推理していたからだ。

「スターズに共通する特徴のようなものがあったのか？」

「ちょっと見ただけだもの。そこまでは分からないわよ」

　達たつ也やの質問に、リーナは無責任な開き直りとも思える答えを返す。

「ただ何となく、昔の仲間に雰囲気が似てるな、って感じただけ」

　そして、こう付け加えた。





◇　◇　◇






　メイジアン・ソサエティとＦフＥエＨーＲルの署名式は、特筆すべきこともなく無事に終わった。

　その後の会食の席で、『イヴリン・テイラー』と名乗ったレナの随員の女性が「シルクロードの要衝、サマルカンドを観光できないか」と言い出した。

「シルクロードの歴史に興味がおありなのですか？」というチャンドラセカールの質問、というか相あい槌づちに、シルクロードに関する蘊うん蓄ちくをまくし立てるイヴリン。

　その迫力に圧おされたのか、チャンドラセカールは「観光の手配をしておきます」とイヴリンに約束させられていた。
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　署名式の日はチャンドラセカールも同じホテルに泊まった。

　翌日、達たつ也やたちはレナ一行と一緒にハイダラーバードにあるチャンドラセカールの屋敷に招かれた。「屋や敷しき」と呼ぶに相応ふさわしい、広大な自宅だ。四よつ葉ば本家よりも広い。

「初めまして。アイラ・クリシュナ・シャーストリーと申します」

　屋や敷しきでは、未公表の戦略級魔法師であるアイラが待っていた。達たつ也やは既に彼女と会っている。インド洋上で行われたメイジアン・ソサエティ設立セレモニーに、アイラはチャンドラセカールの護衛として随伴していた。

　この挨拶は深み雪ゆきとレナに向けたものだった。その際、アイラは傍はた目めにもレナの方に多くの意識を割いていた。

　ソサエティとＦフＥエＨーＲルの提携書には人材交流に関する定めもある。アイラが深み雪ゆきよりもレナを強く意識していたのは、自分がＦフＥエＨーＲルの本部があるバンクーバーへ派遣されることを聞かされていたからだった。──まだ、この時点では。




　アイラとの顔合わせに続き、時間を掛けて遅めの昼食を皆で摂とる。食事の後、一行はサロンに案内され、お茶を振る舞われた。ただ達たつ也やだけはチャンドラセカールによって、彼女の書斎に連れて行かれた。

　書斎といってもフルサイズの応接セットが置かれた広い部屋だ。プライベートな応接間と表現した方が良いいかもしれない。

「それでは、お聞かせ願えますか」

　その応接セットに向かい合って腰を落ち着け、お茶を持ってきた使用人が退室したところで、チャンドラセカールはそれまでの会話の続きのような口調で達たつ也やにそう訊たずねた。

　何を、とは、達たつ也やは訊きき返さなかった。

　ＩＰＵ訪問の目的を直接会って説明するという約束を、彼は忘れていなかった。

「ＵＳＮＡでシャンバラへの地図と思われる遺物が発掘されました」

「シャンバラ？　あのシャンバラですか？」

　問い返すチャンドラセカールの声音は、控えめに言っても達たつ也やの正気を半分は疑っているように聞こえるものだった。

「はい。と言っても、地底王国の伝説など信じてはいませんが」

　シャンバラの伝説は「地底王国アガルタ」のフィクションとセットで語られることが多い。

「地図が示しているのは、シャンバラの遺跡の位置だと考えています」

「それが我が国にあると？」

　遺跡と聞いて、チャンドラセカールがまともに話を聞く顔になった。

「ウズベキスタンのブハラ付近に遺跡が眠っているというのが私たちの考えです」

「……そこまで打ち明けてしまって良いのですか？　ミスターはシャンバラの遺産を欲ほつしておられるのでは？」

「貴国の遺跡を盗掘するつもりはありません。しかし同時にシャンバラの遺跡の存在を公表したくもないのです」

「何な故ぜですか？」

「シャンバラの遺跡には、極めて危険な遺物が埋まっている可能性があります」

「極めて危険……。魔法的な遺物は扱い方次第で危険な物ばかりだと思いますが」

「過去に発掘された遺物より、危険の度合いは遥はるかに高いと考えています」

「遥はるかに、と言われますと？」

「戦略級魔法に匹敵するか、それを上回るリスクを想定しています」

「それ程ですか……」

　チャンドラセカールは「俄にわかには信じ難がたい」という顔をしている。だが彼女はすぐに気を取り直して、真剣な眼まな差ざしを達たつ也やに向けた。

「……確かに、シャンバラに関する伝説が半分でも真実ならば、戦略級魔法に匹敵する力をもたらす魔法的遺物が発見される可能性はありますね。ではミスターは、その危険な遺産をどのように扱うおつもりなのですか？」

「平和的利用が可能ならば活用します。不可能ならば、研究して対抗手段を編み出します」

　達たつ也やの答えに、淀よどみは無かった。

「埋もれたままにしておこうとは考えないのですね」

「私に見付けられる物ならば、いずれ誰かが見付け出します。手掛かりを知ってしまった以上、見て見ぬ振りはできません」

「そうですか……お考えは理解しました」

　達たつ也やのセリフは噓うそではなかったが、完全な本心でもない。どちらかと言えば後付けの理屈だ。

　だがチャンドラセカールを納得させるのに十分な説得力を有していた。

「ミスターが遺跡探索を自由に行えるよう、私の方で段取りを考えてみます。結論が出るまでは申し訳ございませんが、ここに留まっていただけますか」

「分かりました。無理なようでしたら大人しく帰国します」

　達たつ也やの口調も表情もセリフどおりに殊勝なものだった。

「長くはお待たせしませんので」

　しかしチャンドラセカールは強い警戒感を滲にじませながら、達たつ也やに早期の回答を約束した。

　彼女が達たつ也やの帰国発言を、額面どおりに受け取っていないのは明らかだった。
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　チャンドラセカールとの話が終わり、達たつ也やは客間に案内された。屋や敷しきには来客用だけでも小さなホテル並みの部屋数があった。

　スリランカのホテルと違い、提供された部屋は一人一室だった。とはいえ達たつ也やが案内された客室は中でベッドルームとリビングに分かれていてシャワーブースも付いている。分わかり易やすい尺度で言えばリビングが八畳、ベッドルームがその半分ほどの広さがあった。

　達たつ也やが客間に腰を落ち着けてすぐ、扉がノックされた。これは勘が良いいとか足音に耳を澄ませていたとかではなく、彼をこの部屋に案内した使用人に呼びに行ってもらったのである。

　入ってきたのは深み雪ゆきと兵ひよう庫ご。

「リーナは、少し自分で探ってみたいことがあるのだそうです」

　達たつ也やが訊たずねる前に、深み雪ゆきから知りたかった答えが得られた。

「そうか。できれば一度で済ませておきたかったのだが」

「理り奈なお嬢様には私の方からお伝えします」

　達たつ也やが独り言のように漏らしたぼやきに、兵ひよう庫ごがすかさず反応した。なおリーナの帰化名が『東とう道どう理り奈な』なので、兵ひよう庫ごは彼女のことを「理り奈なお嬢様」と呼んでいる。

　兵ひよう庫ごの申し出に達たつ也やは「お願いします」と応じて、視線を深み雪ゆきに戻した。

「無事、博士の協力が得られることになった」

　そしてすぐに、会談の結果を説明した。

「ＩＰＵ政府には目的を伏せたままで、シャンバラの遺跡を探せるのですか？」

「その方法を考えてくださるそうだ」

「ソサエティの代表を引き受けてくださった方ですから、ご協力をいただけるとは思っておりましたが、それでも少し意外です。博士はＩＰＵ国内で外国人を自由に行動させられるほどの影響力をお持ちなのですね」

「博士はＩＰＵ連邦軍の事実上のトップであるラース・シン将軍と、特別に親密な関係を築いておいでですので」

　腰を下ろさず飲み物の準備をしていた兵ひよう庫ごが、グラスを深み雪ゆきの前に置きながら説明する。中身は度数が低いカクテル。この部屋にはカクテルを作れる簡易キッチンが備わっていた。

「特別、ですか……」

　呟つぶやく深み雪ゆきの声は、少し恥ずかしそうだ。

　達たつ也やの前に同じグラスを置いた兵ひよう庫ごが、笑みを浮かべて深み雪ゆきへと振り向く。

「シン将軍とチャンドラセカール博士には血縁があるのです。私たちの感覚からするとかなり遠い関係ですが。博士は将軍から、肉親に対するものに近い庇ひ護ごを受けていらっしゃいます。少々乱暴な単純化をお許しいただけるなら、叔父と姪めいのような間柄と申せましょう」

「あっ、そういう意味なのですね……」

　深み雪ゆきがホッとしたように表情を緩めた。ただ、彼女の頰はまだ赤みを帯びたままだ。

　彼女がどんな勘違いをしたのか推測は難しくなかったが、達たつ也やも兵ひよう庫ごもそれを口にするような性格が悪い真ま似ねはしなかった。

「それにしても兵ひよう庫ごさん、よくご存じですね」

「イギリスの『アンシーンアームズ』で仕事をしていた時に、この国出身の傭よう兵へいから教えてもらいました」

『アンシーンアームズ』は大勢の魔法師戦闘員を抱える民間軍事会社ＰＭＳＣだ。兵ひよう庫ごは達たつ也やの執事になる直前まで、軍事スキルの修得と軍事関係の人脈形成の為ために、このＰＭＳＣに所属していた。

「その時の元同僚は、現在カザフスタンに駐在しておりまして。いささか貸しもございますので、達たつ也や様のお役に立たせることも可能かと存じます」

「そうですね。不測の事態に陥れば、お願いするかもしれません」

　兵ひよう庫ごのアピールを達たつ也やは無下に断らなかった。それは多分にリップサービスの側面が強かったが、兵ひよう庫ごは達たつ也やに向かって満足げに一礼した。
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　深み雪ゆきと兵ひよう庫ごが達たつ也やの許もとへ赴いた少し後。達たつ也やの部屋へ近付く人影があった。

　おそらく、本人は廊下を普通に歩いているつもりだろう。

　しかし、達たつ也や一行の客室とレナ一行の客室は別棟にある。然さりげ無なさを装よそおうのは、少し無理があった。

「ミズ・テイラー？」

　そのいささか不審な真ま似ねをしていたイヴリンに背後から声が掛かる。

「──っ!?」

　慌てて振り向くイヴリン。

　そこにいたのは、抑えられた照明の下でも鮮やかに煌きらめく金髪の美女。

　彼女に話し掛けたのは、リーナだった。

「こんなところで何をなさっているのかしら？　私たちに御用ですか？」

「えっ、いえ、そういうわけでは……ええと、ミズ・シールズでしたよね」

　イヴリンは、当たり前かもしれないが動揺していた。

　動揺をパニックの手前に引き止めていたが、隠し切れてはいなかった。

「はい。改めて自己紹介しましょうか？」

「い、いえ……」

「アンジェリーナ・シールズです」

　イヴリンは「必要無い」と言い掛けたのだが、それを遮ってリーナは名乗った。

「多分、私の方が年下ですので、気軽にリーナと呼んでくださいね」

「──え、あっ、リーナって」

　そして「リーナ」の愛称を耳にして、イヴリンの表情が固まった。

「あっ、やっぱり？　それとも、ようやく気付いたの、と言うべきかしら」

　上品な淑女の仮面を被かぶっていたリーナが不敵な表情を浮かべる。

「ミズ・テイラー。貴女あなた、スターズでしょ」
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　そして決め付ける口調でイヴリンの素性を言い当てる。

「じゃあ貴女あなたはやはり『アンジー・シリウス』……」

　素顔の『アンジー・シリウス』がリーナと呼ばれていたことを知っているのはスターズの中でも本部所属の恒星級隊員と『シルヴィア・マーキュリー』のように任務で素顔を知ることになった一部のメンバーだけだ。

「それを知っているということは、決まりね」

　リーナがしたり顔で笑った。

　イヴリンの呟つぶやきは、リーナの決め付けを肯定するものだった。

「何な故ぜ……分かったの？　もしかして総司令から……？」

　総司令であるカノープスが前シリウスと親しい間柄だったことは、スターズの中で秘密でも何でもない。古い隊員たちの話を聞いてイヴリンも知っていた。その情報を元に、カノープスがリーナに自分のことをリークしたのではないかとイヴリンは疑いを懐いだいたのだ。

「ベンから貴女あなたのことを聞いていたわけじゃないわ」

　しかしリーナはその疑惑をはっきりと否定する。

　噓うそには聞こえなかった。

「何となく、スターズの隊員じゃないかと思っただけ」

「何それ……訳が分からないわ」

「私も説明できないんだけどね。同じ所で訓練をしていると、知らない内に似たような特徴が身に付くのかしら」

「…………」

　納得したくはない。それなのに理解できるような気になってしまう。

　そんな葛藤に見舞われて、イヴリンはどう応えを返せば良いのか分からなかった。

「それで、目的は何？　タツヤをスパイしに来たの？　ベンがそんな命令を出すとは思えないのだけど」

　相手が黙っている隙にリーナが畳み掛けた。

「違うわ。そんな命令は受けていない」

　追い込まれている、と感じたイヴリンは、思わず正直に答えてしまう。

「じゃあ何な故ぜここにいるの？」

「──っ」

「スパイが目的じゃないとすれば、任務の邪魔にならないかどうか探りに来た？」

　正解を言い当てられて、イヴリンは言葉に詰まった。

「……私が言うのも何だけど、貴女あなた、潜入ミッションに向いていないと思うわよ」

「慣れていないだけよ！」

　思わず声を張り上げてしまったイヴリンは、自分の口を慌てて両手で塞いだ。

「──一つ、提案があるのだけど。私の部屋で話さない？　タツヤたちに聞かれたくはないんでしょ？」

　イヴリンを同情の眼まな差ざしで見詰めながら、リーナはそんなことを申し出た。「多分、手遅れだけど」と思いつつ。

「……良いいわ」

　イヴリンは不承不承であることを声音と表情で訴えながら、リーナの提案を受うけ容いれた。
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　夕食後、レナと彼女の随員はすぐに自分たちの部屋に引っ込み、サロンは達たつ也やたちの貸かし切きり状態となった。

「リーナ、何か分かったか？」

「ダメ。イヴリン・テイラーはまだ正式にコードを与えられていないスターズの見習い、ということまでは分かったんだけど。ＩＰＵに来た目的は頑として口を割らなかった。本当にサマルカンドが目的地なのかどうかも喋しやべらなかったわ」

　リーナが肩を竦すくめて「お手上げ」のポーズを取る。

「サマルカンドに行こうとしているのは本当なんだな？」

「言げん質ちを取れたわけじゃないけどね」

　両手を下ろしても、リーナの表情は「お手上げ」のままだった。

「ワタシの印象で良いいのなら、取り敢えずサマルカンドに行こうとしているみたいよ」

「このタイミングでサマルカンドか……」

　達たつ也やの呟つぶやきに深み雪ゆきがハッと目を見開く。

「達たつ也や様、まさか彼女たちも？」

「ミユキ、それって……」

　リーナも深み雪ゆきに一拍遅れて目を丸くした。

「地図の石板はＵＳＮＡに残っている。誰にも解読できないと考えるのは見くびりすぎだろう」

　二人の疑問に達たつ也やが纏まとめて答える。

「ですが達たつ也や様。『コンパス』がありません」

「その代わり我々が持っていないデータを押さえているのかもしれない」

　深み雪ゆきの楽観論を達たつ也やは戒めた。

「光み宣のるが撮影したのはＦＡＩＲフエアの本部にあった十五枚だ。『地図の石板』はもう一枚、ＦフＥエＨーＲルがＦＡＩＲフエアから奪った物もある」

「その一枚に決定的な情報が記載されていた可能性もありますね……」

「タツヤ、どうするの!?」

　物もの憂うげに考え込んだ深み雪ゆきに対して、リーナは食ってかかる勢いで達たつ也やに今後の方針を訊たずねた。

「当面は予定どおりだ。イヴリン・テイラーは先にサマルカンドへ行くのだろう？　俺たちとは目的地が違うし、彼女の任務がシャンバラ発掘と確定したわけでもないからな」

「達たつ也や様、博士にこのことを申し上げなくてもよろしいのでしょうか」

　深み雪ゆきのセリフは純粋に、イヴリンに騙だまされているかもしれないチャンドラセカールを案じてのものだった。

「確かにそれも、一つの手だな……」

　しかし深み雪ゆきの提言を検討する達たつ也やの表情は、善意とは程遠いものだった。
















【４】駆け引き




　達たつ也やたちがハイダラーバードに滞在していることは、すぐにＩＰＵ政府の情報機関が知るところとなった。

　意外ではない。達たつ也や一行もレナ一行も正式な手続きを踏んで入国している。しかも滞在先がＩＰＵのＶＩＰ、チャンドラセカールの屋や敷しきだ。当日中に情報機関が目を付けなければ、そちらの方が不思議だ。

　翌日の朝、達たつ也やは起床と同時に屋や敷しきの外から自分たちを窺うかがう「眼め」の存在に気付いた。




「屋や敷しきの外に居おられるのは、博士の護衛の方ですか？」

　朝食の席で、達たつ也やはチャンドラセカールに白々しい質問をぶつけた。

「屋や敷しきの外ですか？」

　チャンドラセカールの反応に、とぼけている様子は無かった。どうやら監視は、彼女に無断で行われているもののようだ。

「ええ。知覚系魔法で屋や敷しきの外から中の様子を窺うかがっているようですね」

　達たつ也やの指摘に深み雪ゆきとリーナは、彼が監視に気付くのは当然といった態度を取っていた。

　兵ひよう庫ごは末席で、わずかに口角を上げて感心していることを表していた。

　レナは素直に驚きを露あらわにしている。黒人男性の随員、ルイ・ルーもだ。

　そしてイヴリンは何な故ぜか、口く惜やしげだった。

「──聞いていません」

　チャンドラセカールの声には、不快感が露出している。

「失礼しました。すぐに止やめさせますので」

　その怒りが演技でないという確証は無かったが、結果として監視の目が緩むのであれば達たつ也やはそれで十分だった。





◇　◇　◇






　今日はチャンドラセカールの案内でハイダラーバード大学を見学する予定になっている。ＩＰＵの魔法研究拠点は旧インドと旧イランに集まっていて、それぞれの国内──繰り返しになるが、ＩＰＵは連邦制だ──に六ヶ所ずつ存在する。この大学はその一つだ。

　遺跡探索の手配はまだ終わっていない。その準備が調うまでここから動けないし、そもそもＩＰＵ入国の表向きの理由はハイダラーバード大学の魔法研究を見学することだ。本来の目的からすれば時間の浪費だが、「行かない」という選択肢は無い。それに、達たつ也やには魔法研究者としての興味もあった。

　見学に参加したメンバーは達たつ也やの他に深み雪ゆき、レナ、それにルイ・ルーだ。リーナは不参加を決めたイヴリンを牽けん制せいする為ために屋や敷しきに残った。

　兵ひよう庫ごは彼の個人的な伝つ手てでウズベキスタン方面の状況を確認しておくと言っていた。どうやら一人で外出するつもりのようだが、兵ひよう庫ごは民間軍事会社ＰＭＳＣの経験だけでなく四よつ葉ば家でも訓練されている。一人で行動させても問題無いと達たつ也やは判断した。

　達たつ也やは大学で、かなり熱い歓迎を受けた。ただ教員と学生とでは熱意の焦点が異なっていた。

　教員の興味は人造レリックに集中していた。達たつ也やに投げ掛けられる質問もレリックの複製に関わるものが多く、恒星炉システムに関する質問は余り出なかった。

　学生は達たつ也やがＩＰＵ以外の大国を次々と撃破したことに強い好感を懐いだいている様子だった。マテリアル・バーストのような魔法はどうすれば修得できるか、と訊たずねる者も一人や二人ではなかった。また、恒星炉運営会社ステラジェネレーターは外国人も採用しているのか、とかステラジェネレーターの外国支社は設立しないのか、といった質問も散見された。

　チャンドラセカールの招待ということも影響したのだろう。達たつ也やのハイダラーバード大学訪問は、概おおむね歓迎ムードで終始した。




　ハプニング──あるいはサプライズと言うべきだろうか。達たつ也やが大学を辞去しようとするタイミングで、それは起こった。

「──将軍閣下が私に？」

　ラース・シン中将が達たつ也やに会いたいと言ってきたのである。

　チャンドラセカールが手配したのかと思ったが、彼女は「知らない」と言う。真相はどうあれ連邦軍の最高実力者が態わざ々わざ見学先に会いに来ているのだ。達たつ也やに拒否という選択肢は無かった。達たつ也やはチャンドラセカールとレナに待たせてしまうことを謝罪して、深み雪ゆきと共にラース・シンとの面談に臨んだ。

　面談は大学の、まるで宮殿のサロンのように豪華な応接室で行われた。達たつ也や、深み雪ゆきの順に自己紹介をした後、達たつ也やはシンにこの面談の目的を訊たずねた。

「貴殿に会いに来た。それだけだ」

「──光栄です」

　シンの真意が読めず、達たつ也やは無難な反応で誤魔化した。

　だが生あい憎にくと、戸惑いを隠し切れていなかったようだ。

「意外かね？　不思議がるようなことではないと思うが」

「いえ。インド・ペルシア連邦軍副司令にしてインド共和国軍総司令官の将軍閣下が無位無官の一民間人に態わざ々わざ会いに来てくださるなど、正直申しまして予想外でした」

　ラース・シンが愉快そうに声を上げて笑った。彼は実年齢六十代半ばで眉は真っ白になっているが──スキンヘッドにしているので白髪は無い──、それ以外は十歳以上若く見える。

「……いや、失礼。しかし、無位無官か。その様な肩書きが自分の価値を左右すると、貴殿は本気で思っているのかね？」

「…………」

「そうではあるまい。貴殿は自分の価値を理解しているはずだ。軍事に携わる者として、国防に関わる者として、貴殿の価値を無視できる人間など現在この世界には存在せぬよ。この場にいるのが儂わしではなく連邦大統領であっても、少しもおかしくはない」

「恐縮です」

　達たつ也やが座ったまま、軽く一礼する。隣の深み雪ゆきも、無言でそれに倣ならった。

　達たつ也やは表情を消していたが、深み雪ゆきは満足げにこっそり微ほほ笑えんでいた。ラース・シンの言葉が誇らしかったのだ。

「さて、そんなわけで儂わしの目的は達せられたわけだが、これで終わりでは一方的すぎる。ミスター・司し波ば、貴殿の方から何かないかね。多少のことなら融通を利きかせられるが」

「お願い事ではありませんが、実は、もし閣下にお目に掛かる機会があればということで伝言を預かっております」

「聞かせていただこう」

「日本国防軍参謀本部の明あき山やまよりの伝言です。『今後のことを直接ご相談したい』とのことでした」

　笑っていたシンの目が、急に鋭い光を帯びた。

「ミスター・司し波ば。貴殿はミスター・明あき山やまから、こういった依頼を直接受ける間柄なのか？」

「いいえ。この依頼は国防軍の、信頼の置ける知人を経由して受けたものです」

「……そうか。ではそのご友人に、『よろこんで』とお伝え願おう」

「承知しました」

　その後は十五分ほど深み雪ゆきを交えた雑談に興じて、達たつ也やはラース・シンとの面談を終えた。
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　大学からチャンドラセカールの屋や敷しきに戻った時、兵ひよう庫ごはまだ出掛けたままだった。

　夕食には少々時間がある。深み雪ゆきは達たつ也やが使っている客間の簡易キッチンで二人分のチャイを淹いれた。

「達たつ也や様。将軍閣下にご協力を願わなくても良かったのですか？」

　チャイのカップをテーブルに置き、達たつ也やの隣に腰を下ろした深み雪ゆきは先程から気になっていた質問を口にした。

「そのつもりはないよ。シン閣下に協力を依頼したら、首尾良く遺物が見付かった場合にそのことも話さなければならなくなる」

　答えながら、達たつ也やが眉を顰ひそめた。

「魔法的遺物が軍事利用される可能性は、可能な限り低く抑えたい。チャンドラセカール博士に協力を依頼したのも、やむを得なかったからだ。本当は避けたかった」

「そうでしたか。それほど危険な物が埋まっていると達たつ也や様はお考えなのですね」

「外れて欲しい予想だけどな……」

　眉を曇らせたまま呟つぶやく達たつ也やに、深み雪ゆきは気休めの言葉を掛けられなかった。
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　しかし事態は、達たつ也やにとって思い掛けない展開を見せた。

　八月六日、金曜日。達たつ也やたちがハイダラーバード大学を見学した日の翌朝。

「ウズベキスタンとカザフスタンの国境で緊張状態が生じています。ウズベキスタンへ行くのは少し待ってください」

　達たつ也や一行とレナ一行、全員が揃そろった朝食の席で、チャンドラセカールがいきなりこう告げた。どう見ても冗談を言っている顔付きではない。

「サマルカンドを訪問するのに影響があるのですか!?」

　真っ先にイヴリンが反応する。

「緊張状態はサマルカンドの北東、アイダール湖の東岸付近で発生しています。二百キロ近く離れているとは言え、影響は否定できません」

「そうですか……」

　大人しく引き下がったイヴリンだが、俯うつむいた顔は今にも歯がみしそうな表情になっていた。

「貴国とカザフスタンは友好関係にあったと記憶していますが」

　次に疑問を呈したのは達たつ也やだ。

「そうですね。少なくとも敵対関係にはありませんでした。急なことで私たちも驚いています」

　チャンドラセカールの回答に眉を顰ひそめたのは、達たつ也やだけではなかった。

「特に前兆は無かったのですか？」

　重ねて問う達たつ也や。

「ええ。今、状況と背景を確認しているところです」

　チャンドラセカールは達たつ也やの質問に、困惑顔でこう答えた。
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　ハイダラーバードは最も暑い季節を過ぎているとはいえ、高温多湿。今日は朝から雨も降っている。

　チャンドラセカールは仕事で大学に行っていて、今後の話し合いもできない。朝食後は達たつ也や一行もレナ一行も自分たちの部屋に引っ込んでいた。

　とはいえ、一人一人バラバラに過ごしているわけではなかった。

「偶たまにはこんな、のんびりした時間も良いいですね」

　達たつ也やの前にコーヒーカップを置きながら深み雪ゆきが笑顔で話し掛ける。カップの中身は魔法で冷やしたアイスコーヒー。彼女は最初、インディアンコーヒーにチャレンジしていたのだが、上う手まく淹いれられず普通のコーヒーに切り替えたのだった。

「タツヤ、ミユキ、もらってきたわよ」
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　扉の向こう側でそう言って、返事も待たずに入ってきたのはリーナだ。彼女は片手に、お茶菓子を一杯に盛った金属製の大皿を持っていた。

「……随分たくさんもらってきたのね」

　深み雪ゆきが呆あきれ声ではなく唯ただ々ただ驚いている声で感想を漏らす。

「それはワタシの所せ為いじゃないわ。ワタシはただ、お茶菓子が欲しいとリクエストしただけよ。そしたらこんなに一杯準備してくれたの」

　リーナが慌てた風もなく潔白を主張した。

「お客様をもてなす時の、この国の文化なのかしら……」

　深み雪ゆきが戸惑いに満ちたセリフを呟つぶやく。

　この時点ではまだ、深み雪ゆきの声に非難のニュアンスは無い。

「……それにしても随分カロリーが高そうだな」

　しかし達たつ也やが零こぼしたコメントに、深み雪ゆきが鋭い眼まな差ざしをリーナに向けた。

　大皿の上に盛られているのは小さく固めたスージーハルワー（セモリナ粉に野菜、果物、ゴマなどを混ぜて油と砂糖で煮詰めた物）、カーラージャムーン（色を濃く揚げたドーナツのシロップ漬け）、ココナッツバルフィー（ココナッツやナッツなどを入れて固めたミルク菓子）、サンデーシュ（乳脂肪に砂糖とカルダモンを練りこみ、丸く固めた物）、チッキ（ナッツやドライフルーツ、ゴマなどをカラメル状の砂糖で固めた物）などインドの菓子類だ。特徴として言えるのは、全てが甘い。「甘め」とかではなく「甘い」と言い切ってしまえるほど甘い。

「だ、大丈夫よ。全部食べなくても良いんだから」

　深み雪ゆきの視線の意味は誤解しようのないもので、リーナは今にも冷や汗を滴したたらせそうな表情になって弁明の言葉を口にした。




　深み雪ゆきとリーナがコーヒーを飲みながらカロリーを控えていないスイーツを挟んで牽けん制せいし合っているところに、兵ひよう庫ごがやってきた。チャンドラセカールの話を聞いて、今まで傭よう兵へい仲間に状況を訊ききに行っていたのだ。

「達たつ也や様。カザフスタン軍に動員が掛かっているのは事実でした」

　前置きの後に兵ひよう庫ごは聞き取り結果を達たつ也やに報告した。

「原因は分かりましたか」

「カザフスタンの国境警備隊がウズベキスタンの側から銃撃を受けたことに対応する警戒行動のようです」

　答える兵ひよう庫ごの、含みのある言い方に達たつ也やは眉を顰ひそめた。

「何者による発砲なのかは判明していますか？」

　達たつ也やの質問に、リーナが「あっ」という表情で口を開ける。

「まだです。発砲したのがウズベキスタンの人間なのかどうかも不明です」

「ＩＰＵとカザフスタンを戦わせる為ための軍事工作ね！」

　リーナが飛び跳ねるように立ち上がって声を上げた。

「犯人は大だい亜あ連れん合ごうの工作員でしょ！」

　自信満々に決めつけるリーナ。

　達たつ也やと兵ひよう庫ごは揃そろって、微かすかに苦笑した。

「リーナ。まだ犯人は特定できていないと聞いたばかりだろう」

「然さ様ようでございますね。ただ、理り奈なお嬢様と同じ疑いをカザフスタン軍も持っているようです」

　達たつ也やの言葉を認めつつ、兵ひよう庫ごはリーナもフォローした。

「では、カザフスタンにはこのまま軍を進める意思は無いということでしょうか？」

　それまで思案顔で話を聞いていた深み雪ゆきが確かめるような口調で兵ひよう庫ごに問い掛ける。

「おそらく、深み雪ゆき様の仰おつしやるとおりです。カザフスタンにいる旧友も同じ考えでした」

　深み雪ゆきは胸に手を当ててホッと息を吐ついた。だが達たつ也やが難しい顔をしているのを見て、不安を蘇よみがえらせる。

「達たつ也や様は……衝突が起こるとお考えなのですか？」

「んっ？　いや、カザフスタンがそういう認識ならば両国の間に戦端は開かれないだろう」

　深み雪ゆきにそっと問い掛けられて、自分の考えに沈んでいた達たつ也やが会話に戻ってくる。

「俺が考えていたのは、大だい亜あ連れん合ごうが何な故ぜこのタイミングで工作戦を仕掛けたのかという点だ」

「何をご懸け念ねんされているのですか？」

「懸け念ねんではないが……。光み宣のるがチベットで起こした騒動が切っ掛けになったのではないか、と気になっている」

　光み宣のるがチベットのラサで『八はつ仙せん』と思われる道士に追い回された件は、深み雪ゆきたちとも情報を共有している。

「ミノルの独断専行の所せ為いで遺跡を探しに行けなくなったということ？」

　不満を口にするリーナ。

「いや。それは違うぞ、リーナ」

　達たつ也やは人の悪い笑みを浮かべて首を横に振った。

「遺跡に関しては、むしろやりやすくなった」

「どういうこと……？」

　リーナだけでなく深み雪ゆきも、兵ひよう庫ごも理解できないという顔をしている。

「光み宣のるが確認したところによると、チベットのラサには魔法的遺物が埋蔵されている。ＩＰＵにはウズベキスタンのシャンバラ遺跡ではなく、そちらに目を向けてもらおう」

　リーナと深み雪ゆきは、なお小首を傾かしげている。

　兵ひよう庫ごだけが理解の微ほほ笑えみを浮かべていた。
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「博士、これは我々が独自に調査して判明したことですが……」

　達たつ也やがそう切り出したのは夕食の席でのことだった。

　深み雪ゆきとリーナが同時に意外感を露あらわにする。

　夕食には、深み雪ゆきたちだけでなくレナ一行も同席していた。

「ラサにはレリック、またはそれを上回る遺物が大量に埋蔵されているようです」

「チベットのラサですか？　確かに、そのような噂うわさは以前から耳にしておりますが……」

　チャンドラセカールが探るような眼まな差ざしを達たつ也やに向ける。

　イヴリンは食い入るような視線で達たつ也やを見詰めていた。

「単なる噂うわさではなかったようです。チベットが真の意味で独立国だったなら、貴国の援助でレリックを発掘することもできたでしょう。それが残念です」

　達たつ也やは大真面目な表情を崩さない。この場合、それがかえって胡う散さん臭くさかった。

「……ミスターは我が国がラサのレリックを入手することをお望みなのですか？」

「大だい亜あ連れん合ごうの手にあるレリックは、研究させてもらえないでしょうから」

「……確かに、そうですね」

　チャンドラセカールが食事の手を止めて考え込む。

　達たつ也やは喋しやべるのを止やめて食事を続けた。

　深み雪ゆき、リーナ、兵ひよう庫ごもそれに倣ならう。

　レナは妙な雰囲気になった食卓にオロオロし、イヴリンは露骨に目をぎらつかせていた。
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　食事の後、チャンドラセカールはウズベキスタン南部の都市・カルシに派遣されているラース・シンに電話を掛けた。

　彼がウズベキスタン入りしたのは、もちろん国境の緊張に備えてのもの。だが、ウズベキスタンの軍事は旧インド派閥の勢力下にはない。国境に近い基地には旧イラン派閥の将官が派遣され、シンは国境から離れた所で待機させられているというのが現状だった。

　簡単な挨拶を交わした後、チャンドラセカールは達たつ也やから聞いた話をラース・シンに伝えた。

『──その情報は、どの程度信じられるのだ？』

「信しん憑ぴよう性せいは高いと思われます」

　シンの問いにチャンドラセカールは、躊躇ためらいを見せずに答えた。

『では出土したレリックを研究したいという動機も本音か？』

「それだけではないでしょうね。ミスター・司し波ばはそんなに単純な人物ではありません」

『そうだろうな』

　ヴィジホンの画面の中でシンが頷うなずく。

『チベットを舞台にして、我々と大だい亜あ連れん合ごうを嚙かみ合あわせるつもりか』

　シンの言葉に、今度はチャンドラセカールが同意を示した。

『──面白いではないか』

　しかし次の一言は、チャンドラセカールを驚かせた。

「面白い、ですか？」

『うむ、面白い。乗ってやろう』

「チベットに介入すると？」

『大だい亜あ連れん合ごうめ、このウズベキスタンでは随分と舐なめた真ま似ねをしてくれたからな』

　シン将軍のセリフは「カザフスタン国境警備隊への発砲は大だい亜あ連れん合ごうによる工作だ」という彼の確信を示すものだった。

『──やり返さなければと考えていたところだ』

　それを聞いて、チャンドラセカールが苦笑する。「もう六十過ぎなのに、相変わらず血の気が多い」と思ったからだが、口には出さない。この老将軍にそんなことを言えば、逆に煽あおる結果になると彼女は良く知っていた。

『それにチベットの中立化は我が国の国益に適かなう。そろそろ本格的に介入すべきだと、以前から考えていた。レリックが大量に埋蔵されているという情報は、日和見主義者どもの尻ケツを叩たたく良いい口実だ』

「そうですか……。私は学者ですから、軍事的決定に口出しはしません」

『分かっている。アーシャに責任を負わせるような真ま似ねはせんよ』

　ラース・シンは年長者の気安さで、チャンドラセカールのことを名前で呼ぶ。チャンドラセカールの方は「閣下」呼びだ。

「いえ……」

　そこでふと、チャンドラセカールは一つのアイデアを思い付いた。

「閣下は何い時つまでカルシにご滞在ですか？」

『しばらくは動けないだろうな』

「ではミスター・司し波ばをそちらにお連れしますので、直接話を聞いてみては如何いかがでしょう」

『フム、そうだな……。ミスター・司し波ばの都合が付くようなら、そうしてくれるか』

「分かりました。彼の都合を確認して、またお電話します」

　電話を切ったチャンドラセカールの頭の中で、達たつ也やに約束した遺跡発掘協力の段取りが駆け足で組み上がった。





◇　◇　◇






　今世紀、世界がまだ寒冷化する前、ハイダラーバードには米国の大企業が多数進出した。その一部は今でも現地化することなく米国籍の企業として活動している。それらはＵＳＮＡの工作拠点と見み做なされ監視を受けていたが、雇用の観点からか活動制限は受けていない。

　イヴリンは夕食の後、屋や敷しきを抜け出してそうした企業の一つに忍び込んだ。既に述べたとおり、米国籍企業は監視を受けている。だがイヴリンはスターズの一等星を約束されている魔法師だ。監視の目を誤魔化すのは、彼女にとってそれほど難しくなかった。

　そのオフィスビルはＩＰＵ当局が睨にらんでいるとおり、ＵＳＮＡの工作拠点だ。それを知っているからイヴリンはリスクを冒してここに足を運んだ。

　用があるのは本国につながる秘密回線。

　イヴリンは駐在員に頼んで、スターズ本部に通信をつないだ。

『何事だ、テイラー少尉。緊急事態か？』

　音声のみの通信だからカノープスの顔は見えていない。だから口調だけで相手の機嫌を判断しなければならない。

　詰きつ問もん口調の問い掛けに、イヴリンは「責められている」と判断した。理由に心当たりもあった。今回のミッションでは、この拠点は使わないことになっている。この回線を使うのは、非常事態のみと指示されていた。──もっとも、詰きつ問もんされているというのはイヴリンの誤解で、実のところカノープスは心配しているだけだったのだが。

「お騒がせして申し訳ございません、大佐殿。緊急にお伝えすべき情報と判断しました」

『話したまえ』

　返答が即時のものだったことに手応えを感じて、イヴリンは達たつ也やから聞いたラサのレリックについて報告した。

『──了解した。その件は参謀本部に相談する。貴官は現在の任務に傾注せよ』

「大佐殿。ＩＰＵとカザフスタンが緊張状態に突入し、ウズベキスタンへの入国は難しい状況にあります。ターゲットをチベットのレリックに変更した方がよろしいのではないでしょうか」

　自分がチベットに潜入したいと間接的に訴えるイヴリン。

『カザフスタンの動きは知っている。だがチベットにおける作戦行動はさらに困難だ。それを知らないわけではあるまい』

　だがカノープスの答えは、素っ気ないものだった。

『心配しなくてもカザフスタンは軍事行動を起こさない。そのまま待機せよ』

「──了解しました」

　何な故ぜカザフスタンが動かないのか、何か確証があるのか、イヴリンは気になった。だがそれを訊たずねるのは分を弁わきまえぬ振る舞いと思われてしまうかもしれない。

　空気を読んで、イヴリンは疑問を吞のみ込んだ。
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　夕食後、深み雪ゆきはリーナに捕まって話し相手をさせられていた。リーナも偶たまには、達たつ也やと深み雪ゆきの邪魔にならないよう気を遣わずに、気ままなお喋しやべりで気を紛らわせたくなる時がある。それが理解できるから、深み雪ゆきは大人しくリーナに付き合っている。

　そういう背景があって、達たつ也やは珍しく一人で寛くつろいでいた。普段は周りに彼の世話を焼きたがる人間がいるので、自分で食べ物や飲み物を用意することはほとんど無い。だが、できないというわけではなかった。彼は自分で淹いれたコーヒーでまったりと過ごしていた。

　コーヒーを飲みながら読書をしている最中、達たつ也やはふと誰かに呼ばれたような感覚を覚えた。

　気の所せ為い、とは思わなかった。その感覚に心当たりがあったからだ。誰かが精神干渉系魔法で自分の意識に働き掛けようとしている。ただそれは、攻撃的なものではなかった。彼に対する害意は存在しなかった。

　その魔法を受うけ容いれるのではなく影響を遮断したまま、達たつ也やは術者を探った。その正体はすぐに分かった。相手も隠れようとしていなかった。

　達たつ也やは本を閉じ、コーヒーを飲み干して、サロンに向かった。

　そこで待っていたのはミドルティーンの外見を備えた三十歳の女性。

　レナだった。

　彼女は達たつ也やの姿を見るとすぐに立ち上がり、「お呼び立てして申し訳ございません」と頭を下げた。

「いえ。どうぞお掛けください。それで、御用件は何でしょうか」

　達たつ也やはレナの向かい側に腰を下ろしながらそう訊たずねた。

「ミスターに、お話ししておきたいことがございまして……」

　表情も口調も、レナは随分と言い難にくそうだ。

「何か問題が発生しましたか？」

「いいえ。ご相談ではなく……。打ち明け話、と申しますか……」

「何か、隠していることでも？　それはこちらに関係があることでしょうか？」

「ミスターに関わりがあるかどうかは、私には分かりません」

「私たちに害がなければ、無理に話さなくても構いませんが」

　達たつ也やの助け船に、思い詰めた顔でレナは首を横に振った。

「──やはり、隠しておくべきではないと考えました」

　硬い声で、レナは自ら退路を断つ。

「そうですか。うかがいましょう」

「私の同行者のミズ・テイラーは連邦軍の士官です」

「元、ではなく現役の？」

　達たつ也やは真面目くさった表情で、白々しい質問を返した。

「はい。そして、彼女がサマルカンド行きを希望しているのは観光が目的ではなく、任務の為ためです」

「ＵＳＮＡ軍の任務ですか。でしたら余計に、私は聞かない方が良いいと思いますが」

「いえ、聞いてください」

　素っ気ない達たつ也やの言葉に、レナは被かぶせ気味に、焦あせった口調でそう言った。

「ミズ・テイラーの任務はシャスタ山で出土した石板に関係があるのです」

「黒い石板ですか？」

　達たつ也やはなおも、真面目な顔で白々しい質問を続けた。

「いえ、白い石板の方です。あの後、十六枚出土した石板は地図だったのです」

「別の石板かレリックの埋蔵場所でも、記されていましたか？」

「やや信じ難がたい話なのですが、解読した連邦軍の言葉によれば、シャンバラの場所を示すものでした」

「ほぅ……シャンバラがサマルカンドに？」

　漏らした感嘆は、演技ではなかった。予想していたこととはいえ、石板だけで場所を特定したＵＳＮＡの実力はやはり侮あなどれないと感じたのだ。

「サマルカンドからブハラに掛けての地域と聞いています」

「それでミズ・テイラーはサマルカンドへ行くことに拘こだわっているのですね」

　そう訊たずねながら達たつ也やは、「どうやら米軍も『コンパス』を使わなければ場所の特定にも限界があるようだ……」と考えていた。

「調印式のお話は、ミズ・テイラーの任務にとって都合が良いいものでした」

　達たつ也やが頭の中で何を考えているのかなど全く気にせずに、レナは話を続けている。

「結果的にミスターを利用する形になってしまって、心苦しく思っています」

「いえ」

　頭を下げようとするレナを、達たつ也やはジェスチャーで押し止とどめた。

「私も怪しまれずにこの国へ来る用事がありましたから。利用はお互い様です」

「それは一体……？」

　上半身を前に倒しかけた体勢で止まっていたレナが、身体からだを起こしながら遠慮がちに訊たずねる。

「将軍閣下にお目に掛かれて幸運だった、とだけ。それ以上はお話しできません」

「……そうですか」

　レナはそれで、取とり敢あえず納得したようだ。

　彼女が達たつ也やたちの真の目的に気付いた様子は、無かった。
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　翌日の朝食後、達たつ也やはチャンドラセカールの書斎に呼ばれた。一人でなくても良いとのことだったので、彼は深み雪ゆきとリーナを連れて書斎に足を運んだ。

　そこでチャンドラセカールから、チベットのレリックについてラース・シンに説明するという名目でウズベキスタンのカルシ・ハナバード空軍基地に飛んで、そこから秘密裏に陸路でブハラに入ってはどうか、という提案を受けた。

「車はこちらで用意します。西部は移動制限が掛かっていませんので、真夜中に出発すれば誰にも気付かれずにブハラへ行けるはずです」

「──ありがとうございます」

　短い考慮の後、達たつ也やはこの提案を受けることに決めた。
















【５】潜入




「状況が確認できました。カザフスタンとの国境に近付かなければ問題無いようです」

　八月七日。朝食の席でチャンドラセカールがそう告げた。これはもっぱら、イヴリンに向けたセリフだと思われる。

「ではサマルカンドに向かって良いのですね？」

　同席していた皆が思ったとおり、イヴリンが真っ先に反応した。

「ええ。ただし、ガイドを付けさせてください」

「軍の方が同行するのですか……？」

　こう訊たずねたのはレナだ。

「アイラを付けます。彼女は軍で訓練を受けていますが、軍人ではありません」

「ミズ・シャーストリーは、博士の護衛役では？」

　そう問い掛けるイヴリンは、警戒感を隠せていない。端はたから見ていて、達たつ也やは「一高時代のリーナよりも未熟だな」と軽く呆あきれていた。

「アイラは私の生徒ですよ。正式な護衛は他にいます」

「そうなんですか!?」

　イヴリンが慌てて左右を見回す。おそらく「正式な護衛」を探しているのだろう。

「ご心配なく。ドアの外に控えさせていますから」

　イヴリンは決まり悪そうな顔でキョロキョロするのを止やめた。

　くぐもった音が聞こえた。目を向けると、リーナが口を手で押さえている。おそらく噴き出すのを堪こらえようとして息が漏れてしまったのだろう。

　イヴリンがリーナをギッ、と睨にらみ付つける。

　リーナは涼しい顔だ。

　リーナがイヴリンにどういう探りの入れ方をしたのか聞いていないが、達たつ也やの目には二人の間に感情的な反目があるように見える。相性が悪いのか、同族嫌けん悪おなのか。

　こんなところで新たな遺恨が生まれはしないかと、達たつ也やは少し心配になった。

「最短で明日の便が取れますが、如何いかがなさいます？」

　チャンドラセカールがレナに問い掛ける。

「それでお願いします！」

　だが透すかさず答えたのは、今の今までリーナを睨にらんでいたイヴリンだ。

　まるで、先延ばしにされるのを恐れているかのような慌てぶりだった。
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　朝食後、アイラが早速レナの部屋を訪ねてきた。

「よろしくお願いします。アイラと呼んでください」

「こちらこそよろしくお願いします、アイラ」

　レナは見掛けこそ十六、七歳だが実年齢は三十歳、二十八歳のアイラよりも年上だ。レナは特に緊張した素振りを見せず、包容力を感じさせる微ほほ笑えみを浮かべてアイラに握手を求めた。

　レナが浮かべた聖女の微ほほ笑えみに思わず見とれるアイラ。

「──？」

　レナが小首を傾かしげる。

　ハッと我を取り戻したアイラは、慌ててレナの右手を握った。

「……ミズ・フェールのことは何とお呼びすれば良いでしょうか？」

　そして、こう訊たずねた。

「私のことですか？　レナで──」

「レナで良いいですよ」と彼女は答えようとしたのだが、ちょうどその時ノックの音がした。

「ミレディ、入ってもよろしいでしょうか？」

　そして扉の外からルイ・ルーの声が聞こえた。

「すみません、少し後にしてください」

　レナが握手を解いて、扉の外のルイに答える。

　大声を張り上げても、レナの声は心ここ地ち好よかった。クリスタルベルのような澄み切った声ではなく、木管楽器のような柔らかな声音だ。

「失礼しました。──何か？」

　レナがアイラに視線を戻すと、彼女は何かに納得したような表情を浮かべていた。

「なる程、お嬢様ミレデイですか。私もそうお呼びしましょうか？」

　レナの疑問に、アイラはウンウンと頷うなずきながらそんな応えを返す。

「レナでお願いします！」

　少女のようにフルフルと首を横に振りながら、レナはアイラに訴えた。

[image: ]
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　翌日、アイラを加えたレナ一行は、午前中にサマルカンドへ発たった。イヴリンはやたらと張り切っていたが、その浮かれようは観光目的という建前を信じても良いような気にさせる程のものだった。

　彼女たちは朝早くに屋や敷しきを出てハイダラーバード国際空港に向かった。それを見送った達たつ也やたちは、途端にバタバタと荷造りを始めた。詰め込む荷物はここに持ってきた物ばかりではない。兵ひよう庫ごがハイダラーバードでレナたちにバレないように買い集めた旅行用品もあった。

　レナの為ために、と言うよりイヴリンの為ためにサマルカンド行きのチケットを手配する裏で、チャンドラセカールは達たつ也やをブハラへ送り届ける準備も進めていたのだ。

　ウズベキスタンへ行くのに空路を使うのはレナたちと同じだが、達たつ也や一行がまず向かうのは民間機用のハイダラーバード国際空港ではなく軍用機用のベーグムペート空港。これは別に、レナたちと──イヴリンと鉢合わせしないようにとの配慮ではなく、行き先が空軍基地だからだった。

「すみません。私も同行できれば良いのですが……」

「いえ、十分です。ここまで便宜を図っていただいて感謝しています」

　達たつ也やは見送りに態わざ々わざ門の外まで出てきたチャンドラセカールにそう御お礼れいを述べて、彼女の屋や敷しきを後にした。




　達たつ也やたちを乗せた輸送機がカルシ・ハナバード空軍基地に着いたのは、その日の夕方のことだった。輸送機と言っても高級士官用の小型機だ。乗り心地は先月ＵＳＮＡで乗せてもらった機体よりもむしろ上だった。

　到着後、達たつ也やたちは基地から少し離れたホテルに案内された。基地の近くでは軍事攻撃に巻き込まれる恐れがあるから、と言い訳のように説明されたが、部外者を基地内に留とどめておきたくないという本音がバレバレだった。

　もっとも、そのことに気分を害する者は、達たつ也や一行にはいなかった。

　当たり前、という認識だったからだ。

　大体、基地の中や基地のすぐ近くに外国人が居座っていて平気でいる方がおかしい。幾ら国のＶＩＰであるチャンドラセカールの紹介といえど、達たつ也やが外国の戦闘魔法師である事実に変わりはない。警戒するのは当然だった。

　それに基地から離れているホテルの方が、達たつ也やたちにとっても都合が良いい。そもそもこのホテルを手配したのはシン将軍の部下ではなく、チャンドラセカールだ。観光に来る外国人富裕層の利用も多い高級ホテルで、現に今日も達たつ也やたち以外に、そういう外国からの観光客が何人も泊まっている。見たところ、軍や警察の監視は限定的なものだった。

　また、達たつ也やたちが軍から蔑ないがしろな扱いを受けたわけでもなかった。チェックインの一時間後、彼らはディナーに招かれた。

　場所は基地近くのレストラン。ホストはラース・シン将軍だ。

　達たつ也やと兵ひよう庫ごはダークスーツにネクタイを締め、深み雪ゆきとリーナはチャンドラセカールから贈られたサルワール・カミーズ（ゆったりしたシャツに幅広パンツの組み合わせの女性用民族衣装）に着替えて招待に応じた。なお彼女たちは、ドゥパッター（ストール）は着けなかった。

　一方、ラース・シンはＩＰＵ連邦軍の軍服だった。随員も皆、軍服だ。何い時つでも出動できる状態だった。テーブルに酒類が見当たらないのも出動に備えてのものだろう。ウズベキスタンは飲酒に関する戒律が、伝統的にそれほど厳しくないはずだから。

　ディナーの席ではチベットの話は出なかった。もっぱらＩＰＵ国内の最近の出来事と、旧イラン軍閥に対する愚痴が話題になった。また達たつ也やは幾つか、三年前に巳み焼やき島しまで起こった戦闘に関する質問を受けた。

　あの巳み焼やき島しまでの戦闘は、本来ならば食事の肴さかなに出して良いようなものではない。だが達たつ也やは気前よく自分の武勇伝を語った。

　もちろん使用した魔法の詳細を説明したりはしない。彼が話したのは、主に飛行戦闘服の運用方法についてだ。市街地戦において飛行戦闘服が如い何かに有用な戦闘ツールとなるのかを実体験を交えて説明し、シン将軍や彼の部下たちの興味を大いにかき立てた。

　ラース・シンとの二度目の接触も好意的なムードで終わり、明日の面会予定を取り決めて彼らはディナーを終えた。
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　サマルカンドのホテルにチェックインしてすぐ、イヴリンはレナと別行動を始めた。

　わがまま、とか、薄情、とかの非難には当たらないだろう。元々彼女がレナの随員になったのはＩＰＵに入国する為ための隠かくれ蓑みので、シャンバラの遺物を見つけ出し持ち帰ることが彼女に与えられた任務だ。

　それに同情できる余地もある。イヴリンはリーナに正体を暴かれたり、達たつ也やから聞かされた「特ダネ」を意気揚々と上官に報告して素っ気なくあしらわれたりと、この三日間でストレスを溜ためていた。

　ずっとエリートコースを歩んできて挫折を知らなかったイヴリンにとっては、精神的に変調を来してもおかしくない状況だったのだ。──あくまでも、彼女個人にとっては、だが。

　おそらく、と言うか間違いなく、イヴリンは焦あせっているのだろう。彼女は日が落ちてもホテルに戻ってこなかった。その所せ為いで、レナはイヴリンと今後の方針を話し合えずにいた。

　レナにしてみれば、ＦＡＩＲフエアのリーダーがまだ捕まっていないこの状況で余り長くバンクーバーの本部を留守にしたくない。だが、自分たちだけ帰国するわけにも行かない。

（テイラー少尉が「もう帰っても良い」と許可をしてくれれば……）

（その方が彼女も自由に動けるのだし、お互いにとってベストでしょうに……）

「レナ。何かお悩みのご様子ですが、ミズ・テイラーのことを心配されているのですか？」

　その思いが苛いら立だちとなって表情に出てしまったのだろう。アイラから気遣わしげな声を掛けられた。

　心配されているのは分かる。だが本当のことを打ち明けるわけにはいかない。チャンドラセカールはアイラのことを「軍で訓練を受けた」としか言わなかったが、おそらく彼女はＩＰＵの軍人だ。ＵＳＮＡ軍魔法師士官の不正入国を手助けしたなどと告白できるはずもなかった。

「ええ、まあ、多少は……」

　作り笑いでアイラの問い掛けを誤魔化すレナ。

　それをどう解釈したのか、アイラはますます相手を案ずる表情を浮かべた。

「……レナ。ミズ・テイラーのことは心配なさる必要が無いと思います。彼女は……正式な軍人なのかどうかは分かりませんが、正規の軍事訓練を受けている戦闘魔法師なのでしょう？」

　アイラから見てイヴリンは、若さを差し引いても隙が多すぎる。だから「軍人なのかどうか分からない」という判断になったのだが、それでもイヴリンが強力な戦闘魔法師であることは、アイラには一目瞭然だった。

「私は、仲間になりたいと言ってくれる魔法師の職業も経歴も、問わないことにしています。……さすがに現役の犯罪者は、お断りしていますが」

　アイラの「戦闘魔法師なのか」という質問の形を取った確認のセリフに、レナはアルカイックスマイルを浮かべながら、ゆっくりと、明瞭な発音で答えた。

　実を言えばレナは、笑顔の裏で酷ひどく動揺していた。その所せ為いで笑みが、表情の乏しいものになってしまっている。それが結果的に「愛あい想そ笑わらい」を「アルカイックスマイル」にしていた。

　また、動揺で口調が乱れないように意識しすぎた結果、必要以上に落ち着いてきっぱりとした物言いになっていた。

　──それがアイラの目には、「魔法師の人権保護」の理念に殉じる強い意志の表れに映った。

　はっきり言って、勘違いである。

　だがそれを自ら正ただす動機と洞察力は、この時のアイラには無かった。
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　大戦前は中央アメリカと呼ばれたＵＳＮＡ東メキシコ州（テワンテペク地峡からユカタン半島に掛けての地域）はそろそろランチの時間を迎えていた。カリフォルニア州リッチモンドを出航した小型貨物船の上でも船員と乗客に昼食が配られていた。

　貨物船なのに乗客がいるのは、彼女が密航者だからだ。ＦＡＩＲフエアのサブリーダー、ローラ・シモンは大だい亜あ連れん合ごう軍の魔法師工作部隊『八はつ仙せん』の一人『ルゥ・ドンビン』の手引きで大陸西沿岸をここまで南下してきたのだった。

　リーダーのロッキー・ディーンはリッチモンドの隠れ家に潜んだままだ。潜伏に必要な資金はルゥ・ドンビンを通じて大だい亜あ連れん合ごうから提供されている。「地獄の沙汰も金次第」の諺ことわざどおり、十分な資金があれば大抵のことは何とかなる。特に、市民の権利が手厚く保護されている社会では。

　ローラが船に乗っているのは、指名手配を受けている為ために航空機を利用することが困難だったからだ。『八はつ仙せん』の力を以もつてしても、騒ぎを起こさずに指名手配犯を航空機で出国させるのは難しかった。

　ローラはこのままテワンテペク運河──所いわ謂ゆる『第二パナマ運河』はニカラグアではなくテワンテペク地峡に掘られた──を抜けてメキシコ湾、そしてカリブ海に向かう予定だ。

　目的地は昔のベネズエラのカリブ海沿岸にあるマイケティア空港、大戦前の正式名称はシモン・ボリバル国際空港。

　旧ベネズエラ首都・カラカスから北方、海に掛けての一帯を治める地方政府は大だい亜あ連れん合ごうの影響下にある。あくまでも「影響下」というだけで軍を派遣するとかミサイルを配備するとかは不可能だ。そんなことをすればＵＳＮＡが黙っていない。

　だがＵＳＮＡの官憲の手が及ばない土地ではある。マイケティア空港からなら、ローラを航空機に乗せることが可能だ。

　行き先はまずシンガポール。そこから偽造パスポートを使って日本に入国する。それがローラに同行しているルゥ・ドンビンのプランだった。
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　八月九日の午前。達たつ也やはラース・シン将軍に招かれて、再びカルシ・ハナバード空軍基地を訪れた。同行者は兵ひよう庫ご一人。深み雪ゆきとリーナはホテルでお留守番だ。

「──観光でラサを訪れた我々の協力者が、ポタラ宮殿が建っている丘の地下にレリックに似た波動を放つ物体を多数感知したのです」

　達たつ也やはラサの埋蔵物を発見した経緯について、このように説明した。

「日本人がラサに？」

　シン将軍は意外感を隠そうともしない。腹芸ができないのではなく、これは交渉の手て管くだだろう。少なくとも達たつ也やはそう感じた。

「日本人ではありません」

「四よつ葉ばの手が伸びているのは、日本国内だけではないのだな……。本当に観光だったのかね？」

「情報収集の意図があったのは認めますが、レリックを目的としたものではありません」

「偶然なのだな？」

「そのとおりです、閣下」

　シンはそれ以上追及しなかった。達たつ也やの言葉に偽りを見み出いだせなかったからだ。

　事実、達たつ也やは噓うそを吐ついていない。光み宣のるは死亡したものとして日本国籍を失っているし、彼がチベットに降りた目的はシャンバラの遺跡だ。そこに埋まっている物はレリックかもしれないが、レリック自体を探していたのではない。

　口にしていない思惑はあるが、達たつ也やがそこまで口にする必要は無いだろう。この手の駆け引きは、そういうものだ。

「ポタラ宮殿の下に多数のレリックが埋まっているという話は、どの程度信用できるのだ？」

「埋まっているのか貯蔵されているのかは分かりませんが、レリックの存在自体は疑っていません」

「ラサに潜入した者は、それ程の手て練だれということか」

「総合的な魔法の実力は、確実に私を上回ります」

　これも達たつ也やの本音だ。自分が光み宣のるに勝てたのは、魔法以外の戦闘技術と戦闘経験が勝っていたからだと達たつ也やは考えていた。

「フム……。貴殿がそこまで言うのであれば、レリックはあるのだろう。──それを儂わしらが独占しても良いのかね？」

　このラース・シンの問い掛けに、達たつ也やは「意外なことを言われた」というような戸惑い気味の笑みを浮かべた。

「私が入手できる可能性の無い物です。大だい亜あ連れん合ごうの手に渡るよりは、貴国が入手される方が良いいと考えています」

「それもそうか」

　肉体的な衰えが少しも見られない老将軍が破顔した。

　しかしすぐに笑みを消し、達たつ也やに貫くような視線を向ける。

「一つ、率直に答えてもらいたいのだが」

「何でしょうか」

　無論、その程度で萎縮する達たつ也やではない。そんな可か愛わいげとは、彼は無縁だ。

　達たつ也やはラース・シンの目を真まっ直すぐに見返した。

「貴殿は儂わしらと大だい亜あ連れん合ごうがチベットを巡って衝突することを望んでいるのではないか？」

　達たつ也やの顔は笑みのない戸惑いの表情に占められた。

「貴国と大だい亜あ連れん合ごうは以前からチベットを巡って争っておいでだと認識していましたが……、チベットからは既に手を引かれていたのですか？」

「……確かにそうだ。すまぬ、詮の無いことを言った」

　達たつ也やの反問に、シン将軍は苦笑いを漏らした。
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　達たつ也やたちが泊まったホテルは外国人富裕層の利用が多いだけあって、宿泊客のプライバシー保護には軍も気を遣っているようだった。

　ＩＰＵは大だい亜あ連れん合ごうに対抗して自由主義陣営を名乗っている。外国から監視社会と非難されるのは避けたいところなのだろう。

　その御お蔭かげで、達たつ也や一行は予定どおりホテルを抜け出すことができた。

　ラース・シン将軍との対談を無難に終えた翌日の未明、達たつ也やは深み雪ゆきたちと共にチャンドラセカールがホテルに用意していた自走車に乗ってカルシの街を後にした。そのまま休みなく車を走らせ、夜が明ける前にブハラの手前、カガンに到着した。




「タツヤ、これからどうするの？　取とり敢あえずホテルを取る？」

　ハンドルを握る兵ひよう庫ごに言ってカガンの郊外で車を止めさせた達たつ也やにリーナが訊たずねた。

　チャンドラセカールが用意した自走車はワゴンタイプのキャンピングカーだが、男女四人で泊まるには狭すぎる。それに達たつ也やと深み雪ゆきだけならともかく、リーナと兵ひよう庫ごが一緒だ。ホテルの部屋を確保するという提案は常識的なものだった。

「その前に必要な物を取り寄せる」

「必要な物？」

「達たつ也や様、取り寄せると仰おつしやいましても、一体何ど処こから……」

　リーナと深み雪ゆきが口々に疑問を述べる。

　達たつ也やは荷物の中から小型通信機程度の大きさの機械を取り出して車を降りた。

　全員がそれに続く。

　達たつ也やが車を止めさせた道の横は、平へい坦たんな空き地になっていた。それこそキャンプでも行えそうな感じだ。

　もちろん達たつ也やの目的は、キャンプではなかった。

　彼は機械を持っていない右腕をサッと水平に振った。その直前に一瞬だけ、彼の右手首の周りに起動式が出力されていた。それはほんの一瞬だったが、深み雪ゆきもリーナも見逃さなかった。

　だから次の瞬間起こった変化を目まの当あたりにしても、彼女たちは「達たつ也やが魔法を使ったのだな」と思うだけで驚きはしなかった。

　達たつ也やが腕を振った直後、彼の前の土地がおよそ直径二十メートルの円状に均ならされていた。

　次に達たつ也やが左手に持つ小型機械を操作する。

　想サイ子オンが注そそぎ込まれ起動式が出力されたから、その機械がＣＡＤだと分かった。本当に通信機だったならば小型だが、ＣＡＤとしてはかなり大きい。起動式の出力にそれだけの計マシ算ンパ力ワーが必要になるということは、達たつ也やはかなり複雑な魔法を使おうとしているのに違いなかった。

　興味深く見詰めている深み雪ゆきとリーナの前で、魔法はすぐに発動した。

　平らに整地された土の上に光の線が走る。

　物理的な光ではない。想サイ子オン光の線だ。

　無数の想サイ子オン光が交差し、地面に複雑な幾何学模様を描いた。

「……これは、魔法陣ですか？」

　深み雪ゆきの問い掛けに、達たつ也やは「そうだ」と頷うなずく。

「特に何かの作用をしているという感じはしないけど……誘導？　いえ、違うわね……」

　リーナが質問とも独り言とも取れるセリフを呟つぶやく。

「良いい線をいっている」

　その呟つぶやきにも、達たつ也やは応えを返した。

「この魔法陣は魔法の照準を補助するものだ。この魔法陣を狙って魔法を発動する魔法師は、全く知らない場所であっても『距離』を近く感じる」

　魔法の成功率、魔法が要求する事象干渉力は、物理的な距離ではなく情報的な距離に左右される。目に見えない程の遠方であっても術者が熟知している場所や物であれば魔法の成功率は上がるし、手が届くほどの近距離であっても詳細が良く分からない物は魔法で干渉しにくい。

　達たつ也やが言っているのは、彼が描いた魔法陣をターゲットにすれば未知の土地や建物でも、術者に馴な染じみがある場所と同じように魔法が使えるという意味だった。

「達たつ也や様。これはもしかして──」

　深み雪ゆきが推理を言い終える前に、答えは降りてきた。

　達たつ也やが描いた魔法陣の上に立つ人影。一瞬で現れたことに驚く者はこの場にいない。深み雪ゆきもリーナも、すぐに［疑似瞬間移動］でやって来たのだと理解した。「何ど処こから」という疑問も無い。彼女の顔を見れば、答えは明らかだった。

「おはようございます、皆様」

　半袖ワンピースにエプロンを着けた少女が、正面にいる達たつ也やに向かって丁寧にお辞儀をする。

「水み波なみが来てくれたのか。ご苦労様」

　魔法陣を目掛けて衛星軌道から降りてきたのは水み波なみだった。

「大切なお届け物ですので、光み宣のる様には高たか千ち穂ほからのアシストをお願いしております」

「アシストって？」

　リーナの質問は水み波なみに対するものではなく、横にいる深み雪ゆきへ向けられている。

「光み宣のる君が高たか千ち穂ほで［仮想衛星エレベーター］を動かして水み波なみちゃんを地上に降ろしたのだと思うわ」

［仮想衛星エレベーター］は地上と衛星軌道上の高たか千ち穂ほを往ゆき来きする為ために、刻印魔法陣を利用する形で特別にチューニングされた［疑似瞬間移動］の魔法だ。

「多分、帰りも光み宣のる君が引き上げてくれるのでしょう」

　深み雪ゆきの答えにリーナが小首を傾かしげる。

「でも、ミナミは自分独ひとりで［仮想衛星エレベーター］を使えるんじゃなかったっけ」

「自分ではシールドを張りながら、他の人に飛ばしてもらう方が安全でしょう？」

　今度は、深み雪ゆきの答えにリーナは納得顔で頷うなずいた。

［疑似瞬間移動］の際には、移動する人・物を空気の繭で包む。つまり［疑似瞬間移動］自体に対象をシールドで保護する機能が組み込まれているのだが、これはあくまでも真空から保護する為ためのものだ。障しよう碍がい物は想定していない。

　対物障壁を張りながら移動するとなると、［疑似瞬間移動］と［対物障壁］の同時発動パラレル・キヤストになり、単に移動するだけの場合に比べて術者の負担が増える。

　パラサイト化した水み波なみのスペックからすれば重荷とは言えない負担だが、そこは光み宣のるの思い遣りと解かいすべきなのだろう。いや、甘やかしと言う方が適切かもしれない。

　深み雪ゆきとリーナの問答に、達たつ也やも水み波なみも口を挿はさまなかった。一つには深み雪ゆきの答えが正解だったからだが、主に本題の荷物の受け渡しを行っていたからだ。

　水み波なみは大きめのスーツケースを持ってきていた。達たつ也やは彼女の手からそれを受け取り、中身を確かめもせずに兵ひよう庫ごへ渡す。兵ひよう庫ごはスーツケースをキャンピングカーの車内に持って行った。

「確かに受け取った。光み宣のるにも礼を言っておいてくれ」

「もし不都合がございましたらすぐにお取り替え致します」

「大丈夫と思うが、分かった」

「はい。それでは達たつ也や様。深み雪ゆき様とリーナ様も、失礼致します」

　水み波なみが丁寧にお辞儀をする。

「ミナミ、ご苦労様」

「水み波なみちゃん、またね。今度はお茶でも飲みながらゆっくりお話ししましょう」

　顔を上げた水み波なみをリーナが労ねぎらい、深み雪ゆきが別れを惜しむ。

　水み波なみはもう一度お辞儀をして、まだ維持されている魔法陣の中心に立った。

　絶妙にコントロールされた魔法式が水み波なみを捉え、彼女の身体からだは目にも留まらぬ速さで空へ、宇宙へと翔かけ昇った。
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「で、何を頼んだの、タツヤ？」

　水み波なみが宇宙に戻り達たつ也やが魔法陣を消すのを見届けて、リーナが抑えていた好奇心を解放する。深み雪ゆきも同じ疑問を懐いだいていたので、リーナの性急さを咎とがめなかった。

「見てもらった方が早い」

　そう言って達たつ也やはキャンピングカーに足を向ける。

　リーナは大人しくその後に続いた。

　もちろん、深み雪ゆきも。




　車内に戻った深み雪ゆきとリーナは、ロングシートに並んで座りテーブルを前にしている。達たつ也やは彼女たちの向かい側だ。

　兵ひよう庫ごが達たつ也やの指示に従い、床に置いたスーツケースから四角に折り畳まれた布状の物と、大きなフェイスシールドのような物を取り出しテーブルに置く。

「これは？」

「スキンタイトタイプの宇宙服だ」

　スキンタイトskintightとはその名のとおり、身体からだに密着するタイプの衣服のことだ。ボディラインを強調するスキンタイトドレスなどがその代表的な例として挙げられる。

　宇宙服をスキンタイトタイプにすることには、宇宙服と身体からだの隙間に空気が入り込んで真空の宇宙で膨張し身体からだの動きを妨げることを防止するというメリットがある。

「宇宙服？　これが？　ヘルメットは？」

「有害な宇宙線や紫外線を防ぐ為ためなら、ハード素材のヘルメットである必要は無い。気密さえ確保できればフードやマスクで十分だ」

「そんなものなの……？」

　納得したようには見えなかったが、リーナからそれ以上疑問の声は無かった。

「達たつ也や様。宇宙服をご用意なさっているのは、今回のミッションに高たか千ち穂ほを利用する為ためでしょうか？」

　口を閉ざしたリーナに代わって、深み雪ゆきが達たつ也やに質問する。

「そのつもりだ。深み雪ゆきとリーナは宇宙服を着なくても魔法シールドだけで支障は無いだろうが、念の為ために取り寄せた」

「見たところ三人分しかありませんが……？」

「兵ひよう庫ごさんには、申し訳ないが地上に残ってもらう」

「私は地上で一仕事しなければなりませんので」

　達たつ也やのセリフを受けて、兵ひよう庫ごが笑顔で付け加えた。

「それに私一人ならば、匿かくまってくれる友人はこの国にも隣の国にもいますから」

「そうなのですね……」

　予想を超える兵ひよう庫ごの人脈に、深み雪ゆきは感心するしかなかった。
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　無事サマルカンドに潜入したイヴリンだが、一人で何ど処こにあるのか分からない遺跡を探し出すのは不可能だ。彼女をここに派遣したカノープスも、イヴリン本人もそんなことが可能とは最初から考えていない。

　彼女がサマルカンドでまず行ったのは、ウズベキスタンで活動しているＵＳＮＡの情報員と接触することだった。ＵＳＮＡの公使館が置かれているのは旧首都タシュケントだが、サマルカンドとタシュケントは高速鉄道で結ばれている。情報員をサマルカンドに送り込むのは、ＵＳＮＡにとって難しいことではなかった。

　実を言えばスターズ総司令のカノープスには、シャンバラの遺跡を本気で探す意思は無い。仮にレリックやそれを上回る遺物が見付かっても、ＩＰＵとの友好関係にひびを入れてまでＵＳＮＡに持ち帰るのは割に合わないと、彼は現実的に考えていた。

　それにイヴリンは、遺跡探索に向いた特別な能力を持っているわけではなかった。それどころか通常の捜索任務にも適性が高いとは言えない。

　彼女は微小領域に干渉が可能という特殊な魔法特性の持ち主だが、広範囲に魔法的知覚を及ぼすのは逆に苦手としている。つまり、遺跡探索にはむしろ向いていない。

　この真相を知れば彼女は気を悪くするに違いないのだが、シャンバラの探索はむしろ「ついで」だ。今回のミッションは、イヴリンに経験を積ませることが主たる目的だった。上官や先輩がいない状況で最適の判断を下して行動する。謂いわば、その実戦練習だったのだ。

　そういう背景があったので、イヴリンが接触した情報員も一流の人材とは言えなかった。

　能力的に不足はない。だが不測の事態に対応するには、少々力不足が否いなめなかった。

　半分はその所せ為いでもあったのだろう。サマルカンド三日目の昼間、イヴリンは思い掛けないピンチに陥っていた。




　この街に着いてからずっと、イヴリンはレナと別行動を取っている。観光ガイドに扮ふんした情報員の案内で朝から市内の史跡を歩き回っていた。

　サマルカンドの史跡はイスラム文化流入後の物が多い。地上の構造物にシャンバラの手掛かりが残されている可能性は低いとイヴリンも考えていた。だが宗教的な建造物は、異教──それ以前の宗教的な権威を塗り潰す形で築かれることが多い。地上に手掛かりは無くても、その場所に立てば何かが分かるのではないかと彼女は思ったのだ。

　藁わらを摑つかむような話だと自覚はしていたが、「白い石板」の分析だけでは「サマルカンドからブハラに掛けての地域」としか分からなかった。彼女には他の調査方法を考え出せなかった。

　異変に気付いたのはレストランでランチを待っている最中だった。

「……何だか、見られていませんか？」

　向かいの席に座った情報員に、イヴリンは小声で訊たずねた。

「監視されているようですね」

「やはりアメリカ人が珍しくて見られているのではないのですね……」

　イヴリンはチョコレートブラウンの髪にダークブルーの瞳。中央アジアではそれほど珍しくない組み合わせだ。体型を隠す服を着て埃ほこりよけのストールを頭から被かぶっているので、容貌や体型で目立つというのも考えにくい。ガイド役の情報員はイラン系の中年男性で、地元の人間と区別が付かない容姿だ。外見で人目を惹ひいている可能性は、最初から低かった。

「何者でしょうか？」

「ＩＰＵ当局の人間ではないと思います」

　イヴリンに意見を求められた情報員は、慎重な口振りで答えた。

　本当のところを言えば、情報員の男には視線の正体が分かっていない。ＩＰＵの監視ではないというのも単なる推測だ。だがこの男は、支援スタッフたるもの曖昧な報告で戦闘員を不安にさせてはならないという誤った信念に凝り固まっていた。いや、マニュアルの一部を曲解して実践していた。

「では外国の工作員ですか？　新ソ連？　大だい亜あ連れん合ごう？　まさか、日本とか？」

「落ち着いてください少尉。ここで騒ぎを起こすのはまずい」

　小声でたしなめられてイヴリンが口を閉ざす。

「とにかく今は、何事も無かったように食事を終わらせてこの店を出ましょう」

　男の言葉に、イヴリンは小さく頷うなずいた。




　慌てていない素振りを装よそおう為ために何い時つもよりゆっくりと昼食を終えて、イヴリンはレストランを出た。彼女は情報員の案内に従い、人にん気きが無い＝人ひと気けが無いマイナーな史跡に移動した。

「付いてきていますか？」

　イヴリンが情報員に尾行の有無を訊たずねる。

「人数が増えています」

　回答は、無情なものだった。

「迎え撃ちます。場所を」

　イヴリンはそう言いながらショルダーポーチから板状のＣＡＤを取り出してスイッチを入れ、ポンチョのようにゆったりしたシャツの左脇に作った隠しポケットにしまう。ついでに片方掛けにしていたポーチを斜め掛けに提さげ直した。

　彼女がポーチから取り出したＣＡＤは完全思考操作型だ。ポケットにしまっても使用上の問題は無い。

「漏れがあるかもしれませんが」

「分かっているだけで構いません」

　責任逃れの臭いがする情報員の回答に、イヴリンは苛いら立だちを抑えて免責を与える。

「右後方二つ目の建物の陰、左後方三つ目のモニュメントの後ろ……」

　そんな感じで情報員が指し示した尾行は、全部で四人いた。

　イヴリンはその四人目掛けて、一斉に魔法を放った。
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「閣下、お耳に入れたいことが」

　カルシ・ハナバード空軍基地の司令官室を本来の基地司令から譲られたラース・シン将軍は、司令官席で幕僚の一人から耳打ちを受けた。

「──すぐに動かせる魔法師戦闘員はいるか？」

　幕僚の話を聞き終えた将軍は、強い語調で副官に訊たずねた。

「サプタ・リシの『アリオト』と『フェクダ』が当基地に待機しております」

『サプタ・リシ』はＩＰＵ連邦軍魔法師特殊部隊の名称だが、元々はヒンドゥー神話に伝わる七人の聖リ仙シのことだ。大だい亜あ連れん合ごうの『八はつ仙せん』と似た命名方法と言える。

　ただ『八はつ仙せん』が伝説の仙人の個人名をそのままコードネームに使用しているのに対して、『サプタ・リシ』は北斗七星の国際名をコードネームとしている。

　これは、一つには神話の中で元々『サプタ・リシ』が北斗七星と同一視されているからでもあるが、より大きな理由としてＩＰＵが連邦国家であると同時にインドとイランの連合国家であるという事情が絡からんでいる。

『サプタ・リシ』の七人はインド出身の魔法師で構成されている。またその主な任務は東方に──大だい亜あ連れん合ごうに備えることだ。必然的に、作戦地域もインドやその近隣となる。そのような事情があるので部隊名もヒンドゥー神話に因ちなんだ名称が採用されているのだが、各隊員のコードネームまでヒンドゥー語を使用するのは旧イラン派閥からの反発が強かったのである。

「二人を即刻、サマルカンドに向かわせろ。何ど処こかの馬鹿が市内で魔法戦闘を行っている。市民に被害が出る前に鎮圧するのだ」

「了解しました！」

　インド方面を主な作戦地域とする『サプタ・リシ』は旧インド軍を掌握しているラース・シンの実質的な指揮下にある。だが形式上は連邦軍総司令官直属だ。一応、出動要請という形を取らなければならない。

　副官が速はや歩あしで司令官室を出て行ったのは、その体裁を整える為ためだった。
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　影絵の犬が立体化したような濃淡が無い漆黒の四足獣に、イヴリンは純粋な圧力の弾丸を連射した。日本の吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうが発見した「基本コード：加圧系プラス」を基に彼女が自分で組み上げたオリジナル魔法［プレッシャー・ブリット］だ。

　吉きち祥じよう寺じ真しん紅く郎ろうの［インビジブル・ブリット］と基本的に同じ魔法だが、［プレッシャー・ブリット］は最初から連射を前提に作られている点が異なっている。それもフルオート連射ではなくセミオート連射に近い。あらかじめ数発の「弾丸」を待機させておいて、任意のタイミングで任意のターゲットに撃ち出す、一種の遅延発動術式になっている。

　圧力の弾丸を受けた影の獣が存在を薄れさせ消滅した。しかしすぐに、次の攻撃に曝さらされる。今度は立体化した鴉からすの影絵だった。

「一体何い時つまで逃げれば良いのですか!?」

　走りながら影絵の鴉からすを撃ち落としたイヴリンが泣き言を漏らす。彼女はかれこれ三十分以上逃げ回っていた。これがドラマや映画なら都合良く車しや輌りようが手に入るところだが、イヴリンたちは逆に自走車を敵の攻撃で失っている。そろそろ肉体的な疲労も無視できなくなっていた。

「化成体を使った攻撃。敵は大だい亜あ連れん合ごうの工作員で間違いないでしょう」

　迎撃をイヴリンに丸投げしている情報員が訳知り顔で解説した。

「そんなことは分かっています！　それより本体の居場所はまだ分からないのですか!?」

「申し訳ありません。敵の移動速度が速く、追尾が追い付かない状態です」

「使いものにならない機械ですね！　敵はバイクにでも乗っているのですか!?　事故を起こして死ねば良いいのに！」

　イヴリンは携帯型想サイ子オン探知機の性能に悪態を吐つき、自分と違って乗り物で楽をしている敵に呪じゆ詛そを吐はいた。

　彼女は逃走が始まってからずっと、威力を抑えた魔法しか使っていない。今回の任務の性質上、市民や建物に損害を出すわけにはいかないからだ。

　イヴリンは戦略級魔法こそ使えないが、戦術級魔法のレパートリーは両手の指に余る。その中には半径一キロの領域にある固体を崩壊させる［能動空中機雷アクテイブ・エアー・マイン］の強化版もあった。三年前にアフリカのギニア湾岸地域で使用された［能動空中機雷アクテイブ・エアー・マイン］より威力も範囲もさらに強化された魔法だ。

　それを使えば、隠れている魔法師を一網打尽にできるだろう。その代わりに街と住民が巻き添えになる。

　勝つ手段があるのに逃げ回らなければならない現実が、イヴリンを余計に苛いら立だたせていた。
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　サマルカンド市内で魔法師同士の小競り合いが起きているという情報は、レナと一緒にホテルにこもっているアイラの耳にも入っていた。連邦軍の予備役魔法師として登録されているアイラに「関わるな」と注意喚起のメールが届いたのだ。

　アイラに対して出動命令が掛からなかったのはまず第一に彼女が正式な軍人ではないからだが、彼女の魔法が大規模・大威力のものであるという面も大きい。戦略級魔法師として公認されていなくても、アイラが［アグニ・ダウンバースト］を使えるかもしれないという噂は、戦闘魔法師を管理する立場の士官ならば大抵知っていた。

「レナ、少しよろしいですか？」

　ティータイムを過ごしているラウンジで、アイラはレナに顔を近付けて囁ささやいた。

「アイラ、どうしました？」

「内密にお伝えしたいことがあります。部屋に戻っていただけないでしょうか」

「分かりました」

　レナは悩まなかった。元々お茶菓子は少量しか頼んでいなかったし、それらは既に片付いている。彼女は三分の一ほど中身が残ったティーポットをそのままにして椅子から立ち上がった。




「魔法師同士の市街戦、ですか？」

　アイラの話を聞いたレナは「ピンと来ない」という表情を浮かべた。「市街地で戦闘が起こるなんてあり得ない」などと平和ボケに冒おかされているのではない。逆に、市街戦が勃発したならもっと騒動になるのではないかと疑問を覚えたのだ。

「市街戦といえば市街戦ですが、被害は限定的です。双方が使用する魔法を、効果が絞り込まれたものに限定している為ためではないか、とのことです」

「市民に被害が及ばないように戦っているのですか。しかし……」

　レナが憂いに眉を曇らせる。

「……ええ。それが何い時つまで続くのか分かりません」

　つられたのか、アイラも憂い顔になった。だが彼女はすぐに気を取り直して話を続ける。ここから先が本題だった。

「──実は、小こ競ぜり合あいの一方の当事者がどうやら、ミズ・テイラーのようなのです」

「えっ、本当ですか!?」

　驚きが憂いを上回ったのか、レナは顰ひそめていた眉を上げ、目を丸くしてアイラを見返した。

「おそらく、ですが」

「でも可能性は高いのですよね？」

「はい」

　アイラの答えを聞いて、レナが座っていたベッドから勢い良く立ち上がる。

「レナ？」

　アイラも椅子から立ち上がった。

「ミズ・テイラーを捜しに行かなければなりません！」

「はぁ？　いえ、確かに放ってはおけないかもしれませんが……」

「市街戦など、とんでもないことです。すぐに止めて差し上げなければ！　アイラ、手伝ってもらえますか？」

　ごく自然体で「手伝って欲しい」とレナが言う。アイラはそれを、新鮮に感じた。

「はい、お手伝いします」

　少女のような外見を持つレナの、少女のように人の善意を真まっ直すぐに信じる眼まな差ざし。

　アイラはこの時、レナの少女性に絆ほだされていた。
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　朝になってブハラで宿を取った達たつ也や一行は、正午を過ぎて活動を開始した。

　兵ひよう庫ご以外の三人は人造レリックに保存した認識阻害魔法［アイドネウス］を纏まとって、まず市街地を見て回った。

　徒歩では効率が悪いので、最初に見付けたバザールで自転車を買う。昔はウズベキスタンの自転車にはブレーキが付いていないという話だったが、さすがに今はもうそんなことはなかった。なお深み雪ゆきもリーナも、自転車かバイクに乗ることを見越してワイドパンツを穿はいていた。

　一時間ほど自転車で走り回って、『チャイハナ』と呼ばれるカフェで休憩を取る。その最中に突然、監視の目が外れた。

　ホテルを出た時から監視されていたことには、全員が気付いていた。自分たちが何者かを知られた上での監視ではない。もしそうなら、もっと厳重な監視態勢が敷かれていたに違いない。

［アイドネウス］は誰なのかを認識させない魔法で、姿を変える効果は無い。顔も体型も分からなくなるが服装は認識できる。達たつ也やたちは敢あえて現地の人々に服装を似せていなかった。観光客を装よそおった方が、色々とボロが出ないと考えた結果だ。

　カザフスタンとの国境で緊張状態が続いている所せ為いで、外国人に対する警戒を強めているのだろうと思われた。

「……何があったのでしょう？」

　その監視が、いきなりいなくなったのだ。深み雪ゆきが不安を覚えるのも無理はない。

「余よ所そで大きなトラブルが発生したのだろうな」

　達たつ也やが宥なだめる口調で深み雪ゆきの問いに答える。

「別の街でってこと？」

　今度はリーナが達たつ也やに訊たずねた。

「近くで騒動が発生している気配は無い」

　断定はしなかったが、達たつ也やの答えはリーナの言葉を間接的に肯定するものだった。

「調べてみます。少々お待ちください」

　兵ひよう庫ごがそう言って衛星通信端末を手に立ち上がった。




　兵ひよう庫ごは五分足らずでテーブルに戻ってきた。

「達たつ也や様のお考えどおりでした」

　席に着くなり、兵ひよう庫ごは早速報告を始める。

「約一時間前からサマルカンドで魔法師メイジスト同士の小規模な戦闘が続いております。その鎮圧の為ために人員を移動させているのでしょう」

「外国の工作員が摘発されたのですか？」

「いいえ、深み雪ゆき様。ＩＰＵの魔法師メイジストと外国の魔法師メイジストの戦いではなく、外国人魔法師メイジスト同士の戦いです」

　深み雪ゆきの質問に、兵ひよう庫ごは首を横に振った。

「工作員同士の衝突……？　それでよく、小規模な戦闘に留まっているわね」

　リーナが独り言のように疑問を口にする。

「確実な情報ではありませんが、どうやらイヴリン・テイラーが大だい亜あ連れん合ごうの工作員に追われているようです」

「何をやっているのよ……」

　兵ひよう庫ごが付け加えたセリフに、リーナが苛いら立だたしげな呟つぶやきを漏らす。

「監視が外れたのは、俺たちにとっては好都合だ」

「そうですね。調査がやりやすくなります」

　達たつ也やは冷徹に損得を指摘し、深み雪ゆきはそれに頷うなずいた。
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　レナはアイラとルイ・ルーを連れてホテルを出た。五分ほど歩いた所にレンタカー店があったので、アイラが小型車を借りた。

　運転席にはアイラが座った。サマルカンドはそれなりに都会だが、自動運転中央管制システムは未整備だ。運転手が要る。アイラもウズベキスタンには土地勘が無い。だがＩＰＵの交通規則に慣れている分、ルイ・ルーよりも適任だ。

　ルイは助手席に座った。レナは助手席に座りたがっていたが、アイラとルイが揃そろって反対した。

　レナは後部座席で瞼まぶたを半ば閉じ、両手を腰の前で組んでいる。指を組み合わせ掌てのひらを合わせる「祈り」のポーズだ。

「……正面から右に約六十度の方向に向かってください。距離はおよそ一マイルです」

　目を半眼にしたままレナが告げる。

　その指示に従ってアイラはアクセルを踏んだ。




　それから三度レナの指示は変わり、その都度アイラはルートを変えた。そして三度目のルート変更のおよそ五分後、三人を乗せた小型車は魔法戦闘の直ただ中なかに突っ込んだ。

　車の左側から黒一色の犬──のようなものの群れが迫る。

　助手席のルイはそれを間近に見て「間に合わない！」と心の中で叫んだ。

　だが黒い獣の群れは、車の右側から放たれた銃撃によって塵ちりと消えた。

「あそこにミズ・テイラーが！」

　レナが叫びながら魔法の銃弾が放たれた建物の角を指差す。

　バックミラーでそれを見たアイラは、右に急ハンドルを切った。

　彼女は同時に、自走車を領域干渉で包み込んだ。

　戦略級魔法師の事象干渉力が、影でできた虻あぶの大群を無に還かえす。

　自走車が急停止する。

　その横、建物の陰にはイヴリンが隠れていた。

　彼女は一人だった。一緒に行動していた情報員はいない。逃げている最中にはぐれたのか、それとも意識的に別行動を選んだのか。あるいは──見捨てられたのか。

「ミズ・テイラー、乗ってください！」

　レナがドアを開けて大声で呼び掛ける。

　イヴリンの顔に浮かぶ、迷いの表情。

　その隙を、化成体の使い魔を操る敵の魔法師は見逃さなかった。

　影ではなく、紙でできた小さな鷹たかがイヴリンに襲い掛かる。

　いち早くそれに気付いたのはレナだった。

　魔法で動かされる猛もう禽きんに対して、意識の焦点を拡散させる魔法を行使する。

　精神干渉系魔法［デフューザー］。

　対象は個人。意識を集中している対象物を媒介にして精神の緊張を弛し緩かんさせる魔法。

　レナの魔法は、概して、人に優しい。

　だが優しさは時に、行く手を遮る強力な障しよう碍がいとなる。

　意識の焦点を当てていた使い魔に行使された［デフューザー］は、術者の緊張を奪い魔法を破綻させた。

　何ど処こまでも優しく、何ど処こまでも強い。

　傷つける強さではなく、傷つけられない強さ。

　その魔法を目撃したアイラは、感動を覚えていた。




　カルシ・ハナバード空軍基地から派遣された『サプタ・リシ』のアリオトとフェクダの二人がサマルカンドに到着した時には既に、魔法師同士の小こ競ぜり合あいは終わっていた。

　騒動を起こした当事者の姿は双方とも既に無く、その正体は不明だった。

　より大規模な市街戦勃発を恐れて、アリオトとフェクダはしばらくサマルカンドに留まることを余儀なくされた。
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　ブハラの一日目は市街地を一周するだけで終わった。

　だが成果が無かったからといって、達たつ也やは特に失望も焦あせりも感じていなかった。

　人里離れた秘境ならともかくブハラは古くから多くの人が住む都市だ。そう簡単に見付かるものなら、シャンバラの痕跡は既に発見されていなければおかしい。

　それに今日は始動したのが午後になってからということもあり、最初から大まかな地理把握が目的だった。本格的な調査は明日から行う予定だ。

　ホテルはツインを二部屋取った。部屋割りは達たつ也やと兵ひよう庫ご、深み雪ゆきとリーナだ。深み雪ゆきも特に、部屋割りに対する不平は唱えなかった。

　ホテルのレストランで夕食を終えて部屋に戻った直後、衛星電話の着信があった。日本から急ぎの電話が掛かってくる場合に備えて、窓まど際ぎわに中継器を置いておいたのだ。

　電話を掛けてきたのは、藤ふじ林ばやしだった。

『──ＦＡＩＲフエアのローラ・シモンが本日、日本に密入国したようです』

　急な報告の本題はこれだった。

「国際指名手配犯でもないのに良く見付かりましたね」

　ＦＡＩＲフエアのロッキー・ディーンとローラ・シモンはＵＳＮＡで全国指名手配されている。だが国際指名手配はまだだ。正規の出国手続きを経ていないから密入国だが、日本の司法当局が発見に尽力する段階ではないはずだった。

『念ねんの為ため、人相照合システムにローラ・シモンのデータを追加しておいたのがヒットしました。不鮮明な画像でしたので断定はできませんが、一致率は八十パーセントを超えています』

「相手も最低限の対策はしているでしょうから、八十パーセントを超えていれば確実でしょう」

　画像が不鮮明というのはピントが合っていないという意味ではない。現代の映像技術でそれはあり得ない。それでも画像が不鮮明になるのは撮影を阻害する電子装置を使っているか、撮像素子を誤作動させる塗料をメイクに使っているか、あるいは他の、顔認証を狂わせる何らかの手段を講じているということだ。

「それで、発見された場所は？」

『関西国際空港、東名高速道路牧まき之の原はらサービスエリア、厚あつ木ぎインター出口です』

「町まち田だではなく厚あつ木ぎですか……」

　町まち田だならば、狙いは人造レリックを生産しているＦＬＴのラボだ。だが厚あつ木ぎで降りたとなると、伊い豆ずの魔ま工こう院いんを狙っている可能性を無視できない。

『発見される可能性を計算に入れてこちらを撹かく乱らんする意図があるのでしょう』

　藤ふじ林ばやしの推理に、達たつ也やは「そう思います」と賛意を表明した。

『とはいえ狙いはＦＬＴ開発第三課のラボにあると思われます。そちらに警備を集中しようと思うのですが』

「それが適切な対応だと思いますが……。そうですね、大ひろ門とさんに隆たか雷らさんの身辺警護に付くよう伝えてください」

『了解しました』

　藤ふじ林ばやし大ひろ門とは達たつ也やの私的な部下で、藤ふじ林ばやし響きよう子こにとっては亡父・藤ふじ林ばやし長なが正まさの異母弟に当たる。つまり叔父・姪めいの関係だが、年齢は響きよう子こが二つ下なだけだ。

　三年前、達たつ也やと光み宣のるが水み波なみを巡って敵対関係にあった時。光み宣のるを追跡している最中に、長なが正まさは達たつ也やに対して背信行為を働いた。その償いとして大ひろ門との身柄が達たつ也やに差し出されたのだった。

　来月開校予定の魔ま工こう院いんには、十じゆつ師し族ぞく・八やつ代しろ家から当主の実弟、隆たか雷らを学院長に迎えている。その隆たか雷らに「もしも」のことがあれば、事は達たつ也や一人の責任に留まらない。四よつ葉ば家と八やつ代しろ家の軋あつ轢れきに発展する恐れがある。魔ま工こう院いんが狙われる可能性がある以上、隆たか雷らの身の安全を確保する措置は欠かし得ない。

「開発第三課の方は、七さえ草ぐささんと遠とお上かみさんを警備に加えましょう。両名には町まち田だのオフィスに詰めておくよう指示してください」

　メイジアン・カンパニーの本部は町まち田だにある。ＦＬＴ開発第三課の隣のビルだ。本部に詰めていれば開発第三課ラボが襲撃された際、迅速に対応できる。

　達たつ也やとしては、本当は文ふみ弥やと亜あ夜や子こに任せたいところだった。しかし黒くろ羽ば家は現在、別の重要な案件を抱えていて、あの二人も夏休み突入早々からそちらに掛かり切りになっていた。

　次善の策ではあるが、達たつ也やは春にもＦＡＩＲフエアの魔法師メイジスト犯・ク罪リミ者ナルに対処した真ま由ゆ美みと遼りよう介すけを警備の援軍とすることに決めた。真ま由ゆ美みは無論のこと、遼りよう介すけの能力も達たつ也やは高く評価している。

『分かりました。あの二人には本部の整備を手伝ってもらうことにします』

　四月に設立したメイジアン・カンパニー本部には常駐の事務員がいる。だが達たつ也やも深み雪ゆきも余り寄りつかない所せ為いで、執務環境の整備が後回しになっている。この件について、藤ふじ林ばやしは割としつこく達たつ也やに注意を促しているのだが、彼は自分の研究を優先して余り真面目に取り組んでいなかった。

「……そうしてください」

　達たつ也やの脳裏を過よぎったのは、自分の至らなさに対する申し訳無さか。

　それとも、ペンディングを押し付けられる解放感か。

　きっと本人にも、分からないに違いなかった。
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　真ま由ゆ美みも遼りよう介すけもメイジアン・カンパニーに雇用されている従業員だ。しかも、ふたりとも自分から頼み込んで入社したという経緯がある。「サラリーマンの悲哀」ではないが、今日は伊い豆ずで仕事をしていて、明日からいきなり町まち田だで仕事をしろと言われても、従わないわけにはいかなかった。

　それに二人にはちゃんと、理由が伝えられていた。四月に人造レリック盗難を試みた魔法師メイジスト犯・ク罪リミ者ナルの一味が、再び人造レリックを狙っている可能性が高い、と。

「……遠とお上かみさんは、ＦＡＩＲフエアのローラ・シモンという人物のことをご存じですか？」

　補充すべきＯＡ機器をリストアップしながら、真ま由ゆ美みがローパーティションの向こう側にいる遼りよう介すけに話し掛けた。

「知っています。友人という意味ではありませんが」

　遼りよう介すけはオフィスレイアウトソフトを操作しながらその問いに答えた。なおＦフＥエＨーＲルの仲間を救う為ためにシャスタ山まで出向いた件は、真ま由ゆ美みには知られていない。

「ＦＡＩＲフエアの幹部だそうですね。どんな魔法師メイジストなのですか？」

「ただの幹部ではなく、サブリーダーですね。リーダーであるロッキー・ディーンの愛人とも言われています」

　遼りよう介すけはまず、真ま由ゆ美みの認識を一部訂正した。

「愛人……」

　真ま由ゆ美みが顔を赤らめるのではなく、軽く顰しかめた。

　それには特に反応せず、遼りよう介すけは回答を続ける。

「ローラ・シモンは魔女と呼ばれる古こ式しき魔ま法ほう師しです」

『魔法師』を『メイジスト』と言い換えたように、『古式魔法師』や『現代魔法師』にも新しい名称がある。だが英語ベースのそれは少々長くて不便なので、日本語の会話ではほとんど使われていない。

「魔女といえば……確か『人間』という事象への干渉を得意としていましたよね？」

　真ま由ゆ美みが「魔女」に関して大学で学んだ知識を引っ張り出す。彼女は魔法大学で魔法師の類型と特性を専攻していた。

「ローラ・シモンの能力の詳細は分かりませんが、手て強ごわい相手であることは間違いありません」

　険しい表情で答えた遼りよう介すけの声には実感がこもっていた。

「あの……戦ったことがあるんですか？」

　真ま由ゆ美みが思わず、そう訊きいてしまう程に。

「あっ、いえ……そういうわけでは。バンクーバーの魔法師コミュニティの間では良く知られた存在だったので……」

　遼りよう介すけの言い訳は、滑らかとは言い難がたかった。

　真ま由ゆ美みが遼りよう介すけに疑惑の眼まな差ざしを向ける。

「……向こうにもそういう、魔法師のコミュニティがあるんですね」

　しかし結局、真ま由ゆ美みは視線を緩めて自分に言い聞かせる口調で呟つぶやいた。
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　ＦＬＴのラボが襲われたのは、その日の夜だった。

　姿が確認された翌日に行動を起こすというのは、逆の意味で意表を突いた。真ま由ゆ美みや遼りよう介すけだけでなく藤ふじ林ばやしも、ウズベキスタンにいる達たつ也やでさえも、準備に数日掛けると予想していた。

　とは言っても、油断はしていなかった。警戒を始めた初日だ。「まさか今日は」という心の隙はあっても、疲労や慣れから来る気の緩みは無い。真ま由ゆ美みは藤ふじ林ばやしが手配した近場のホテルに泊まったが、遼りよう介すけはカンパニー本部の仮眠室で待機していた。

　だから真夜中にラボの警報が端末に伝えられてすぐ、遼りよう介すけはベッドから飛び起きた。

　彼はベッドの横に掛けておいたワークパンツを穿はいてＣＡＤを手首に巻き、長袖シャツの上にタクティカルベストを羽織って、ブーツで足下を固める。全ての準備を三分以内に調えて、遼りよう介すけは仮眠室を飛び出した。

　外は雨が降っていた。それほど激しい雨ではないが、普通なら傘を差す天気だ。

　しかし遼りよう介すけは、濡ぬれるのも構わずに暗い雨の中に飛び出した。

　端末にリアルタイムで送られてきている情報によると、賊は防犯シャッターで一階に足止めされている。警備室はまだ落とされていない。それどころか攻撃されている様子も無かった。

（偽装か……？　それとも……）

　賊に何か策があるのだとしても、遼りよう介すけには見当が付かない。少し迷って、彼はマニュアルに従うことにした。

　昨晩急に決まった警備応援だが、藤ふじ林ばやしは朝の時点で詳細なマニュアルを作成していた。

（一階管理室からの応援要請は無い。このケースは──）

　遼りよう介すけは建物の横手にある非常口に向かった。普段は閉鎖されている出入り口だ。

　その扉の向こうには非常階段があって、二階に上ることができる。そしてラボの二階には人造レリックの製造設備がある。

　人造レリックの製造室に入る為ためには、二階の管理室に保管されている鍵を使わなければならない。五月上旬にＦＡＩＲフエアの魔法師メイジスト犯・ク罪リミ者ナルコンビ『ジェイナス』の侵入を許した反省から、そのようにセキュリティを強化したのだ。

　藤ふじ林ばやしのマニュアルでは、防犯シャッターを開けずに非常階段から二階に上がり、管理室の守りを固める手順になっていた。

　タクティカルベストの隠しポケットに右手を伸ばす。そこには非常口のカードキーがしまってある。しかし遼りよう介すけは指がカードキーに触れたところで、それを摑つかまずに右手を別の内ポケットに移動させた。

　内ポケットから特殊警棒を引き抜きながら、遼りよう介すけが勢い良く振り向く。

　振り返ったことで背後からの奇襲ではなくなり、正面から襲い掛かってくるＦＬＴの警備員が振り下ろす特殊警棒を迎え撃った。

　警棒同士が衝突し、どちらも大きく曲がる。

　遼りよう介すけは思い切りよく、警棒を捨てた。

　警備員は曲がった警棒を振り上げた。

　警備員の男と目が合う。その一瞬で、彼が操られていると遼りよう介すけには分かった。

　警棒を振り下ろす手首を左手で摑つかみ、ねじ伏せる。警備員は倒れず、前のめりの姿勢で耐えている。

　遼りよう介すけは男の顎の下から右手をネックガードの内側に差し入れ、指で動脈を圧迫した。

　警備員の身体からだから力が抜ける。頸けい動どう脈みやく洞どう性せい失しつ神しん、所いわ謂ゆる「落ちた」状態だ。

　男が濡ぬれた道路に頽くずおれる。だが、怪け我がをしないようにそっと寝かせてやる余裕は、遼りよう介すけには無かった。遼りよう介すけは仲間であるはずの警備員に包囲されていた。

　遼りよう介すけを囲む警備員の数は四人。一階に配置されていた警備員は六人。

　管理室に一人が立てこもり、巡回をしていた五人は操り人形にされてしまったと考えるべきだろう。

「ローラ・シモン、邪悪な魔女め！　隠れていないで姿を見せろ！」

　遼りよう介すけが苛いら立だたしげに怒鳴った。ローラが警備員を操っていると、遼りよう介すけは確信していた。

『トーカミ、お前のシールドが厄介なことは承知しているわ』

　ローラが答えを返してきた。だがその声は、天から降ってきたようにも地から湧いてきたようにも聞こえた。方向がまるで特定できない。

　声だけではなかった。

　近くにいる、その気配はある。しかし何ど処こに潜んでいるのか、全く分からない。

『シールドを纏まとったお前の拳の強度は鋼鉄をも上回る。その拳で、操られているだけの味方を打ってみる？』

　嘲笑含みの挑発。その言葉が遼りよう介すけに［リアクティブ・アーマー］の使用を躊躇ためらわせる。

『トーカミ、取引しましょう。そこの扉を開けてくれれば、この男たちは解放するわ』

「そんな見え透いた噓うそに騙だまされると思うか！」

『心外ね。魔女は噓うそを吐つかないわ。お前たち現代魔法師と違って、私たちは言葉を大切にしているから』

　遼りよう介すけは古式魔法に詳しくない。いや、魔法全般に詳しくない。

「言葉を大切にしている」というローラのセリフが持つ意味を、彼は漠然としか理解できない。だから「噓うそを吐つかない」という言葉の真偽も判定できなかった。

「……開けるだけで良いいのか？」

　この反問は、遼りよう介すけの迷いを如によ実じつに表していた。

『そこをどきなさいとも、私たちを通しなさいとも、要求するつもりは無いわ』

　嚙かんで含めるようにセリフを区切りながら、ローラが断言する。本音であれ、噓うそであれ、そのセリフに迷いは無い。

　迷いの有無は言葉の力を左右する。たとえ噓うそでも、迷いの無い言葉は強い。

　遼りよう介すけの心は、ローラの提案を受うけ容いれる方へ傾いた。

　だが、その時。

「お待たせ！」

　その声と共に、空から雨に混じって白い塊が降ってきた。ただ暗かった所せ為いもあり、遼りよう介すけにはそれが何か見分けられなかった。

　ゴルフボール大の、四個の物体。その正体はドライアイスだ。

　ドライアイスの塊は、操られた警備員各おの々おのの顔目掛けて落下する。そして警備員に衝突する寸前で、消滅した。

　糸が切れた操り人形の如ごとく、遼りよう介すけを包囲していた警備員が路上に横たわる。

「七さえ草ぐささん、これは……？」

　新たな声の主、レインコートを着た真ま由ゆ美みに向かって訝いぶかしげに問う遼りよう介すけ。彼には警備員が何な故ぜ倒れたのか分からなかったのだ。

　白い何か──ドライアイスの塊がぶつかった衝撃が原因ではない。遼りよう介すけは打撃による転倒を見慣れているから分かる。そういう倒れ方ではなかった。それに、そもそも空から降ってきた物体は警備員に当たっていない。彼らの顔の前で煙になって消えた。

「後でお教えします」

　遼りよう介すけの隣に駆け寄って非常口を背にした真ま由ゆ美みは、回答を保留した。敵の前で手の内を明かさない程度には、彼女は場数を踏んでいる。

　言うまでも無く空から降ってきたドライアイスは真ま由ゆ美みの魔法によるものだ。

　彼女が得意とする魔法［ドライ・ミーティア］。

　大気中にわずかしか存在しない二酸化炭素を集めてドライアイスを作り、敵の顔の前で昇華させる。いきなり鼻先で発生した高濃度の二酸化炭素は容易に中毒を引き起こす。

［ドライ・ミーティア］により敵が意識を失う要因は二酸化炭素中毒よりも低酸素の比重が高いのだが、二酸化炭素中毒も酸素欠乏症も程度次第で相手を死に至らしめる。

　無論真ま由ゆ美みは、そうならないように調節して魔法を組み立てている。操られていた警備員に放った［ドライ・ミーティア］も、確実に殺さないよう威力を落としたものだった。

「それより、状況を教えてください」

　真ま由ゆ美みに問われて遼りよう介すけも、好奇心に囚とらわれている場合ではないと思い直した。

「一階を担当していた警備員は御覧のとおり、一人を残して敵の手に落ちてしまいましたが、管理室は無事です。二階に侵入を許した形跡もありません。俺はここで待ち伏せされました」

「だから敵は、非常口から入ろうとしているんですね。建物の構造が漏れたのでしょうか」

　ラボの非常口に関する情報は外部に公開していない。賊がここで待ち構えていたのであれば、その情報が何らかの形で漏ろう洩えいしたのではないか、と真ま由ゆ美みは考えたのだった。

「人形にした警備員から聞き出したのだと思います」

　遼りよう介すけの推理は、真ま由ゆ美みのものとは異なっていた。

「警備員を操っていたのはローラ・シモンです。残念ですが、何ど処こに隠れているのか俺には分かりません」

　だが彼はそれについて議論しようとせず、口く惜やしさを隠せぬ声でこう続けた。

『私にはお前たちが見えているぞ。諦めて道を空けるが良いい』

　そのセリフにローラが付け入ろうとする。言葉のみによる仕掛けではなかった。彼女は同時に、意思を奪う──意識を奪う、ではない──魔法を行使していた。

「フーン……、一種のガス攻撃かしら」

　しかしローラの魔法で操られた「意思を奪う香り」は、真ま由ゆ美みが展開していた魔法シールドによって阻はばまれる。

　進人類戦線のガス攻撃でピンチに陥った経験を教訓として、真ま由ゆ美みは戦闘に介入する前から通常の空気に含まれない成分のガスを選択的に遮断する魔法シールドを、自分の周囲に展開していた。

　突風が巻き起こる。真ま由ゆ美みが魔法シールドに連動させていた下降気流の魔法によって、ローラが送り込んだ「香り」は雨粒と共に吹き散らされた。

「──見付けたわよ」

　真ま由ゆ美みの呟つぶやきの直後、路面に溜たまった雨水が氷の粒になって空中に浮き上がる。豊富に水がある環境では、二酸化炭素をかき集めてドライアイスを作るより氷の弾丸を作る方が容易だ。それに二酸化炭素は水に溶ける。化学的には雨粒に溶ける二酸化炭素など微々たるものだが、「二酸化炭素は水に溶ける」という概念が、魔法の効果を低下させる。

　先程、警備員に使った［ドライ・ミーティア］はその目的からして、威力の低下はむしろ都合が良かった。しかし純粋な攻撃手段として用いるこの場合は、ドライアイスより氷を使うべきシチュエーションだ。

　雹ひようの弾幕を放つ魔法［雹嵐ヘイルストーム］。

　直径一センチ近くまで成長した氷の粒が、群れをなして翔かけ上がる。

　二十メートル以上に育った街路樹の欅けやき。

　その梢こずえの先に雹ひようの弾幕は吸い込まれていった。

　まるで水面へ降ったかの如ごとく、雹ひようが波紋を作る。

　そして、夜空の黒雲と同化していた靄もやが晴れた。

　梢こずえの先には二つの人影が浮かんでいた。

　男と、女。

「ローラ・シモン！」

　女を見て遼りよう介すけが叫ぶ。

「あれがＦＡＩＲフエアのサブリーダー……」

　遼りよう介すけの叫びで、真ま由ゆ美みもその女の正体を知った。

（だけどあの男は何者……？）

　ローラの腰に手を回し、彼女を抱えるようにして隣に浮いている中年の男。普通に考えればＦＡＩＲフエアのメンバー、ローラの手下だろう。だが真ま由ゆ美みの目には、とてもそうは見えなかった。

（何だろう……。強者の気配、とでも言えば良いいのかしら……）

　確かにローラにも、底の知れない不気味さを感じる。だが真ま由ゆ美みの直感は、男の方に脅威を覚えていた。

　それは遼りよう介すけも同じだった。ローラと男がゆっくりと路上へ降りてくると、遼りよう介すけが真ま由ゆ美みを背中にかばった。

「……男の方は俺が相手をします。七さえ草ぐささんはローラ・シモンを」

　遼りよう介すけが睨にらみ付つける先では、男がローラの腰を抱いていた腕を放した。ローラも男の首に回していた両手を解ほどいて男から離れる。

「お嬢さん、トーカミではなく貴女あなたが私をもてなしてくれるのかしら」

　ローラが冷笑的な波動を放ちながら真ま由ゆ美みに話し掛ける。

「あら、招かれてもいないお客様をおもてなしする謂いわれは無いわよ。むしろお引き取りいただきたいのだけど」

　売られた喧けん嘩かは買う、というほど真ま由ゆ美みは好戦的な性格ではない。だがローラの上から目線な言い方が気に障さわったのか、真ま由ゆ美みは相手を思い切り小馬鹿にする口調で応じた。

「……小娘、名前を聞いておきましょう。覚えておいてあげるから光栄に思うことね」

「小娘と言われるほど若くないのだけど。貴女あなた、実は結構なお年なのかしら」

「死になさい。────」

　ローラの喉から掠かすれた高音の、歌とも祈りともつかない「音」が絞り出される。

「魔女」の魔法は「人間」という事象への干渉。そこには自身の肉体改造技術も含まれる。今ローラが放った「音」は、効果が表れるまでにある程度の時間を要するという呪文詠唱の欠点を補う為ために彼女たち魔女が近年になって編み出した短縮詠唱の技だった。

　自分の喉を改造することで、同時に複数の「音」を発声する。複合的に重なり合った音韻が魔法的な意味を持つ記号となって、ＣＡＤが出力する起動式と同じ役目を果たす。

　彼女が発した「音」の主な部分を言葉に戻すと「天てん蠍かつ宮きゆうより来たれ、冥王星の御み遣つかい。怒りと嘆きと怨うらみを鮮血で記した異いなる絶対者よ。汝なんじの僕しもべに侮あなどりと辱はずかしめを加えし者に、御み遣つかいの権能による報いを与えたまえ」となる。

　その魔法の名は［告死天使アズラエル］。効果は「音」が届く範囲にいる一人の敵の心臓を麻ま痺ひさせること。「人間」という事象に干渉して、心臓麻ま痺ひを引き起こす呪じゆ詛そだ。

　多分ヨーロッパ人が言うところの「異教」の信者にとっては噴飯物の名称であり呪文だろう。他人にとっての冒ぼう瀆とく行為を平然と、どころか得意げに行う辺り「魔女」の邪悪さが表れている。

「残念。遅いわ」

　だがそれだけの工夫をしても、現代魔法のスピードには追い付かない。

　真ま由ゆ美みは呟つぶやきと同時に［領域干渉］と［情報強化］を同時に発動した。複数魔法の同時発動は今も稼か働どうしている第三研の研究テーマ。そして七さえ草ぐさ家は元『三さえ枝ぐさ』。第三研から第七研に移籍した数字付き魔法師ナンバーズだ。二つの対抗魔法をこれ程スムーズに、素早く発動できるのは七さえ草ぐさ家が第三研で手に入れた魔法技能によるものだった。

　たとえ「魔女」の魔法であろうと、作用原理は変わらない。自分が構築した魔法式によるか使役する情報体によるかの違いはあっても、「エイドスを一時的に上書きする」のが魔法だ。「魔女」の魔法であろうと［領域干渉］や［情報強化］の方が事象干渉力で勝っていれば、魔法は失敗する。

　ローラの［告死天使アズラエル］は、真ま由ゆ美みの魔法防御を突破できなかった。

　再び真ま由ゆ美みの［雹嵐ヘイルストーム］がローラに襲い掛かる。

　ローラは大きく、十メートル以上跳び退すさってそれを躱かわした。

　だがそれ以上は下がれない。彼女の背後には欅けやきの幹があった。

　この時そのまま氷の礫つぶてを放てば、真ま由ゆ美みの勝利は確定していただろう。彼女は遠距離精密射撃魔法の名手として知られている。この距離で狙いを外すことは無い。

　だが彼女は雹ひようを放つのではなく、ドライアイスの弾丸を生成することを選んだ。氷の礫つぶてでは急所を外して無力化するとしても、流血を避けられない。［ドライ・ミーティア］で血を流さずにローラを制圧しようとしたのだ。

　現代魔法は発動速度に優れる。それでも魔法を切り替える時間、魔法の種類に迷っていた時間は、ローラに反撃のチャンスを与えた。現代魔法より時間が掛かる古式魔法を発動するのに必要な時間をローラに与える結果となった。

　ローラの身体からだが揺らぎ、薄れ、欅けやきの樹皮に同化する。無論、魔法でそう見せているだけだ。

　それは真ま由ゆ美みにもすぐに分かったので、驚きは覚えなかった。だが動揺は免まぬがれない。自分の甘さのせいで手にしていた勝利が転がり落ちたという後悔が真ま由ゆ美みの心を波立たせる。

　真ま由ゆ美みは慌ててローラを捜した。彼女には［マルチスコープ］という一種の遠隔視能力もある。障しよう碍がい物に妨げられずリアルタイムの光景を複数の視点から見ることができる能力だ。今もその能力でローラの居場所を突き止めようとした。

　だが［マルチスコープ］は、光が当たっていたなら見ることができる光景を距離・障しよう碍がい物に拘かかわらず視認する能力。光を当てても見えないものを認識はできない。

　ましてローラが使っている魔法は［鬼き門もん遁とん甲こう］と同じ原理で自分に向けられた視線によって相手に「見えていない」という暗示を刷り込むものだ。見ようとする意識が強ければ強い程、その術中に落ちていく。［マルチスコープ］にとっては非常に相性が悪い魔法だった。

　真ま由ゆ美みは自分に施した情報強化の壁がつつき回されているのを感じた。魔法による攻撃を受けている感覚だ。

　今はまだ、防壁を突破される気はしない。だが守ってばかりではジリ貧になる。その理屈を真ま由ゆ美みは理解していた。

　しかし相手を認識できなければ攻撃はできない。広域爆撃のような無差別攻撃の魔法は、真ま由ゆ美みの苦手分野だ。とにかく今は防御を固めてチャンスを待つ。

　真ま由ゆ美みはレインコートの背中をラボの壁につけて、［領域干渉］の範囲を狭めることで濃度を上げ、［情報強化］の壁を三重に増設した。




　遼りよう介すけが対たい峙じした敵は、最初の印象より若く見えた。遠目には三十代後半から四十代前半に感じられたのだが、こうして向かい合った今は、三十歳前後と思われた。

　一般的に言って若さは体力に反映される。体力が違えば戦い方も変わってくる。三十歳前後と三十代後半では計算違いという程ではないが、遼りよう介すけは気を引き締め直した。

　男は灰色のサマージャケットを着ている。その内側からナイフを取り出した。

「ルゥ・ドンビン」

　ナイフを順手に構えた男が呟つぶやくように口にした言葉。それが何を意味するものか、遼りよう介すけには咄とつ嗟さに分からなかった。

「名を聞いておこう」

　英語による問い掛けで、それが男の名前だと理解する。すぐに自己紹介と結び付かなかったのは、遼りよう介すけが漢人チヤイニーズの姓名を聞き慣れていないからだ。

　北海道にいた時もバンクーバーにいた時も漢人の知り合いはいなかったし、バンクーバー在住の漢人や華系住民はアングロサクソン風の名を自分につけていた。

　故に当然、遼りよう介すけには『ルゥ・ドンビン』が『呂洞賓』の読みで、伝説の仙人の名であることも分からなかった。

「遠とお上かみ遼りよう介すけ」

　遼りよう介すけが呂ルウ洞ドン賓ビンの求めに応じたのに、深い意味は無かった。単に訊きかれたから答えただけだ。遼りよう介すけは名前がある種の古式魔法師にとっては、攻撃手段になると知らなかった。

　呂ルウ洞ドン賓ビンは、名前を使った呪じゆ詛そが余り得意ではない。呪殺の類たぐいは、むしろ『八はつ仙せん』が敵対しているＩＰＵの『サプタ・リシ』が得意としている。ただ名前を知っていれば、それを鍵に相手の居場所を捜しやすくなる。

　もっとも、相手が特定の場所を守って動かないようなこのケースでは、隠れている敵を見つけ出す技術のニーズは低い。呂ルウ洞ドン賓ビンがコードネームを名乗り、遼りよう介すけに自己紹介を求めたのは近接戦闘に臨む際の何い時つもの癖ルーテインのようなものだった。

　ナイフを構えた呂ルウ洞ドン賓ビンに対して、遼りよう介すけは拳を前に掲げた右半身の体勢を取る。生あい憎にくと武器は、先ほど駄目にした特殊警棒しか用意していなかった。

　その代わりにこの段階で［リアクティブ・アーマー］を発動する。呂ルウ洞ドン賓ビンが一瞬も油断できない相手であることは皮膚感覚で分かった。

　睨にらみ合あう遼りよう介すけと呂ルウ洞ドン賓ビン。二人の横では、少し離れて真ま由ゆ美みとローラが対たい峙じしている。

　真ま由ゆ美みとローラの間で交わされていた言葉の刃が魔法による攻防に換わった。ローラの呪じゆ詛そを真ま由ゆ美みが跳ね返し、真ま由ゆ美みの氷弾が舗道を叩たたく。

　それが、合図となった。呂ルウ洞ドン賓ビンが間合いを詰めナイフを突き出す。目を見張るスピードだったが、見失う程ではなかった。

　ナイフを持つ右手を遼りよう介すけは左手で、内から外へ払おうとする。

　だが彼の左手は空を切った。直前で呂ルウ洞ドン賓ビンが手を引っ込めたのだ。

　引っ込めたナイフを呂ルウ洞ドン賓ビンが角度を変えて繰り出した。

　腹を狙った刺突。

　遼りよう介すけは右掌てのひらで呂ルウ洞ドン賓ビンの右前腕内側を叩たたき、突きを逸そらした。さらに右足を踏み出し、相手の胸に右肘を突き込む。

　しかし手応えは無かった。呂ルウ洞ドン賓ビンは左足を引いて体たいを開き、肘打ちの威力を殺した。そして右手のナイフで遼りよう介すけの首を狙う。

　遼りよう介すけは右膝の力を抜き自ら倒れながら身体からだを左回転させ、左手で呂ルウ洞ドン賓ビンの右手を摑つかんだ。［リアクティブ・アーマー］の装甲越しなので力加減は利きかないが、気を遣う必要は無い状況だ。

　遼りよう介すけは腕を握りつぶすつもりで手を伸ばしたのだが、摑つかめたのはジャケットの袖だった。彼はそのまま、倒れる勢いで呂ルウ洞ドン賓ビンを自身の回転に巻き込んだ。

　袖が裂け、呂ルウ洞ドン賓ビンが宙に舞う。自分から投げられたのか、彼は猫を思わせる動きで濡ぬれた路面に着地した。

　遼りよう介すけもまた、一瞬の停滞も無くスムーズに立ち上がる。

　遼りよう介すけと呂ルウ洞ドン賓ビンは、再び睨にらみ合あった。




　ローラの攻撃が次々に真ま由ゆ美みを襲う。それに対して真ま由ゆ美みはローラの居場所を把握できずにいる。

（このままじゃ……）

　真ま由ゆ美みは精神的に追い詰められていた。

　実は、何も打つ手が無いわけではなかった。何ど処こに隠れているか分からなくても攻撃を当てる方法はある。

　真ま由ゆ美みは広域攻撃魔法が得意ではないというだけで、できないのではない。

（……くっ！　また……）

　ローラの攻撃は徐々に強さを増している。攻撃のインターバルは長くなってきているが、それは相手が「準備に時間を掛けても構わない」と見切った証拠でもある。

　真ま由ゆ美みには精神干渉系魔法や呪じゆ詛そに合わせたシールドを展開するテクニックは無い。汎用性がある［領域干渉］と［情報強化］で凌しのいでいるだけだ。謂いわば力業。最適化するテクニックを使わない分、消耗は激しい。

　敵の魔法の威力は上がり、自分は消耗が激しい。現状が続けば勝敗は明らかだ。真ま由ゆ美みはそんな結末を、甘んじて受うけ容いれるつもりは無かった。

「遠とお上かみさん、例のシールドは使っていますか!?」

　真ま由ゆ美みは遼りよう介すけを見ずに声を張り上げた。

「はい！」

　短くそれだけの答えが返ってくる。遼りよう介すけの方も余裕が無いようだ。

　苦戦しているなら申し訳ない、と真ま由ゆ美みは思った。だが彼女はもう、決めていた。

「先に言っておきます。ごめんなさい！」

　だから真ま由ゆ美みは、これからしようとしていることを大声で謝罪した。




　突然真ま由ゆ美みに大声でシールドを、［リアクティブ・アーマー］を展開しているかどうか問われたが、遼りよう介すけに振り向く余裕は無かった。呂ルウ洞ドン賓ビンが繰り出す四本の刃をさばくので精一杯だ。一瞬も目を離せない。

　呂ルウ洞ドン賓ビンから短剣が投じられる。顔を目掛けて飛んでくる刃を、首を振って躱かわした。

　だが遼りよう介すけはそこで動きを止めなかった。水平に振り抜かれたナイフをバックステップで躱かわし、着地した足で横に跳ぶ。

　着地した彼のうなじがあった所を、直前に躱かわした短剣が逆行して通り過ぎていく。

　それとすれ違うように別の刃が遼りよう介すけの胸を襲う。彼はそれを、個体装甲魔法を纏まとった左手で払い落とした。その刃は路面に落ちる直前、跳ね上がって遼りよう介すけの喉を狙う。

　呂ルウ洞ドン賓ビンの魔法はナイフや短剣の遠隔操作だった。それもただ刃を飛ばすのではなく、自分の手で操るナイフの技と連携して操るのだ。

　遼りよう介すけはその遠隔操作が、仮想の糸を介して行われていることに気付いていた。呂ルウ洞ドン賓ビンの戦法は縄じよう鏢ひよう術を魔法に応用したものだ。「鏢ひよう」と呼ばれる棒手裏剣状の刃物の根元に縄を付けて操る東亜大陸の武器術。それを縄ではなく、魔法の糸で再現している。

　実体の無い糸だから、実際の縄じよう鏢ひようのように縄を巻き取ったり縄に切りつけたりして刃の軌道を乱すことはできない。それに切っ先の向きを自由に変えられる点も魔法ならではだ。

　念動力サイコキネシスでナイフを飛ばす技より自由度は落ちるかもしれないが、短剣術と連携した攻撃は間違いなくこちらの方が厄介だと言える。

　今のところ、繰り出される刃に［リアクティブ・アーマー］を貫く威力は無い。

　だが当たっても問題無いという保証は、何ど処こにも無かった。こちらを油断させるフェイントの可能性を無視できない。

　そんなわけで今の遼りよう介すけは、声を掛けられても振り向けない。「はい」と一声返事をするのが精一杯だった。

　どうやら真ま由ゆ美みも、その答えで十分だったようだ。

　彼が返事をした直後、謝罪のセリフと共に強力な魔法の気配が上空を覆った。遼りよう介すけは思わず気を取られてしまったが、幸いなことに呂ルウ洞ドン賓ビンも同様だったようだ。魔法で操る刃の勢いが鈍った。

　そして空から、雹ひようの弾幕が降ってきた。




　真ま由ゆ美みの問い掛けに返ってきた言葉は一言だけの極短いものだったが、誤解の余地が無い明解な答えだった。

　真ま由ゆ美みはまず、倒れている五人の警備員を移動魔法で自分を中心とする半径二メートルの円内に引き寄せた。そして新たな［雹嵐ヘイルストーム］の魔法式を組み上げる。

　標的は自分から二メートルの範囲を除外した、半径二十メートルの円内。穴が空いたドーナツ形、と言うよりベーグル形のエリア。上空に視点を置いた二次元的な照準だ。

　多視点遠隔視による三次元的な照準を常用しているから、真ま由ゆ美みは二次元的な照準による広域攻撃に苦手意識を懐いだいているという側面がある。だが、繰り返しになるが「苦手意識がある」「得意ではない」というだけで、「できない」のではない。

　降り落ちる雨、空気中の湿気、舗道を濡らす水。

　その全てで氷の弾丸を生成し、空中から撃ち下ろした。

　雹ひようは道路の舗装を叩たたいただけでなく、其そ処こ彼処かしこに浅い穴を穿うがっている。このような二次被害も、真ま由ゆ美みが広域無差別魔法を躊躇ためらう理由だ。

　遼りよう介すけも全身で雹ひようの嵐を浴びている。だが、特に痛みを覚えている素振りは無い。道路の舗装に食い込む氷の弾丸も、彼の［リアクティブ・アーマー］には通用しないのだろう。

　遼りよう介すけが戦っている相手、呂ルウ洞ドン賓ビンは欅けやきの下に避難していた。だが、雹ひようは欅けやきの木陰も襲っている。

　氷の弾丸は上空で生成されるだけではなく、地表近くの水みず気けからも作り出される。木々の葉から滴したたり落おちる雫しずくからも。［雹嵐ヘイルストーム］に雨宿りは役に立たない。

　遠目には呂ルウ洞ドン賓ビンに怪け我がは認められない。服には穴が空いているから、皮膚を硬化させる類たぐいの魔法を使ったのかもしれない。

　そして、呂ルウ洞ドン賓ビンが雨宿りしている欅けやきの裏側で悲鳴が上がった。

　真ま由ゆ美みは欅けやきの裏に［マルチスコープ］を向けた。

　そこではローラが両手で頭をかばい、しゃがみ込んでいた。その両手からは血が流れている。真ま由ゆ美みの攻撃は有効打を与えていた。

　そこまで認識したところで、真ま由ゆ美みはいきなり、両手に激痛を覚えた。声にならない呻うめきを漏らして身体からだを前に倒す。痛みによろめき、辛かろうじて膝を突かずに耐える。

　涙でぼやけた視界に傷は見当たらない。ただ、抉えぐられた痛みだけがある。

（なに……、これ……）

　ローラの反撃だろう、とは見当が付いた。だが具体的に何をされているのか分からない。

　これは魔女の自動報復魔法［復エ讐リのニ三ユ女エ神ス］。魔法式が投射された経路を遡って、自分が受けた苦痛を反射する魔法で、古い基準を適用すれば「呪じゆ詛そ返し」の一種に分類される。

　本来であれば肉体に反映されるレベルの苦痛──幻の痛みが実際に傷を作るレベル──をもたらすものだが、今回は［雹嵐ヘイルストーム］が広域無差別だったことが幸いした。ローラを直接照準した魔法ではなかったので、反射された苦痛も真ま由ゆ美みには一部しか届かなかったのだ。

　だが真ま由ゆ美みの追撃を妨げるには十分な痛みだった。

　ローラがよろめきながら走り去っていく。

　真ま由ゆ美みには、その行方を［マルチスコープ］で追う余力も無かった。




　それは雹ひようと言うより氷の弾丸だった。降こう雹ひようと言うより氷の弾幕だった。

　実際の時間は、十秒足らずだった。

　だが遼りよう介すけにはその百倍以上の時間、銃撃が続いたように感じられた。

　道路には折れた街路樹の枝が散乱し、路面には無数の小さな穴ができている。この辺りは全面的な再舗装工事が必要になること間違いない。

　氷の弾幕が垂直に撃ち込まれたからだろう。街路樹は樹皮が削れてはいたが、倒れている樹きは一本もなかった。

　遼りよう介すけ自身にダメージは全く無かった。［リアクティブ・アーマー］は氷の弾幕を完全に防ぎ切った。反射的に足を止めてしまったが、その気になれば雹ひようが降る中でも支障なく動けたに違いない。

　現状をそこまで認識することで、遼りよう介すけを焦あせりが襲う。

　雹ひようの弾幕の中で、敵から完全に意識が逸それていた。もしかしたらこの瞬間にも敵の刃が自分に届くかもしれない──そんな危機感が遼りよう介すけの心に押し寄せた。

　遼りよう介すけは慌てて呂ルウ洞ドン賓ビンの姿を捜した。幸い、降こう雹ひようで壊れた街灯は半分以下だった。光は疎まばらになったが、おぼろな視界は確保されている。

　呂ルウ洞ドン賓ビンは街路樹を背にして、両腕で顔をかばい身体からだを丸める防御姿勢を取っていた。暗すぎて細かな状態は分からないが、チャンスに、見えた。

　そう感じると同時に身体からだが動く。呂ルウ洞ドン賓ビンが背中を付けている街路樹まで七、八メートルあったが、遼りよう介すけは一呼吸でその間合いを詰めた。

　その気配を感じ取ったのか、呂ルウ洞ドン賓ビンも防御姿勢を解いて顔を上げる。そしてナイフと短剣を続けて遼りよう介すけに投げた。

　遼りよう介すけは、躱かわさなかった。

　遼りよう介すけの魔法シールドが、至近距離から投とう擲てきされた二本の刃を跳ね返す。

　おそらく呂ルウ洞ドン賓ビンは、今までどおりに遼りよう介すけが投とう擲てきを躱かわすと予測していたのだろう。踏み込んできた遼りよう介すけに一瞬、反応が遅れる。

　それでも呂ルウ洞ドン賓ビンは順突きを繰り出す遼りよう介すけの右腕に、右手に持ったナイフを突き立てようとした。

　遼りよう介すけは突きを中断し、右拳を開いて呂ルウ洞ドン賓ビンの右腕を払った。

　呂ルウ洞ドン賓ビンはすかさず左手で、ナイフによる攻撃を繰り出した。

　遼りよう介すけは踏み出していた右足をさらに強く踏み込みながら、右手を反転させて呂ルウ洞ドン賓ビンの左腕をブロックする。

　そして、左拳を突き出した。

　狙ったのは胸の中央にある『壇中』の急所。

　だが相手も易やす々やすと急所は打たせない。

　呂ルウ洞ドン賓ビンの上体を捻ひねる回避動作の結果、遼りよう介すけの拳は胸骨のやや左、相手にとっては右胸に着弾した。

　肋ろつ骨こつを折った感触が左拳に伝わる。

　強い違和感に、遼りよう介すけの動きが止まった。

［リアクティブ・アーマー］を纏まとっている最中は通常、触感が得られない。魔法の鎧よろい越しには、抵抗や圧力は感じられても、相手の骨を折った感触は伝わらない。

（［リアクティブ・アーマー］が解除されている、だと……!?）

　無論、遼りよう介すけが自分で解除したのではなかった。

　戦闘中であるにも拘かかわらず、個体装甲魔法が解除されている。

　装甲を破られたのではない。

　遼りよう介すけ自身の意思に反して、外部から［リアクティブ・アーマー］を解除されたのだ！

　ナイフを持つ呂ルウ洞ドン賓ビンの左腕が動いた。

　遼りよう介すけはそれに反応して、右腕のブロックを下げようとした。

　だが、間に合わなかった。

　遼りよう介すけの右脇腹にナイフが突き刺さる。

　深く押し込もうとする動きは、挿し入れた右腕で阻止した。

　呂ルウ洞ドン賓ビンは左手のナイフを手放し、遼りよう介すけと街路樹に挟まれたポジションからよろめきながら抜け出した。

　右胸に手を当てて逃げていく呂ルウ洞ドン賓ビン。

　逃走速度は、決して速くない。彼の足取りは乱れていた。

　だが右脇腹を手で押さえた遼りよう介すけは、その場を動けなかった。
















【６】中断




　ウズベキスタン現地時間八月十一日の夜。達たつ也やは藤ふじ林ばやしから衛星電話のコールを受けた。挨拶もそこそこに藤ふじ林ばやしが伝えてきたのは、ＦＬＴラボ襲撃の第一報だった。

「犠牲者は出ていませんか？　負傷者は？」

『幸い死者は出ませんでした。ですが、遠とお上かみさんが脇腹を刺され重傷です』

「遠とお上かみさんが？　彼の魔法装甲が破られたんですか？」

　達たつ也やが意外感を隠せない声で問い返す。

　遼りよう介すけは秘密にしているつもりだったが、達たつ也やには［エレメンタル・サイト］がある。遼りよう介すけが［リアクティブ・アーマー］の遣い手であることも、あの魔法が旧第十研に由来することも、達たつ也やは認知していた。

　あの個体装甲魔法は、そう簡単に破られるものではない。純粋に物理的な攻撃に対する防御力はもちろん、魔法攻撃であっても物理現象を介して行うものに対しては無敵に近い耐性を有しているはずだ。

　何か、あの魔法が有する構造的な脆ぜい弱じやく性を突かれでもしたのだろうか。遼りよう介すけが数字落ちエクストラであることは達たつ也やも知っている。数字を剝奪される原因となるような、達たつ也やが知らない欠陥を［リアクティブ・アーマー］は抱えているのかもしれない。

　あるいは、魔法シールドを破る特殊な術式を敵が行使したのだろうか。どちらかと言えば、こちらの方がありそうに思われた。

『詳細は不明です。本人は治療中で、まだ詳しい話を聞けていません』

「そうですか。他に負傷者は？　七さえ草ぐささんは無事ですか？」

　遼りよう介すけとコンビを組ませていた真ま由ゆ美みの安否を訊たずねたのは、事実上の雇い主として当然と言える。だが真ま由ゆ美みが負傷したかどうかを気に掛けているのは、使用者としての責任感からだけではない。

　真ま由ゆ美みに怪け我がをさせたとなれば、それは七さえ草ぐさ家に対する四よつ葉ば家の負債になる。真ま由ゆ美みを警備に使ったのは判断ミスだったか、という後悔が達たつ也やの脳裏を過よぎったのだった。

『真ま由ゆ美みさんに怪け我がはありません』

　だからこの答えを聞いて達たつ也やは、柄にもなく人並みに安あん堵どを覚えた。

『ただ、遠とお上かみさん以外にも警備員五名が深刻な状態です』

「深刻というと、命に関わる重傷ですか？」

　問い返す達たつ也やの口調に動揺は窺うかがわれない。

　その情が感じられない態度を、通話相手の藤ふじ林ばやしは咎とがめなかった。

『いえ、命に関わるものではありません』

　薄情とも取れる落ち着きは藤ふじ林ばやしも同様だった。

『五人は全員が言語機能を喪失しています。会話だけでなく読み書きもできない状態です。外傷は無く、脳に出血等も見られないことから魔法による障しよう碍がいと推測されます』

　藤ふじ林ばやしが告げた最初の一文で、達たつ也やは警備員の身に何が生じたのか理解した。

「それは先史文明の魔法［バベル］によって引き起こされた症状ですね」

『……ご存じなのですか？』

「先日渡航したアメリカ西海岸で、ＦＡＩＲフエアのメンバーが使っていた魔法です。伝染性があるので、その五人は魔法的に隔離してください」

『──分かりました。早速手配します』

　応える藤ふじ林ばやしの声には隠し切れない、否いや、隠していない非難のニュアンスがあった。おそらく情報を共有していなかったことに対する不満だろう。

「夕ゆう歌かさんに［バベル］の犠牲者が出たと伝えてください。彼女が治療方法を知っています」

『津つ久く葉ばさんにご連絡すればよろしいんですね？　承知しました』

　達たつ也やが［バベル］について報告した相手は真ま夜やだけではない。本家には詳細な報告書を提出していた。また、精神干渉系魔法を得意とする夕ゆう歌かには［バベル］の影響を取り除く方法を直接伝えてある。被害の拡大は防止できるはずだ。

［バベル］のことは、藤ふじ林ばやしや真ま由ゆ美みに警告しておくべきだった。──そう思いながら電話を切る。口には出さなかったが、達たつ也やは自らの失策を認め反省した。

　ローラ・シモンが『導グ師ルの石板』を使って［バベル］を会え得とくしていた可能性は、十分に予測可能だった。彼女が日本に潜入したという報告を受けた時点でそのリスクに思い至らなかったのは、シャンバラ探索に気を取られすぎていたからだろう。

　幸い［バベル］によって大規模な被害が発生する事態には至っていないようだ。その点は運が良かったと言える。とはいえ［バベル］を使うローラ・シモンと［リアクティブ・アーマー］を破った賊の片割れを放置してもおけない。

　場合によっては、いったん日本に戻らなければならないだろう。

　狂ってしまった予定に、彼は眉を顰ひそめた。





◇　◇　◇






　予定が狂って眉を曇らせているのは、達たつ也やだけではなかった。ウズベキスタン在留の情報員が送ってきた報告書を読んで、カノープスはため息を吐つきながら背もたれに寄り掛かり天井を見上げた。

「訓練不足……経験不足……否いや、そういうレベルではないな。根本的に向いていないのか？」

　思わず零こぼれた独り言は、愚痴だった。

　もう一度、報告書に目を落とす。報告の内容は彼がＩＰＵに派遣したイヴリンについて。

　彼女がサマルカンドで引き起こした騒動の顚てん末まつが書かれていた。

（何な故ぜ、先制攻撃を仕掛けようなどと考えた……）

　今度は独り言ではなく、心の中で呻うめくカノープス。幾ら尾行されていたとはいえ、潜入中の外国で自分から任務に関係の無い戦闘を始めるなど彼の常識からすればあり得なかった。

（この情報員も何を考えている。何な故ぜ止めなかったのだ……）

　報告書から漂ってくる他ひ人と事ごとのスタンス。まるで試験官か批評家のような書きぶりだ。客観視は情報員に不可欠な資質かもしれないが、今回のこれは責任感の欠如を否いなめない気がする。

（ベテランの情報員だと聞いていたのだが……）

　どうやら責任逃れが上手なタイプの「ベテラン」だったようだ。国外任務が初めてのイヴリンと組ませるには不適切な人選だった。いや、人選を問題にするなら、派遣したイヴリンを含めて不適切だったと言わざるを得ないだろう。

　そもそも作戦自体の吟味が不十分だった。自分が現地の情勢を甘く見ていたのを認めないわけにはいかない。──カノープスは反省と共にそう考えた。

　そして彼は作戦の中止と再立案、イヴリンの召還を決意した。





◇　◇　◇






　襲撃事件の翌日、入院している遼りよう介すけを藤ふじ林ばやしがお見舞いに訪れた。真ま由ゆ美みも同行していた。

「手術は無事に成功したそうですね。少しホッとしました」

　藤ふじ林ばやしが目を覚ましていた遼りよう介すけに声を掛ける。目付きがしっかりしているので、麻酔は切れているようだ。

「申し訳ありません。不覚を取りました……」

　遼りよう介すけは口く惜やしげに顔を歪ゆがめる。多少痛みもありそうな感じだった。

「不覚だなんて、そんな。何も盗まれることなく、賊は撃退したじゃありませんか」

　真ま由ゆ美みが遼りよう介すけに慰めの言葉を掛ける。

「……警備員の皆さんは、どんな具合ですか？」

「怪け我がは、大したことはありません。魔法的な影響も対処済みです」

　遼りよう介すけの問い掛けに、藤ふじ林ばやしは正直な答えを返した。

　真ま由ゆ美みは警備員を［雹嵐ヘイルストーム］の範囲外に置いていたし、［バベル］によって麻ま痺ひした言語機能は夕ゆう歌かが左側そく頭とう葉ように食い込んだ魔法式を除去して回復させていた。

「入院が必要なのは遠とお上かみさんだけですよ」

「そうですか……」

　再び遼りよう介すけの顔が曇った。

　遼りよう介すけを励まそうと真ま由ゆ美みが口を開く。

　だが藤ふじ林ばやしのセリフの方が早かった。

「相手の魔法師にも十分なダメージを与えたから、撃退できたのでしょう？」

「……肋ろつ骨こつを折った手応えがありました」

「でしたら相討ちですね」

「そうでしょうか？」

「そう思います」

　客観的に、事実を指摘する口調。この藤ふじ林ばやしとの短い遣やり取とりで、負けてもいないのに負けた気分になっているのはある意味で思い上がりだと遼りよう介すけは気付いた。その裏には「勝てないのは情けない」という思いが潜んでいると気付かされた。

　自分が最強というわけではないのだ。常勝不敗というわけにはいかない。そんな当たり前のことを彼は思い出した。

　慰めにはならなかったが、遼りよう介すけの落ち込んでいた気分がフラットになった。

「それにしても遠とお上かみさんの魔法シールドをナイフで貫くなんて、只ただ者ものではありませんね。正体に何か心当たりはありませんか？」

「……正体と言われても、私は魔法師社会に余り詳しくありませんし……。そう言えば、あの男は『ルゥ・ドンビン』と名乗っていました」

「ルゥ・ドンビン……呂りよ洞どう賓ひんですか」

　古式魔法師の血筋を持ち兵力として現代魔法を運用する特殊部隊に所属していた経歴から、藤ふじ林ばやしは現代魔法師にも古式魔法師にも詳しい。彼女は『ルゥ・ドンビン』の音韻を、東亜大陸伝説の仙人『呂りよ洞どう賓ひん』とすぐに結び付けた。

「シールドを破られた時はどんな感じがしましたか？」

　藤ふじ林ばやしは質問を重ねた。

　遼りよう介すけが眉間に皺しわを寄せて考え込む。脇腹の手術からまだ半日も経たっていない。戦闘と手術で体力を消耗しているのだろう。遼りよう介すけの表情は少し辛つらそうだ。

　だが藤ふじ林ばやしは遼りよう介すけを見詰めたまま答えを待った。真ま由ゆ美みが目で中止を訴えているのは無視した。

　真ま由ゆ美みは本当にお見舞いに来たのだが、藤ふじ林ばやしの主な目的は事情聴取だ。敵の手の内は可能な限り探り出しておかなければならない。現状で情報源が遼りよう介すけしか存在しない以上、相手が怪け我が人にんでも根掘り葉掘り訊たずねる格好になるのは避けられなかった。

「……アーマーはナイフで貫かれたのではないと思います」

　藤ふじ林ばやしはシールドと言い、遼りよう介すけはアーマーと言った。意味するものは同じ。一般的な名称は「魔法シールド」。遼りよう介すけは［リアクティブ・アーマー］の省略形で「アーマー」と表現しているだけだ。

「ヤツの胸を殴った直後にアーマーを消されていました」

「接触によって魔法を強制解除されたのですか？　……中和かしら」

「中和？」

　鸚おう鵡む返がえしの、遼りよう介すけの反問。

　藤ふじ林ばやしの表情は、何か心当たりがありそうなものだ。

　だが彼女は「いえ、何でもありません」としか答えなかった。




　藤ふじ林ばやしは疲れさせてしまったことを遼りよう介すけに謝罪して、病室から出て行った。

　個室には真ま由ゆ美みと遼りよう介すけの二人きり。室内に気まずい空気が漂い始める。

　甘い空気、でないところが、やや残念だが。

「あの、えっと……七さえ草ぐささんは、お怪け我がはありませんでしたか？」

　遼りよう介すけが焦あせり気味に話し掛けたのは、沈黙が耐えられないものになる予感があったからだ。

「はい、大丈夫です。御お蔭かげ様さまで……」

　真ま由ゆ美みに少しホッとした素振りが見られるのも、同じ理由だった。

「ローラ・シモンを相手に無傷とはさすがですね」

「いえ、もっと厄介な相手を遠とお上かみさんが引き受けてくださったので」

　徐々に調子を取り戻した真ま由ゆ美みが、七さえ草ぐさ家ご令嬢の笑みを遼りよう介すけに向ける。

　遼りよう介すけにとって最高の女性はレナだ。だが彼がレナに向ける感情は好意を超えた崇拝であり、神聖視の余り恋愛対象どころか生身の人間とも認識できていないところがある。

　真ま由ゆ美みの洗練された作り笑いは、レナの上品でありながら素朴な、作られていない笑みには無い計算された魅力──魅了の力があった。

　真ま由ゆ美みに遼りよう介すけを誘惑する意図は無い。彼女の「作り笑い」は、作ろうと意識する必要が無いレベルまで洗練され完成されていた。

　不意に口ごもってしまった遼りよう介すけに、真ま由ゆ美みは笑みを浮かべたまま小首を傾かしげる。その無邪気そうな仕草にも、相手の好意を引き出すべく研けん鑽さんされた技巧が詰まっていた。──無論、「小首を傾かしげる」練習を真ま由ゆ美みがしていたというわけではない。ダンスやマナーのレッスンで磨かれた立ち居振る舞いがこういうちょっとした仕草にも反映されているだけだ。

「もしかして、ご気分が優れないのではありませんか？」

　そう言いながら真ま由ゆ美みは上半身を屈かがめて遼りよう介すけの目をのぞき込む。真ま由ゆ美みはおそらく、遼りよう介すけが痛みを隠していないかどうか確かめようとしているだけだ。

　だが上から顔を近付けられるというのは、身長の関係で普段見下ろしている方からすれば居心地が悪いものだ。相手が魅力的な異性となれば、照れ臭さが耐え難がたいものになる。

　自然な反応として（？）遼りよう介すけは目を逸そらした。

　ただ顔を背けるのは、あからさますぎて気が引ける。心配してくれている真ま由ゆ美みに失礼な気がした。故に遼りよう介すけは、顔を動かさずに目線を下に向けた。

　その結果、視界に飛び込んできたのは小柄な身体からだに似合わぬ豊かな胸だ。

　素肌が見えているわけではない。真夏にも拘かかわらず、真ま由ゆ美みは露出が少ない半袖のブラウスを着ている。

　だが、露出が少ないといっても夏物だ。透けてこそいないが、生地は薄い。これほど間近では、下着に包まれた胸の形が否いや応おうなく分かってしまう。

　遼りよう介すけは慌てて目を瞑つぶった。

　その反応で、真ま由ゆ美みはようやく自分の体勢が与えている影響に気付いた。

　真ま由ゆ美みは慌てて身体からだを起こし、胸を隠すように両手を上げて羞はじらいに頰を染めた。

　その一つ一つの動作が蠱こ惑わく的で、遼りよう介すけをさらに居たたまれなくさせる。

　居たたまれないのは、真ま由ゆ美みも似たようなものだった。遂ついに耐えきれなくなったのか。取って付けたような辞去のセリフを口にして、真ま由ゆ美みはそそくさと病室を後にした。





◇　◇　◇






　ウズベキスタン、ブハラ。現地時間、八月十二日午前九時。日本時間、同日午後一時。

　達たつ也やは衛星電話で藤ふじ林ばやしから報告を受けていた。

「……なる程。シールドに接触することで、それを消したのですね」

　彼が聞いているのは病院で行った遼りよう介すけの事情聴取の結果だ。

『逆位相の想サイ子オン波で中和したのではないかと思われます』

　藤ふじ林ばやしの推測に、達たつ也やは「同感です」と相あい槌づちを打った。

「敵は呂ルウ洞ドン賓ビンと名乗ったということですが……」

　そして、敵の正体を再確認した。

『はい。おそらく「八はつ仙せん」でしょう』

　大だい亜あ連れん合ごう軍の特殊工作部隊、古式魔法師の戦闘員で構成される精鋭チーム『八はつ仙せん』。その存在は独立魔装連隊が大隊の頃から要注意集団としてマークしていた。独立魔装大隊に所属していた当時の達たつ也やは詳しい情報を渡されていなかったが、概要だけは教えられていた。おそらく現時点でも、『八はつ仙せん』については藤ふじ林ばやしの方が詳しいだろう。

「大だい亜あ連れん合ごうがＦＡＩＲフエアに目を付けたということですか」

『ＦＡＩＲフエアは大だい亜あ連れん合ごうと敵対関係にあった顧グ・傑ジーが黒幕となって創設した組織だと聞いていますので、以前からあった繫つながりではないでしょう。今回の警察からの逃亡を助けた華か僑きよう人脈を通じて接触したのではないかと』

「おそらく、そんなところでしょう。しかし今回の事件で問題となるのは、ＦＡＩＲフエアではありません」

『仰おつしやるとおりだと思います』

　今度は藤ふじ林ばやしが達たつ也やの指摘に相あい槌づちを打った。

『大だい亜あ連れん合ごうの西側を活動地域にしていた『八はつ仙せん』が何な故ぜアメリカのＦＡＩＲフエアと手を組み、何な故ぜ日本で強盗を働こうとしたのか。どうにも目的が読めません』

「これはまだ憶測に過ぎませんが、ＦＡＩＲフエアが発掘した先史文明の魔法に興味を持ったのかもしれません」

　藤ふじ林ばやしの困惑に、達たつ也やは一つの仮説を示す。

『先史文明魔法［バベル］が目的だったと？』

「もしそうであれば今回の襲撃に［バベル］が使用されたのも、呂ルウ洞ドン賓ビンが誘導した結果なのかもしれませんね」

『呂ルウ洞ドン賓ビンがＦＬＴ襲撃に協力したのは［バベル］を観測するのが目的だったということですか？』

「そう考えれば、あっさり引き下がった理由も説明が付きます」

　肋ろつ骨こつ骨折による撤退を「あっさり」と達たつ也やは表現した。

　藤ふじ林ばやしは一瞬違和感を覚えたが、「確かに精鋭工作部隊なら、その程度で引き下がるのはおかしい」と思い直した。




　藤ふじ林ばやしとの通話を終えた達たつ也やは、そのまま衛星電話で別のナンバーをコールした。

　三回、四回と呼び出し音が重なる。七回を数えてもまだつながらない。

　日本は午後一時過ぎだ。仕事が忙しくて手が離せないのかもしれない。

「後でかけ直すか」と達たつ也やが考えた、ちょうどそのタイミングで応答があった。

『すみません、お待たせしました！　文ふみ弥やです』

　電話口から聞こえてくる文ふみ弥やの声には焦あせりが感じられる。やはり相当忙しいようだと達たつ也やは思った。

「忙しそうだな。こちらこそすまない。掛け直すから都合の良いい時間を教えてくれ」

『いえ、大丈夫です！　御用は何でしょうか？』

　文ふみ弥やの声から感じられる焦あせりの色が一層濃くなった。「無理をしているのではないか」と達たつ也やは思ったが、彼も用があって電話を掛けている。ここは遠慮をしないことにした。

「ＦＬＴ襲撃の件は知っていると思う」

『あっ、はい。驚きました。僕たちが警備していれば、賊を逃がしたりはしなかったんですが……』

「あの事件の後始末に力を貸してもらいたい。仕掛かり中の案件を抱えているところに申し訳ないのだが……」

『大だい亜あ連れん合ごう軍の工作員が絡からんでいるんですよね？　でしたらそちらの優先度の方が高いです。犯人を捕まえれば良いいんですか？』

　文ふみ弥やは張り切っていた。前のめりと言って良いほど前向きだった。

「いや、捕まえるのは俺がやる。一つ確かめてみたいことがあるからな」

『分かりました。それでは早速捜索に掛かります』

　達たつ也やがオーダーを口に出す前に、文ふみ弥やは達たつ也やが求めていることを理解した。

『対象は呂ルウ洞ドン賓ビンとローラ・シモンの二人ですね？』

「いや、呂ルウ洞ドン賓ビンだけで良いい。ローラ・シモンはついでで構わない」

　しかし残念ながら、以心伝心とはいかなかったようだ。

『呂ルウ洞ドン賓ビンとローラ・シモンが別行動しているとお考えなんですか？』

「五分五分だな。だがローラ・シモンは我々が動かなくても、古式の術者が放置しないだろう」

　揶や揄ゆ含みの口調で達たつ也やが言う。

『そうですね。伝統各派にとって魔女は「有害外来種」ですから』

　文ふみ弥やは大真面目な声音でそれに応じた。

　そして二人は衛星電話回線を挟んで、声を揃そろえて笑った。
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　達たつ也やは衛星電話機を、ホテルの部屋のベランダで使っていた。二件の通話を終え達たつ也やが部屋の中に戻ると、そこには同室の兵ひよう庫ごだけでなく深み雪ゆきとリーナの姿もあった。

「達たつ也や様、藤ふじ林ばやしさんからですか？」

　深み雪ゆきの問い掛けに、達たつ也やは「そうだ」と頷うなずく。

「昨日の襲撃の件で遠とお上かみから聴取した話を報しらせてくれた」

　そして、こう付け加えた。

「犯人はやっぱり、ＦＡＩＲフエアの一味だったの？」

　今度はリーナが、せっかちに訊たずねる。

「襲撃犯は二人組。一人はＦＡＩＲフエアのローラ・シモンで、もう一人はルゥ・ドンビンと名乗ったそうだ」

「ルゥ・ドンビン？　チャイニーズなの？」

「正体はおそらく、大だい亜あ連れん合ごう軍の魔法師工作員だ」

「ＦＡＩＲフエアが大だい亜あ連れん合ごう軍と手を組んだのですか!?」

　深み雪ゆきが驚きを露あらわにする。

「おそらくな」

「一体どうやって!?」

　リーナは憤慨しているようだ。

　何に憤いきどおっているのかは、次のセリフで分かった。

「西海岸に工作員の侵入を許したっていうの!?」

　ＦＡＩＲフエアの方から大だい亜あ連れん合ごう軍に助けを求める伝つ手てがあるとは思えない。大だい亜あ連れん合ごう軍の方から、工作員かエージェントを使って逃亡中のロッキー・ディーンかローラ・シモンに接触したと考えるのが妥当だ。それは取りも直さず、大だい亜あ連れん合ごうの工作員がＵＳＮＡ西海岸に潜入したことを意味していた。

「華か僑きよう人脈を使ったのだろう。統制国家でもなければ鎖国しているわけでもないんだ。外国からの侵入を完全に防ぐというのは現実的じゃない」

「それは、そうだけど……」

　達たつ也やに宥なだめられて、リーナは取とり敢あえず落ち着いた。

「そのルゥ・ドンビンだが、看過できない魔法技能を使っている」

「特殊な魔法なのですか？」

　深み雪ゆきも既に平常心を取り戻している。彼女は落ち着いた口調で達たつ也やに訊たずねた。

「遠とお上かみの個体装甲魔法が無効化された」

「……それの何が気になるの？」

　リーナは不思議そうだ。達たつ也やが何を問題視しているのか、分からないのだろう。

「遠とお上かみの個体装甲魔法は旧第十研で開発されたものだ。強度だけなら［ファランクス］に匹敵する」

「……だから？」

「十じゆう文もん字じ家けの［ファランクス］は十じゆつ師し族ぞく最強の防御魔法。それに匹敵する遠とお上かみさんの個体装甲魔法を無効化したということは、十じゆつ師し族ぞくの魔法ではルゥ・ドンビンの攻撃を防げない……。そういうことですよね、達たつ也や様」

　達たつ也やがリーナの疑問に回答するより先に、深み雪ゆきが答えを推測してみせた。

「なる程」

　リーナは深み雪ゆきの推理に納得した。

「それだけではない」

　だが達たつ也やにとって、正解はその一つだけではなかった。

「遠とお上かみの個体装甲魔法を無効化した方法も重要だ。同じ無効化技術を持つ敵と戦う場合に備えて、手の内を知っておかなければならない」

「……ご自分で戦われるのですか」

　問い掛ける深み雪ゆきの声には、隠し切れない不安が滲にじんでいた。

「そのつもりだ」

　一方、達たつ也やの表情には迷いが無かった。当然──と言って良いのか──不安も見られない。

「魔法無効化手段が分からない状態で対決されるのは、危険ではないでしょうか」

「全く分からないわけではない。おおよその見当は付いている」

「そうなのですか？」

「おそらく、呪じゆ詛そ返しの技術を応用した中和だ」

「呪じゆ詛そ返し……？」

「中和、ですか……？」

　リーナと深み雪ゆきが、揃そろって小首を傾かしげる。

　しかし達たつ也やは、それ以上の詳しい説明はしなかった。
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　レナは硬い表情のイヴリンを前にして、緊張を覚えていた。

　場所はサマルカンドのホテルだ。部屋を訪ねてきたイヴリンに「話がある」と言われて、レナは彼女を中に招き入れた。

　椅子を勧めても、イヴリンは中々腰を下ろそうとしない。レナも仕方無く立ったままだ。

　部屋の中はイヴリンと二人きり。

　レナは息苦しさを感じ始めていた。

「先程、本国から帰還命令を受領しました」

　イヴリンがようやく口を開いた。その内容は、思い掛けないものだった。

　しかし、考えてみれば不思議ではない。一昨日、市内であんな騒ぎを起こしたのだ。

　人通りが少ない街外れとはいえ潜入している外国の市中で魔法の撃ち合いなど、外交上の問題に発展してもおかしくない。いや、既に外交問題化しかけているのかもしれなかった。

「ミズ・フェール。貴女あなたがたはどうしますか？」

　レナは無言で瞬まばたきを繰り返した。質問の内容が意外すぎて、咄とつ嗟さに答えを返せなかったのだ。

「……もちろん帰国します。私たちにはこの国に留まる理由がありません」

　短くない沈黙の後、ようやく絞り出したレナの答えにイヴリンの強こわ張ばっていた表情が動く。「あっ！」という、度ど忘わすれしていたことを思い出したような顔になった。

　実際に度ど忘わすれしていたのだろう。レナはイヴリンがＩＰＵに入国する為ための口実に使われて、ここサマルカンドまで連れてこられた。その事実が頭にあったのなら「自分は帰国するが貴女あなたはどうするのか？」＝「自分は帰国するが貴女あなたはこの国に残るか？」などという質問が出てくるはずはなかった。

「そうですね……。失礼しました。帰りのチケットは領事館に用意させます」

　イヴリンは別人のように殊勝な態度だ。

　相当厳しく𠮟られたのだろうな、とレナは少し同情した。
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　呂ルウ洞ドン賓ビンの居場所に関する電話が達たつ也やに掛かってきたのは、調査を依頼した翌日の夜、早めの夕食を終えて部屋に戻った直後のことだった。

「もう分かったのか。陳腐な褒め言葉だが、さすがだな」

『陳腐であっても達たつ也やさんからのお褒めであれば喜んで受け取ります。ただ、一つ言わせてください。何な故ぜ文ふみ弥やにばかりお電話なさいますの？　偶たまには私に掛けてくださっても良いではありませんか』

　衛星回線の向こうで不満を漏らしているのは亜あ夜や子こだった。

「気が付かずに済まない。次は亜あ夜や子こに頼むことにしよう」

『約束ですよ』

　言い方はツンツンしているが、電話機から聞こえてくる亜あ夜や子この声調は、上向いた機嫌を隠そうとして隠し切れないという印象のものだった。

『それで、呂ルウ洞ドン賓ビンの潜伏先ですけど……』

　仕事モードに口調を切り替えて亜あ夜や子こが調査結果を報告する。

「……西にし川かわ口ぐちか。意外、でもないな」

　旧埼さい玉たま県南部、西にし川かわ口ぐち。その地名を聞いて、達たつ也やは独り言のように呟つぶやいた。

　五年前に起こった大だい亜あ連れん合ごう軍の侵攻で、横よこ浜はま一帯では漢人や華か僑きように対する警戒感が高止まりしている。中ちゆう華か街がいには厳しい目が向けられ、商店やレストランの客足は回復していない。

　中ちゆう華か街がいだけでなく、鶴つる見みから横よこ須す賀かに掛けての広い範囲でこの傾向が続いていた。そのような事情を考慮すれば、大だい亜あ連れん合ごうの工作員が潜伏先に東京湾岸より内陸部を選ぶのは妥当かもしれない。

『それから、ローラ・シモンですが……』

「見付からなかったか」

　途端に歯切れが悪くなった亜あ夜や子この口調から、セリフの続きを推測するのは容易だった。

『達たつ也やさんが仰おつしやったとおり、別行動を取っているようです』

　亜あ夜や子この声音に混じった諦念はローラを発見できなかったことに対してではなく、達たつ也やに見透かされてしまったことに対してだった。

「文ふみ弥やにも言ったが、今は呂ルウ洞ドン賓ビンを優先する。見失わないように監視してくれ」

『それはもちろん、心得ております』

「明日、いったんそちらに戻る」

『お待ちしております』




　ベランダから室内に戻った達たつ也やは兵ひよう庫ごに声を掛けた。

　既に立ち上がっていた兵ひよう庫ごが「お呼びでしょうか」と応える。

「明日は調査を中断して、いったん帰国します」

「かしこまりました。お荷物は如何いかが致しましょう？」

「このままホテルに置いておいてください」

「そのように致します」

　頭を下げる兵ひよう庫ごに頷うなずいて、達たつ也やは昔風の受話器を取った。そして、隣の部屋に内線電話を掛ける。

『達たつ也や様、何か御用ですか？』

　隣の部屋で受話器を取ったのは深み雪ゆきだった。

「明日のことで相談がある。すまないがリーナを連れて部屋に来てくれないか」

『かしこまりました』という深み雪ゆきの答えを聞いて、達たつ也やは受話器を置いた。




　深み雪ゆきとリーナの二人が部屋に来たのは、五分近くが経過した後だった。

　時間が掛かった理由はすぐに分かった。二人は明らかにメイクを直していた。

　無論、五分程度の時間で達たつ也やは彼女たちを咎とがめはしない。達たつ也やは二人をテーブルの前に座らせて、兵ひよう庫ごに飲み物を依頼した。

「呂ルウ洞ドン賓ビンの居場所が判明した。明日は調査を中断する」

　シャンバラ探索の中断は予定されていたことだったので、深み雪ゆきにもリーナにも驚いている様子は無かった。

「日本にお戻りになるのですか？」

　深み雪ゆきの質問も確認の為ためのものだ。

「高たか千ち穂ほを経由して巳み焼やき島しまに降りる」

　達たつ也やが答えたタイミングで兵ひよう庫ごが飲み物を三人の前に置く。彼が用意したのは緑茶だった。

「兵ひよう庫ごさん」

　お茶を配り終えた兵ひよう庫ごに達たつ也やが話し掛けた。

「はい、達たつ也や様」

「この後、先日、宇宙服を取り寄せた空き地まで運転してもらって良いですか」

「ご命令のままに」

　兵ひよう庫ごはいつもどおり、恭うやうやしく頭を下げた。

「わたしもご一緒して良いですか？」

「当然、ワタシたちも一緒よね？」

　似たような眼まな差ざしで同行を求める二人は、顔立ちの差異にも拘かかわらず仲が良いい姉妹のようだ。今の深み雪ゆきは婚約者でリーナはその親友兼護衛だが、達たつ也やは妹が二人になったような気分になった。その気が無くても、思わず頷うなずいてしまいそうだ。

「最初から二人にも来てもらうつもりだった」

　もっとも今回は彼の方から同行を頼む予定だったので、この展開は話が早かった。
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　現地時間午後十一時。達たつ也やはウズベキスタン、カガン郊外の空き地で星空を見上げていた。背後にはボックスワゴン車を改造したキャンピングカーが駐とまっている。

　彼の服装はスキンタイトタイプの宇宙服。身体からだに密着したスーツは、ツナギやドライスーツよりレーシングスーツ、もっと言うなら特撮戦隊ものの戦闘スーツに防火服のフードを被かぶったような印象のものだった。

　キャンピングカーのリアゲートが開く音に達たつ也やが振り返る。

　出てきたのは、達たつ也やと同じ宇宙服を着た二つの人影。身体からだに密着したスーツのボディラインが優美なカーブを描いていることから、女性であることが分かる。フードと一体化している不透明なバイザーで顔は見えない。だがシルエットだけで美人オーラを漂わせているその二人は、深み雪ゆきとリーナだ。

「サイズは問題無かったようだな」

　会話の距離まで近付いてきた二人に達たつ也やが声を掛ける。と言ってもフードは完全に気密されているので、通信器を通してだ。

『あの、おかしくありませんか？』

　深み雪ゆきの声が耳元から聞こえてくる。身を寄せ合う距離で囁ささやかれているような感じだ。

　深み雪ゆきだから違和感は無いが、相手が変われば少々変な感じがするかもしれない。達たつ也やはそう思った。

「いや、少しもおかしな所は無い。立派なアストロノートだ」

　歴史的に言えば「アストロノート」は「アメリカで訓練をした宇宙飛行士」のことを指していたのだが、達たつ也やは一般的な意味でこの言葉を使っていた。

『ワタシはどう？』

　耳元から聞こえてくるリーナの声は、やはり奇妙な感覚をもたらす。

「もちろんリーナもだ。何も違和感は覚えない」

　声以外は、と達たつ也やは口に出さずに付け加えた。




　宇宙服は宇宙船外活動ＥＶＡの為ためのツールである。地球外天体有人探査が一世紀以上にわたり行われていない現状では、宇宙遊泳の為ための道具と言っても間違いではない。

　その宇宙服を深み雪ゆきとリーナに着せた理由は、言うまでもないだろう。

「これが宇宙なのですね……！　体感は飛行魔法に似ていますが……駄目ですね。とても言葉では言い表せません……」

　深み雪ゆきが感極まって言葉を失えば、

「アハッ！　これが宇宙！　前から来てみたかったのよね。凄すごく良いいわ！　アハハハハハ！」

　リーナは興奮の余りおかしなテンションになっていた。

　達たつ也やはそんな二人を微ほほ笑えましげに見ている。

　眼めの前まえには夜の地球。背後には巨大な衛星軌道居住施設オービタル・レジデンス。上と下と左右には暗黒の宇宙に浮かぶ星々。三人は［仮想衛星エレベーター］で高たか千ち穂ほの前に来ていた。

「宇宙はお気に召しましたか？」

　通信機越しに話し掛けられて、深み雪ゆきとリーナは背後へ振り返った。足場が無い宇宙空間だが、宇宙服に飛行魔法デバイスが付属しているので思いどおりに動ける。──なお達たつ也やは、話し掛けられる前に振り返っていた。

「光み宣のる君！」

「ミノル！　宇宙服は!?」

　振り返った深み雪ゆきとリーナは、驚きよう愕がくの余り叫んだ。

　光み宣のるは普段着姿で、宇宙空間に立っていた。

「一々着込むのが面倒なんですよ」

　もっとも、彼女たちはすぐに驚きから抜け出した。

　肩を竦すくめる光み宣のるを見ても、呆あきれることすら無い。彼女たちもここに長期間住んでいたら、光み宣のると同じく毎回宇宙服を着ようとは思わなくなるに違いなかったからだ。

　対物・対放射線シールドの中に空気を取り込んで外に出る。光み宣のるだけでなく深み雪ゆきにもリーナにも、彼女たちの魔法技能を以もつてすればそれほど難しいことではなかった。

「……ここは確かに絶景ですが、そろそろ中に入りませんか？」

　光み宣のるの目は達たつ也やに向けられているが、彼の言葉が向けられているのが深み雪ゆきとリーナの二人であることは明らかだった。




　達たつ也や、深み雪ゆき、リーナ、光み宣のるの四人は高たか千ち穂ほの居住区画で一つのテーブルを囲んでいた。

「どうぞ」

　水み波なみが四人の前に一つ一つ飲み物を置いた。カップに注がれたコーヒーだ。深み雪ゆきとリーナの分にはコーヒーに加えて、泡立てたミルクが入っている。

「本当に、下と同じ生活ができるのね……」

　コーヒーカップを手に取ったリーナが、感心を込めてしみじみと呟つぶやいた。

　この高たか千ち穂ほの居住区画は人造レリック・マジストアに保存した重力魔法によって、地上と同じ一Ｇの重力に保たれている。気圧も一ａアｔトｍム（一気圧）。中にいると、ここが宇宙だということを忘れてしまいそうだ。

　その思いは深み雪ゆきも同じだった。

　二人とも、達たつ也やがこの施設をそういう風に設計したことは知っていた。だが実際に経験してみると、予想以上に地上そっくりな環境だった。

「光み宣のる。水み波なみも、こんな時間にすまないな」

　光み宣のるたちは日本時間に合わせて生活している。今は日本時間で、もうすぐ午前四時になるところだ。あらかじめ了解を取っていたとはいえ、間違いなく訪問には迷惑な時間だ。

「いえ、お気になさらぬようお願いします」

　光み宣のるよりも先に水み波なみが、以前と変わらぬ恭うやうやしい態度で応えた。

「むしろ、来てくださって嬉うれしいです。特に水み波なみさんは、皆さんのお見えを今か今かと楽しみにしていましたので」

　その後に光み宣のるがすかさず、こう付け加えた。

「光み宣のる様!?」

　水み波なみが顔を赤くして抗議の声を上げる。ただしそれは明らかに、怒りによる赤面ではなく羞恥によるものだった。

　恨めしげな目を向けてくる水み波なみを、光み宣のるは愛いとおしげに見詰め返している。その愛情に満ちた眼まな差ざしに、水み波なみの顔はますます赤みを増した。

　水み波なみが先に目を逸そらす。

　光み宣のるの眼まな差ざしに更なる愛いとしさがこもり、彼は意識せず優しい笑みを浮かべた。

　ただ──彼が余裕を持っていられたのは、ここまでだった。

「……二人とも、上う手まくやっているようね。わたしも嬉うれしいわ」

　横から掛けられた深み雪ゆきの言葉に、光み宣のるの顔も水み波なみに負けないくらい真っ赤になった。




　話し合いが再開したのは、と言うより本題にようやく入れたのは十分後のことだった。

「次に日本に近付いたタイミングで、俺たちは巳み焼やき島しまに降りる」

「分かりました。それに合わせて軌道を調節しておきます」

　高たか千ち穂ほは同一高度であれば南北に各三十度まで軌道を変えることができる。スラスターによる軌道変更ではなく、飛行魔法と同じ原理の魔法による軌道変更だ。魔法による事象改変には復元力が働くから、一定時間を掛けて自動的に元の軌道に復帰する。

「敵の魔法師、呂ルウ洞ドン賓ビンの所には俺一人で行く。深み雪ゆきとリーナには巳み焼やき島しまで待機してもらう」

　達たつ也やのこのセリフを聞いて、光み宣のるは深み雪ゆきとリーナに「それで良いいんですか？」という目を向けた。

　深み雪ゆきは無表情を作って「納得してはいないが、大人しく従う」という意思を示し、リーナは眉尻を下げた力の無い笑みで「仕方無い」という諦めを表現した。

「……光み宣のると水み波なみも、一緒に降りるか？　ただ俺の帰りを待つより、その方が深み雪ゆきたちも楽しいだろう」

　光み宣のる、深み雪ゆき、リーナのアイコンタクトを目め敏ざとく認めた達たつ也やが、予定外の提案をした。

「あっ、いえ、そうですね……」

　光み宣のるが目を泳がせる。

「……それでは、水み波なみさんだけお世話になって良いいですか？」

　光み宣のるは少し考えて、そのような申し入れをした。

　達たつ也やが深み雪ゆきに目を向ける。

「達たつ也や様がお留守にされていると、男性一人で光み宣のる君も居心地が悪いでしょうからね……。水み波なみちゃん、達たつ也や様のお仕事が片付くまで、付き合ってもらえないかしら」

「私でよろしければ喜んで」

　いきなり話を振られても、水み波なみは慌てなかった。

「ミノルも来れば良いのに」

　リーナが卓ちや袱ぶ台だいをひっくり返すようなことを言ったが、光み宣のるは微かすかに笑いながら無言で首を横に振った。




　テーブルは、女性だけのお茶会に移行していた。

　達たつ也やは恒星炉を始めとする魔法システムを点検しておきたいという口実でその場を離れ、光み宣のるも達たつ也やに付いて来た。

　ただ点検というのは、中身の無い口実ではなかった。

「──宇宙空間だからといって、劣化が早いわけではないようだな」

「それをうかがって安心しました」

　達たつ也やは高たか千ち穂ほに使われている人造レリック・マジストアを一つ一つ丁寧に見て回った。

　全ての人造レリックを点検し終えた達たつ也やは、基になった潜水艦の発令所を改造した情報センターで、光み宣のるに「一休みしよう」と提案した。

　光み宣のるがサポートのパラサイドール『マルコ』に、水波に気付かれずに水を持ってくるよう命じる。

　光み宣のるは中性的な外見のパラサイドールが持ってきたプラスチックのコップを二つとも受け取り、一つを達たつ也やに差し出した。

「今回の敵は、僕がチベットで戦った連中の仲間だそうですね」

「推測だが、間違いないだろう」

　コップを差し出しながら掛けられた問いに、達たつ也やは推測と言いながら確信をのぞかせる口調で答えた。

「そうだ。お前の意見を聞かせてもらいたいことがある」

　そして達たつ也やには珍しいことだが、「今思い付いた」という表情でこう言った。

「何でしょうか？」

「チベットで戦った『八はつ仙せん』と思われる道士だが、魔法を無効化する術を使ったのだったな」

「ええ。その術についてお訊ききになりたいんですか？」

「そうだ。光み宣のるはどうやって無効化していると考えている？」

「少なくとも術式解体グラム・デモリツシヨンや術式解散グラム・デイスパージヨンではないと思います」

　光み宣のるは慎重な答えを返した。これは、彼も魔法無効化術式について考察を重ねていて、まだ結論を出せていないからだった。

「そうか。俺は『呪じゆ詛そ返し』の技術を応用した中和ではないかと考えているのだが、光み宣のるはどう思う？」

「……何な故ぜそのようにお考えなのか、理由をうかがっても良いですか？」

　光み宣のるに問い返されて、達たつ也やは藤ふじ林ばやしが聞き出した遼りよう介すけの戦闘情報を話した。

「……相手に攻撃が届いた直後、魔法を無効化されたんですね？　魔法が届いたのと同時ではなく」

「相手も無防備に拳を受けたのではないだろう。回避か、少なくともダメージを軽減する技を使っていたはずだ。それに、打撃に対して全く身体からだを鍛えていないというのも考えにくい。生身の拳撃一発で肋ろつ骨こつを折ったというより、インパクトの瞬間にはまだ、個体装甲魔法の効果が残っていたと考える方が納得できる」

「なる程……。魔法を消すのにわずかなタイムラグがあって、無効化前の一瞬にダメージを与えていた、ということですか」

「そのダメージに拳撃が重なって、骨折という戦果を挙げたのだと思う」

「でも遠とお上かみは骨を折った手応えを感じているんですよね？」

　光み宣のるも達たつ也やに倣ならって、遼りよう介すけのことを「遠とお上かみ」と苗みよう字じ呼び捨てで呼んでいる。

「だったらタイムラグは、ほんの一瞬ですよ？」

「その一瞬が、逆位相の想サイ子オン波を作り出して放つ為ために必要な時間ではないかと考えている」

「……そういえば、思い当たる節があります」

　光み宣のるは少し考えて、記憶を掘り出した。

「僕が敵の攻撃を『呪じゆ詛そ返し』で反射した際、相手は送り返された魔法を無効化できませんでした」

「それにはどのような意味があるんだ？」

「古式魔法の技術的な制約です。『呪じゆ詛そ返し』をさらに『呪じゆ詛そ返し』で反射することはできません。それを許してしまうと、術の威力が無限に上昇してしまいますから」

「──『世界は無限を認めない』、か」

「はい。その原則は古式魔法にも当てはまります」

　達たつ也やと光み宣のるが目を合わせて頷うなずき合う。

「やつらの魔法無効化術式が『呪じゆ詛そ返し』を応用した中和だという推理は、正しいと思います」

　アイコンタクトで確認しあった答えを、光み宣のるは改めて口にした。
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　八月十四日、午前十時。

「達たつ也やさん、深み雪ゆきさん、リーナ。お疲れ様です。水み波なみさんは、お久しぶりね」

　巳み焼やき島しまに降りた四人を出迎えたのは亜あ夜や子こだった。

「迎えに来てくれたのか」

「はい。呂ルウ洞ドン賓ビンの潜伏先へご案内します」

　亜あ夜や子こが達たつ也やに、にっこりと笑い掛ける。

　それに対して達たつ也やは、申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「すまないが、一休みしてから出発したい。昨夜は、ほとんど徹夜だったからな。手の内が分からない相手との戦闘だ。体調を整えておく必要がある」

「そ、そうですね。分かりました、お待ちしております」

　亜あ夜や子こもばつが悪そうな顔になった。
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　達たつ也やと亜あ夜や子こが小型ＶＴＯＬに乗り込んだのは、午後四時過ぎだった。

　ちなみにそれまでの時間、亜あ夜や子こは一人で待っていたのではなく水み波なみとお茶をして過ごしていた。パラサイト化によるものか、水み波なみは余り眠らなくても大丈夫ということだった。本人の弁によると、眠っても眠らなくてもパフォーマンスは変わらないらしい。睡眠時間ではなく魔法行使の累積時間が体調を左右するのだそうだ。

「では行ってくる」

「お気を付けて」

「土産話を楽しみにしているわ」

　何ど処こまでも達たつ也やを気遣う深み雪ゆきと、深刻さの欠片かけらもないリーナ。それに、何も言わずお辞儀をする水み波なみ。

　三人に見送られて、達たつ也やと亜あ夜や子こは巳み焼やき島しまを飛び立った。
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　達たつ也やは巳み焼やき島しまからまず、調ちよう布ふの四よつ葉ば家東京本部ビル屋上のヘリポートに降りた。

　そこから黒くろ羽ば家の部下が運転する自走車で西にし川かわ口ぐちに向かう。達たつ也やが自分で運転しなかったのは彼が今、日本にいるはずがない人間だからだ。何い時つものエアカーを使わなかったのも同じ理由だった。

「達たつ也やさん、お疲れ様です。姉さんもご苦労様」

　午後六時前、現場に着いた達たつ也やと亜あ夜や子こを文ふみ弥やが出迎えた。

　亜あ夜や子こは高たか千ち穂ほから降りてきた達たつ也やたちを出迎えた時から、サマーセーターに薄手のロングスカートという「女子大学生の普段着」姿だったが、文ふみ弥やは何な故ぜかアオザイ（に似た服）を着ていた。
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「ご苦労様。ところで文ふみ弥や、それは変装か？」

　アオザイには当然と言うべきか、男性物もある。だからこの服装だけを見て「女装？」と問うのは間違いなのだが、達たつ也やが迷わず「変装か？」と訊たずねたのは、付き合いの長さによるものだろう。

「はい。この地区の若い住民の間で流は行やっているんですよ」

「そうか」

　正確には「若い女性の間で」と言うべきところを文ふみ弥やは「若い住民の間で」と誤魔化したのだが、達たつ也やは気付かなかったのか、それとも気付かないふりをしたのか、問い詰めたりはしなかった。

　それに実際、「変装」の効果は疑う余地が無さそうだ。通りには文ふみ弥やと似たような格好をした若い女性が何人も歩いている。日本人女性と思わしき人影も見られるが、観光地である中ちゆう華か街がいと違って大陸からの移民・留学・出稼ぎの方が人数は多そうだ。

「ご案内します。こっちです」

「ちょっと待ってくれ。俺も変装する」

　達たつ也やはサマージャケットの内側に隠したマジストアを起動した。保存してある魔法式は認識阻害魔法［アイドネウス］のもの。

「うわっ！　……驚きました。それが［アイドネウス］ですか？」

　いきなり印象が薄くなった達たつ也やに文ふみ弥やが驚きの声を上げる。

「見るのは初めてか？　黒くろ羽ば家には優先的に供給するよう夕ゆう歌かさんに頼んでおいたのだが」

　その反応に、達たつ也やの方が首を傾かしげた。

「私たちには回ってきていません。まだ父のところでテスト中です」

　答えたのは亜あ夜や子こだ。

「もう一ヶ月になるんだが……。随分慎重なことだ」

　達たつ也やが呆あきれ声を漏らす。

　文ふみ弥やは苦笑いを浮かべた。

「……仕方ありませんよ。父さんは達たつ也やさんに頼りたくないんです。多分ですけど、達たつ也やさんの発明を使わずに済む理由を、一所懸命探しているんじゃないでしょうか」

　そう言って文ふみ弥やが両手で達たつ也やの左手を握った。

　まるで女子高校生か、下手をすれば女子中学生がするような無邪気に見える振る舞いだ。

　これには達たつ也やも驚きを露あらわにした。平たく言えばギョッとした。

「こうして触れた感じも普通です。知覚をねじ曲げられているという感じはしません。それなのに認識が薄れている」

　文ふみ弥やが手を放し、至近距離から達たつ也やを見上げる。

「今は分かった上で見ていますから達たつ也やさんだと認識できますけど、知らずにすれ違ったら肩がぶつかっても達たつ也やさんだと気付かないかもしれませんね……。いえ、それどころか一度はぐれたら、もう分からなくなりそうです」

　文ふみ弥やが両手を背中側で組み、一歩、二歩と軽やかな足取りで後ろ向きに下がった。──何だか仕草が女性化しているんじゃないか？　と達たつ也やは思った。

「本当は手をつないでご案内したいところですけど」

「文ふみ弥やっ！」

　苛いら立だちを込めて亜あ夜や子こが文ふみ弥やを𠮟り付ける。

　文ふみ弥やは態わざとらしく首を竦すくめた。

「達たつ也やさんが僕を見失うことはないでしょうから必要ありませんね。ついてきてください」

　文ふみ弥やが跳ねるような足取りで歩き出す。

　その姿はたちまちの内に、黄たそ昏がれの薄闇に紛れた。

「もう……」

　亜あ夜や子こが呆あきれ声を漏らした。

「文ふみ弥やったら何を浮かれているのかしら……。達たつ也やさん、私がご案内しましょうか？」

　罪悪感に塗まみれた表情で亜あ夜や子こが達たつ也やにお伺うかがいを立てる。

「いや、亜あ夜や子こは文ふみ弥やに代わって包囲網全体の指揮を執ってくれ」

　達たつ也やはそう言い残して文ふみ弥やの後を速はや歩あしで追い掛けた。

　その姿はすぐに、文ふみ弥や同様黄たそ昏がれの中に溶け込んでいった。




　目的地は待ち合わせた場所から、彼らの足で五分程の所にあった。

「集合住宅か……」

「オートロックの無いアパートですから侵入は容易ですが、周りに被害が出るのは避けられないでしょうね」

　そう言いながら、文ふみ弥やは「どうします？」という視線を達たつ也やに向けた。

「時間を掛けたくない。このまま踏み込む」

「達たつ也やさんらしい、男らしい決断ですね。憧れます」

　達たつ也やは思わず、まじまじと文ふみ弥やを見詰める。

　彼は「男らしさ」「女らしさ」について一般的な知識しか持っていないが、もしかして文ふみ弥やは女性化しつつあるのではないだろうか。

「何でしょうか？」

　そんな危惧を懐いだいている達たつ也やに、文ふみ弥やは罪の無い顔で小首を傾かしげた。

「──フォローを頼む」

　咄とつ嗟さに取り繕う達たつ也や。

「お任せください」

　達たつ也やにとって幸いなことに、文ふみ弥やに疑いを懐いだいた様子は無かった。




　達たつ也やは［アイドネウス］を切って、一人でアパートに侵入した。

　文ふみ弥やは部下と共にアパートを外から見張っている。万が一、呂ルウ洞ドン賓ビンが達たつ也やの手から逃れ得た場合に備えているのだった。

　呂ルウ洞ドン賓ビンが潜伏している部屋は四階建てアパートの、三階の一番奥。部屋の隣には非常階段がある。階段への入り口は施せ錠じようされているが、この程度の格こう子し戸どは達たつ也やにとって障しよう碍がいにはならない。多分、呂ルウ洞ドン賓ビンにとっても同じだろう。

　一階、二階には確かに住人がいた。

　だが三階に上がって、人の気配が途絶えた。

　逆探知の可能性を考慮して［エレメンタル・サイト］を使っていないから、絶対に誰もいないとは言えない。だが少なくとも、普通に生活している住人がいないのは間違いなかった。

　達たつ也やは警戒感を高めた。次に起こった出来事に対処できたのは、その御お蔭かげと言えるかもしれない。

　慎重な足取りで外廊下を進み、呂ルウ洞ドン賓ビンが潜んでいる部屋の一つ手前まで達たつ也やが来た瞬間。

　その一つ手前の部屋で、爆発が起こった。

　爆風に飛ばされた鉄てつ扉ぴが達たつ也や目掛けて襲い掛かる。

　達たつ也やは咄とつ嗟さに、後退するのではなく前に跳んだ。その判断は間違いではなかった。

　続けざまに、二つ手前の部屋で爆発が起こり同じように鉄てつ扉ぴが弾はじけ飛ぶ。

　鉄筋コンクリートの建物全体が揺れ、構造材があちこち軋きしむ音が聞こえた。

　突入か、脱出か。迷いは一瞬。

　達たつ也やは目の前の扉に手を掛けた。

　ノブを回す。鍵は掛かっていなかった。

（待ち伏せか？）

　罠わなの確信を懐いだきながら、達たつ也やはドアを引き開けた。

　部屋の中から襲い掛かるナイフ。

　魔法による遠隔操作ではなかった。魔法によってあらかじめ探知されるのを避けたのだろう。

　投とう擲てきの技による奇襲。

　達たつ也やは飛んでくるナイフを躱かわさなかった。爆発の前から身体からだに沿って展開していた魔法シールドによって刃を阻はばむ。このシールドは護身用に携行している人造レリックに保存しておいたもので、達たつ也やが自分で構築するより強固なシールドを展開する。

　達たつ也やが右手を背後に回し、バックサイドホルスターから拳銃を抜いた。

　拳銃形態のＣＡＤではなく、九ミリ弾を発射する自動拳銃だ。銃身の下に付いているのはライトでもレーザーポインターでもなく、消音魔法の特化型ＣＡＤ。

　つまりこれは、魔法でサプレッサーを代用するハンドガンの武装デバイスだった。

　だが達たつ也やは、消音魔法を発動せずに拳銃のトリガーを引いた。

　二度も爆発が起こっているのに、今更銃声を隠しても仕方がない。それよりも、消音魔法発動に要するわずかなタイムラグを達たつ也やは避けたのだった。

　ナイフを投げた直後の男は身を隠せていない。達たつ也やが放った銃弾は狙い過あやまたず男の胸に吸い込まれた。

　男が後ろ向きに倒れる。その背後から、別の男がナイフで襲い掛かってきた。

　意表を突かれ、達たつ也やの反応が一瞬遅れる。その男の気配が感じ取れなかったのだ。

　達たつ也やがトリガーを引く。

　男は何と、右手に持つナイフの短い刀身で銃弾を弾き逸そらした。

　ナイフが折れ、跳弾が壁に穴を空ける。

　男が左手で細い短剣を達たつ也やに投げた。

　直感に従い達たつ也やが短剣を避ける。

　顔のすぐ横を通り過ぎていく刃が、シールドを浅く斬り裂いた。

　魔法シールドを中和された感触は無かった。

（刃先に固定した魔法的な力場でシールドを撹かく乱らんしたのか）

　達たつ也やは敵の攻撃を、瞬時に分析する。

　力場の性質までは分からなかったが、何をされたのかは理解した。

　男が新たに取り出したナイフで達たつ也やに斬り付ける。

　その左手を達たつ也やは銃を持つ右手で上に払った。

　間髪を容いれず繰り出された右の刺突を、手首を押さえることでブロックする。

　男が繰り出す膝蹴りには同じように膝を合わせた。

　そうして達たつ也やと男が間近で睨にらみ合あう。

　男はすぐにステップバックしたが、その一瞬で達たつ也やはこの男の気配に気付かなかった謎を解いた。

　銃弾を浴びせた最初の男と、この二番目の男の気配がそっくりだったのだ。

（気配の投映──［木こ霊だま］か）

　自分の気配を木立や岩に投映して敵を撹かく乱らんする忍術を達たつ也やは高校時代、八や雲くもから見せられたことがある。教わったのではなく、その手を使って稽古で叩たたきのめされたのだ。おそらく同じ原理の術で最初の男に自分の気配を貼り付けていたのだろう。

　頭の片隅でそう考えながら、達たつ也やの手はトリガーを引いていた。

　続けざまに浴びせられる銃弾を、男は宙を舞う短剣で全て弾く。

　その短剣は実体の無い糸で操られていた。

　それは、遼りよう介すけから聞いた呂ルウ洞ドン賓ビンが使う魔法の特徴に合致していた。

　別のナイフが達たつ也やに、背後から襲い掛かる。

　これも罠わなの一つなのだろう。

　達たつ也やは半身になってナイフを躱かわした。

　それだけでなく、自分の前を通り過ぎようとするナイフの柄を左手で摑つかみ取とった。

　同時に、遠隔操作の魔法式を分解する。

　術式解散グラム・デイスパージヨンは問題無く通用する、と達たつ也やは心に留めた。

　敵の攻撃に対処している間にも、達たつ也やの右手はトリガーを引き続けていた。

　銃弾がナイフの刀身を折った。

　ほとんどタイムラグ無しで、新たな刃が浮かび上がって盾となる。

　それがもう一度繰り返された。

　拳銃のスライドが、後退した状態で止まる。スライドストップ、要するに弾倉内の弾を撃ち尽くしたのだ。

　呂ルウ洞ドン賓ビンと思おぼしき男──いや、呂ルウ洞ドン賓ビンと言い切って差し支えはあるまい──はチャンスと見たのか、達たつ也やに背を向けてベランダに突進した。

　達たつ也やが［分解］を放つ。

　しかし［分解］の魔法式は呂ルウ洞ドン賓ビンの身体情報に着弾した直後、着弾点から跳ね返った想サイ子オン波動に吞のみ込まれて溶かされた。

（反射までは推測どおり。だが、中和と言うより溶解だったか）

　自分の魔法が無効化された状況を冷静に分析している達たつ也やの視線の先で、呂ルウ洞ドン賓ビンは開け放たれていたベランダから外へ飛び出した。




　アパートの外は文ふみ弥やに率いられた黒くろ羽ばの戦闘員が包囲している。それを知っているから、達たつ也やは慌てなかった。

　ただ、あれだけ派手な爆発が二度も起こったのだ。すぐに警察が駆け付けることだろう。達たつ也やはここにいないはずの人間だ。悠長に構えてもいられない。

　彼は拳銃のマガジンを交換しながらベランダに近付いた。呂ルウ洞ドン賓ビンが飛び出したと見せ掛けて潜んでいるのではないことを確認して、文ふみ弥やとの通信回線を開く。

「何ど処こへ逃げた？」

　達たつ也やは前置きを省いて訊たずねた。別れたとき、文ふみ弥やはアパートのベランダ側にいた。そのポジションが変わっていなければ、脱出した呂ルウ洞ドン賓ビンを目撃しているはずだ。

『アパートの屋根に上がって反対側に逃げました。追跡は続けています』

「位置情報を送ってくれ」

『僕がご案内しますよ』

「分かった。頼む」

　達たつ也やは通信を切って、拳銃をバックサイドホルスターに戻す。

　そして、三階のベランダから地上に飛び降りた。




　文ふみ弥やの案内で、達たつ也やは呂ルウ洞ドン賓ビンに人ひと気けの無い河か川せん敷じきで追い付いた。

　本当は「追い詰めた」と言いたいところだが、包囲網は完成していないし、狙撃手を配置できているわけでもない。辛かろうじて黒くろ羽ばの術者によって、この場に人払いの結界を敷いているだけで、呂ルウ洞ドン賓ビンにはまだ逃走の余地がある。

　追い掛けている達たつ也やだけでなく、追われている呂ルウ洞ドン賓ビンの方でもそろそろ決着を付けたいと考えているのかもしれない。──そう思わせる状況だった。

「お前が呂ルウ洞ドン賓ビンか」

　今更訊きくまでもないことのようにも思われるが、まだはっきりと確認はしていない。最初の一声としては、妥当なものだった。

「そうだ。お前は四よつ葉ばの司し波ば達たつ也やだな」

「四よつ葉ばの」と態わざ々わざ付けた訊たずね方に達たつ也やは小さな違和感を覚えた。

　だが間違いではないので、達たつ也やは「そうだ」と頷うなずいた。

　もっとも、この会話に意味があるのかと問われれば、達たつ也やは首を傾かしげた後「無い」と答えただろう。彼は頷うなずいた直後、拳銃を抜いた。

「ま、待てっ！　わ──」

　呂ルウ洞ドン賓ビンが何かを言い掛ける。

　達たつ也やは構わず呂ルウ洞ドン賓ビンに銃口を向ける。

　呂ルウ洞ドン賓ビンが雑草生い茂る河原に伏せたのは、それとほぼ同時だった。

　ゆったりしたズボンの、左右の裾からナイフが一本ずつ飛び出す。

　達たつ也やがトリガーを引いた。

　ナイフの一本が、空中で銃弾を迎撃する。逃走前と同様に弾き、逸そらそうとする。

　だがアパートで交換した新しい弾倉には、違う種類の銃弾が装塡されていた。

　慣性増大の魔法刻印が施された銃弾は空中の短剣を砕き、呂ルウ洞ドン賓ビンの左肩を掠かすめてその肉を浅く抉えぐった。

　達たつ也やへと向かっていたもう一本のナイフが、慌てて呂ルウ洞ドン賓ビンのところへ戻っていく。まるでそれ自体が意志を持っているかのようだ。

　ナイフを遠隔操作する魔法は、それほど珍しいものではない。達たつ也やが良く知る例としては、スターズの［ダンシング・ブレイズ］がある。

　あちらの方が多分、射程は長い。威力も上回っているだろう。

　だが操作の自由度は、呂ルウ洞ドン賓ビンの魔法の方が優れているように思われた。

　そんなことを考えながら、達たつ也やは再度トリガーを引いた。

　呂ルウ洞ドン賓ビンの側そばに戻ったナイフが銃弾を逸そらす。

　銃弾に付与された慣性増大の魔法は無効化されていた。

　一体何本のナイフを隠し持っているのか、別の刃が達たつ也やに襲い掛かる。

　達たつ也やは飛んでくるナイフに銃口を向けた。

　トリガーを引き、ナイフを破壊する。

　次のナイフが飛んできて、それにも同じように銃撃を浴びせた。

　その一方で、盾に使っているナイフに［術式解散グラム・デイスパージヨン］を行使する。遠隔操作の魔法を消し去られてナイフは雑草の中に落ちた。

　だがすぐにそのナイフは、草の中から浮かび上がった。一瞬で魔法を再発動したスピードは魔法式をストックする未知のテクニックによるものか、そういう道具があるのか、ループキャストと同じ効果を持つシステムを使っているのか。

　ただ、それ以上の動きは無かった。達たつ也やに対する攻撃は止やんだ。

　達たつ也やも、トリガーを引かなかった。

「我々に四よつ葉ばと争う意思は無い！」

　この機を逃すまいとばかり、呂ルウ洞ドン賓ビンが早口で叫んだ。

「ＦＬＴを襲撃しておいてか」

　そう言いながら、達たつ也やは銃口を下げた。

　呂ルウ洞ドン賓ビンが両手を挙げたまま立ち上がる。左手がわずかに下がっているのは、銃弾が抉えぐった傷が痛むのだろうか。

　怪け我がの影響が見られるのはその点だけだ。遼りよう介すけに肋ろつ骨こつを折られた影響は見られなかった。

「あれはＦＡＩＲフエアが望んだことだ。私は本気ではなかった」

　呂ルウ洞ドン賓ビンが強い口調で訴える。

「そんな主張が通るとでも？」

　対照的に、達たつ也やの声は冷淡だった。

「本気なら人造レリックを奪っている！」

「態わざと失敗したと言いたいのか？」

「そうだ。四よつ葉ばと本気で敵対する気は無かったからだ」

「では、何が目的だ。大だい亜あ連れん合ごうの『八はつ仙せん』が何を企たくらんでいる」

　達たつ也やは、拳銃をホルスターに戻した。

「私を『八はつ仙せん』と知っているなら、一つの目的の為ためだけに動いているわけではないということくらい、推測できるだろう。我々の仕事は、そんなに単純なものではない」

　呂ルウ洞ドン賓ビンが挙げていた両手を下ろした。脱力してだらりと垂らす。

「それで？」

　達たつ也やも両腕から力を抜いている。ただ、わずかに肘を曲げていた。

「こうしてお前と二人きりになることも目的の一つだ」

「周りには俺の仲間がいるぞ」

「問題無い……私の目的は四よつ葉ばではない」

　呂ルウ洞ドン賓ビンが下ろしていた両手を背中で組む。「抵抗しない」と見せ付けるように。

　そして口をすぼめ、勢い良く息を吐いた。

　呂ルウ洞ドン賓ビンの口から赤黒い鏃やじりのようなものが飛びだす。

　高速で飛ぶそれは、達たつ也やの胸に吸い込まれた。

「私の目的は、お前だ」

　小声でそう言いながら、呂ルウ洞ドン賓ビンは大きく後ろに跳躍した。

　十メートル近くを跳んで得意げな表情で達たつ也やに目を向ける。

　呂ルウ洞ドン賓ビンが吐き出した鏃やじりは、暗殺者である彼の切り札、［血けつ釘てい穿せん］。自分の血を口の中に絞り出し、それを固めて成形した刃を高速直進移動の魔法で撃ち出すものだ。

　古式魔法の世界では、血は最高の媒体とされている。

　それを材料にして、一つの小宇宙である体内で魔法武器を錬成する。中に魔法防御を無効化する「念」──現代魔法流に言えば条件発動型魔法式──を練り込んで。

　魔法無効化の特殊効果を内側から、防弾・防刃服をも貫く鋭さと速度を外側から与えられた血の鏃やじりは、命中した敵の魔法防御を無視してその肉体に深く突き刺さり致命傷をもたらす。［血けつ釘てい穿せん］は魔法で身を守る戦闘魔法師を暗殺する為ための、「魔法師殺し」の魔法だった。

　呂ルウ洞ドン賓ビンが放った［血けつ釘てい穿せん］は確かに達たつ也やに命中した。命中して達たつ也やの胸に吸い込まれたように、呂ルウ洞ドン賓ビンの目には見えた。

「──何っ!?」

　だがその目は大きく見開かれた。達たつ也やの胸には血の痕あとが見られない。血を流してもいなければ、血が付着してもいない。

［血けつ釘てい穿せん］が身体からだに刺さったならば、当然傷口から血が流れる。

［血けつ釘てい穿せん］が効果を発揮しなかったならば、鏃やじりは血に戻り服を濡ぬらす。

　仮に魔法シールドの無効化に失敗した場合は、シールドの表面で鏃やじりを形作っていた血が飛び散ることになる。何の痕跡も見せずに、吸い込まれるように消え去るなど、呂ルウ洞ドン賓ビンにとってはあり得ない現象だった。

　もっとも、達たつ也やの魔法を知っている者にとっては不可解でも何でもないだろう。血の鏃やじりを分解したのだ。

　だがアパートでは［雲散霧消ミスト・デイスパージヨン］を無効化され呂ルウ洞ドン賓ビンに逃走を許した。同じ魔法無効化術式が仕込まれた［血けつ釘てい穿せん］を今度は何な故ぜ分解できたのか。

　これも別に、謎ではない。答えは「順序」だ。

　アパートでは肉体の分解を目的として放った魔法式が、それに反応して発動した呂ルウ洞ドン賓ビンの魔法によって無効化された。

　今回は［血けつ釘てい穿せん］に練り込まれた無効化術式が、血の鏃やじりをターゲットにした分解魔法によって一緒に分解された。

　魔法式はその性質上、干渉対象のエイドス表面に露出している。魔法式自体は、情報次元において無防備な状態にある。それは現代魔法も古式魔法も、達たつ也やの魔法も呂ルウ洞ドン賓ビンの魔法も例外ではなかった。

　だが何をされたのか理解できない呂ルウ洞ドン賓ビンは、意外感に囚とらわれて硬直する。

　達たつ也やの右手が素早く動いた。サマージャケットの内側に差し入れられたその手には、次の瞬間拳銃形態のＣＡＤが握られていた。

　自分に向けられたそれを、最初、呂ルウ洞ドン賓ビンは銃剣付きの大型拳銃と認識した。

　だがすぐに違和感を懐いだく。

　銃身に付けられている物は、「剣」ではなく「杭くい」だった。

　金属製の杭くいは、銃身の下でも上でもなく銃口を覆うように取り付けられていた。

　グレネードか、と呂ルウ洞ドン賓ビンは思い直す。

　そしてようやく、そんなことを考えている場合でないという正常な思考を取り戻した。

　達たつ也やに背を向け、逃走を図る呂ルウ洞ドン賓ビン。

　呂ルウ洞ドン賓ビンは踵きびすを返かえすと同時に、魔法無効化術式を全力で展開した。

　達たつ也やはその背中に向けて、呂ルウ洞ドン賓ビンが一歩を踏み出す前に、ＣＡＤのトリガーを引いた。

　拳銃形態特化型ＣＡＤ、シルバーホーン・カスタム『トライデント』。

　その「銃口」に取り付けられた「杭くい」は、一つの魔法の専用アタッチメントだ。

　魔法を無効化する手段を持つ敵に対する切り札。




［バリオン・ランス］。




　今、その必殺の穂先が繰り出される。




【マテリアル・バリオン分解】

　──銃身の先端に取り付けたアタッチメントの「杭くい」が分子に分解され、分子が原子に、原子が電子と原子核に分解される。そこからさらに、原子核が陽子と中性子、バリオンに切り離される。




【ＦＡＥプロセス実行・粒子収束】

　──ＦＡＥ理論に従って物理法則の束縛が低下した粒子群が、自然法則のとおりに拡散するのではなく、薄く円盤状に密集する。分解の定義対象になっていないレプトン・電子は陽子に捕獲され、陽子が中性子に変わる。




【ＦＡＥプロセス実行・射出】

　──薄い円盤形に密集した中性子が、射線に対して垂直に立った状態で、標的に向かって撃ち出される。ＦＡＥ理論に従い、通常の魔法の限界を超えたスピードで移動する中性子の塊は秒速一万キロに達する。




【マテリアル・再成】

　──全てのプロセスが逆転する。中性子による放射化の痕跡は取り除かれ、中性子線が生体組織を焼いた、その結果だけが残る。




［バリオン・ランス］によって生み出された中性子線は、魔法の影響下にあるとはいえ魔法そのものではなく物理現象だ。魔法無効化術式では無力化できない。

　高速・高密度の中性子線が呂ルウ洞ドン賓ビンの心臓を背後から貫いた。

　細胞が一瞬で炭化し、血液が沸騰する。

　言うまでもなく、確かめるまでもなく致命傷。

　前のめりに倒れる呂ルウ洞ドン賓ビンを視界に収めながら、達たつ也やはアタッチメントの「杭くい」が復元された『トライデント』をショルダーホルスターに戻した。
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　呂ルウ洞ドン賓ビンの追跡は自分の足で行ったが──高速歩行の魔法は使用した──、帰りは呂ルウ洞ドン賓ビンの死体を運ぶついでに呼んだ、別の自走車に乗った。

「達たつ也やさん、あの男と何を話されていたのですか？」

　走り出した自走車の中で、後部座席に並んで座った文ふみ弥やが達たつ也やに訊たずねる。

「あいつは、大だい亜あ連れん合ごうの魔法師工作部隊『八はつ仙せん』のメンバーで間違いなかった」

「じゃあ『八はつ仙せん』が『七仙』になったわけですね」

　それを聞いて、文ふみ弥やが楽しげにコメントした。

「どうせすぐに補充されるさ」

　達たつ也やの皮肉な口調は無論、文ふみ弥やに向けたものではなく大だい亜あ連れん合ごう軍に向けられたものだ。

　それが分かったから、文ふみ弥やは楽しげな表情のままクスッと笑った。

「ところで、『八はつ仙せん』の目的は何だったんでしょうか？　跳とび退すさる前に、何か言っていたようですが」

　血の鏃やじりを放った後に呂ルウ洞ドン賓ビンが小声で吐いたセリフは、文ふみ弥やの耳には届いていなかった。

「大だい亜あ連れん合ごうは俺を暗殺したいようだな」

「……何ですって？」

　達たつ也やの答えを聞いた途端、文ふみ弥やの眦まなじりが吊つり上あがった。

「自分の目的は四よつ葉ばではなく俺だと呂ルウ洞ドン賓ビンは言っていた」

「許せない……！」

　憤いきどおる文ふみ弥やには、猫が全身の毛を逆立てているような印象がある。

　……高校生時代の方が迫力があったな、と達たつ也やはこっそり考えた。

　もちろん、そんな思いはおくびにも出さない。

「それが呂ルウ洞ドン賓ビンの、事実上の遺言になった。『八はつ仙せん』が挑んでくるなら、同じ轍てつを踏ませるだけだ」

　達たつ也やが実際に口にしたのは、氷ひよう刃じんの如ごとき死刑宣告だった。

　文ふみ弥やが目を見開いて達たつ也やを見詰め、ブルッと身体からだを震わせる。

　そして彼は、怒りの表情から一転して、まるで恋する乙女のような笑みを浮かべた。




　達たつ也やたちと合流した亜あ夜や子こは、大だい亜あ連れん合ごうの目的が達たつ也や暗殺にあると聞いて「なる程」と納得顔で頷うなずいた。──男女の反応が入れ替わっているような気がしないでもない。

「姉さんは驚かないんだね」

「文ふみ弥やは驚いたの？　私は納得感しか覚えないのだけど」

　亜あ夜や子こは「至極当然」という顔で文ふみ弥やの問い掛けに答えた。

「大だい亜あ連れん合ごうにとっても新ソ連にとっても、最大の障しよう碍がいは今や、日本でもＵＳＮＡでもなく、達たつ也やさんじゃない」

　言い含めるような口調で、亜あ夜や子こが文ふみ弥やに対して言葉を続ける。

「だからといって、達たつ也やさんと正面から戦うのは危険すぎるって両国とも思い知らされている。特に大だい亜あ連れん合ごうは一度［質量爆散マテリアル・バースト］を撃ち込まれていますからね。暗殺という手段に頼りたくなるのは当然よ。第一、私たちの宿題もそれじゃない。忘れたの？」

　亜あ夜や子このセリフは、非難する口調で締しめ括くくられた。

「忘れてなんかいないよ。僕たちの夏休みの宿題は、達たつ也やさんに差し向けられた新ソ連の刺客を大本から片付けることだ」

　文ふみ弥やの口調は、強い決意に彩いろどられている。この時の文ふみ弥やは、何ど処こからどう見ても凜り々りしい男の子だった。

「そんな瑣事で夏休みを潰すことはないんだぞ。俺は別に困っていないからな」

　達たつ也やが苦笑しながら水をさすセリフを口にしたのは、文ふみ弥やの気合いに満ちた表情に暴走の危惧を覚えたからだった。
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　達たつ也やが巳み焼やき島しまに戻ったのは、午後七時半のことだ。終わってみれば、呂ルウ洞ドン賓ビンを片付けるのに西にし川かわ口ぐち到着から三十分しか掛かっていなかった。

「達たつ也や様、お疲れ様でした」

　そう言いながら深み雪ゆきが、それに合わせて無言で水み波なみが、丁寧なお辞儀で達たつ也やの帰還を迎えた。

「タツヤ、『八はつ仙せん』とやらの手応えはどうだった？」

　リーナはその横で達たつ也やに、陽気な声と笑顔で訊たずねる。

「リーナ、戦ってみたいんですか？　でしたらまだ七人残っていますから、機会はあると思いますよ」

　何な故ぜか達たつ也やに同行して巳み焼やき島しまに来た亜あ夜や子こが、呆あきれ顔がおで口を挿はさんだ。

「イヤね、そんなわけないでしょ。ワタシはもう『シリウス』じゃないんだから」

　リーナは軽い口調で反論した。

　だが「この話題はこれで終わり」とはならなかった。

「待って、亜あ夜や子こさん。……それ、どういう意味かしら」

　深み雪ゆきは、軽く済ませられなかった。

　亜あ夜や子こから答えが返ってくる前に、深み雪ゆきは達たつ也やへ身体からだごと向き直る。

「達たつ也や様……。もしかして『八はつ仙せん』の狙いは、達たつ也や様のお命なのですか？」

　もしこの眼まな差ざしを向けられたのが達たつ也や以外の男性だったならば、その者は視線に射い竦すくめられ金縛り状態になっていただろう。

「そのようだな。少なくとも呂ルウ洞ドン賓ビンはそう言っていた」

　だが達たつ也やは、至って平気な顔で頷うなずいた。

「そんな吞のん気きな……」

　余りにも危機感が無い態度に、深み雪ゆきが絶句する。

「逆に何な故ぜ、神経質になる必要がある？　『八はつ仙せん』の魔法無効化術式は今回見せてもらった。それが分かれば、やつらは俺の敵じゃない。お前にも手出しはさせない」

「達たつ也や様……」

　そして力強く言い切った達たつ也やに、深み雪ゆきは別の意味で言葉を失った。

「……ワタシは？」

　リーナが恐る恐る、「馬に蹴られる」のを警戒しているような顔で達たつ也やに訊たずねた。

「リーナは自分で対処できるだろう？　ノウハウは教えるから大丈夫だ」

「ミユキと扱いが違い過ぎない？」

「すまないが、対応が違うのは当然だ。深み雪ゆきは俺のフィアンセだからな」

　達たつ也やには全く悪びれた様子が無い。

　深み雪ゆきも、もうこの程度では薄うつすらとすら、赤面することも無い。

「ハイハイ……」

　こういうケースの定番で、リーナは諦めの呟つぶやきを漏らした。

[image: ]
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　達たつ也やたち一行は、午後八時に高たか千ち穂ほへ上がった。

　時間調整で高たか千ち穂ほに滞在する時間を利用して、達たつ也やは『八はつ仙せん』に関する情報を光み宣のると共有した。無論光み宣のるだけでなく、深み雪ゆきとリーナ、それに水み波なみにも呂ルウ洞ドン賓ビンが使った魔法について、説明して聞かせた。

　そしてウズベキスタン現地時間、八月十四日午後七時。

　達たつ也やたちは兵ひよう庫ごと待ち合わせた、カガン郊外の空き地に降下した。







【７】再開




　ブハラのホテルに戻った達たつ也やは、翌日からシャンバラ探索を再開した。

　その結果、コンパスはブハラの東約三十キロに位置するチューダクール湖の西岸付近を指していることが分かった。

　だがそこには、灌かん漑がい農地が広がっているだけだ。遺跡らしきものは何も無かった。

「何も見付かりませんね……。やはり、伝説は伝説に過ぎなかったのでしょうか？」

　強い日差しの下で、深み雪ゆきが気弱なセリフを漏らした。

　日傘、スカーフ、長袖シャツに踝くるぶし丈のパンツと深み雪ゆきは万全な日焼け対策をしていたが、それでも彼女は強い日差しが苦手なようだ。肉体的な消耗が精神にも影響している感じだった。

「いや、決め付けるのはまだ早い」

　達たつ也やは湖を見詰めながらそう応えた。

「何か分かったの？」

　深み雪ゆきと同じ格好だが、こちらは元気いっぱいのリーナが達たつ也やに訊たずねる。

「この一帯は、想サイ子オンの流れが乱れている。想サイ子オン自体が操作されているのではなく霊プシ子オンの流れに手を加えた結果、想サイ子オン流も影響を受けているのだと思う」

「そうなのですか？」

　深み雪ゆきが右手を前に、湖に向けて真まっ直すぐ伸ばした。彼女の真の適性は冷却魔法ではなく精神干渉系魔法。それに付随するものなのか、深み雪ゆきは通常の魔法師には感じ取れない霊プシ子オンの流れ、霊プシ子オンの構造を「手触り」として感じ取ることができる。手を伸ばしているのは「触れている」というイメージでこの知覚を補強しているのだった。

「……確かに、霊プシ子オンが一定方向に流れているような感触があります。ただその勢いは、余り強くはありません。事象をねじ曲げる程の力は感じられませんが」

「でも、何かがあるのね？」

　深み雪ゆきの言葉に、リーナが期待を込めた問い掛けを漏らした。

「俺は、これに似た現象が観察される場所に心当たりがある」

　それに応えたのは達たつ也やだった。

「それって何ど処こ？」

　訊たずねたリーナだけでなく、深み雪ゆきも期待がこもった眼まな差ざしで達たつ也やを見上げている。

　達たつ也やは勿もつ体たいを付けることなく、即答えた。

「飛ひ驒だ高たか山やま、乗のり鞍くら岳だけ山麓のレリック発掘現場だ」
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　サマルカンド空港の搭乗ゲート前では、レナとアイラ、ルイが一塊になって搭乗開始を待っていた。イヴリンは離れた所に座って一人でふて腐れていた。

　アイラはレナに同行して渡米することになった。彼女をＦフＥエＨーＲルに派遣することは以前から決まっていたが、それが少し早まった形だ。

　その裏にはチベット情勢の緊迫化があった。現在チベットは大だい亜あ連れん合ごうの勢力下にあるが、ＩＰＵ成立前からインドもチベットの地下資源に色気を出していた。

　そこに、達たつ也やが吹き込んだレリックを始めとする魔法資源の情報が重なったのだ。

　元々ポタラ宮殿の地下に魔法的な遺物が眠っているという噂うわさは、根強く囁ささやかれていた。シャンバラへの入り口が隠されているという説にも多くの支持者──というか信者──がいる。

　地下資源に加えて魔法遺産。ＩＰＵはチベットの切り取りに本腰を入れることを決定し、チベット独立勢力への支援を強化し始めた。

　この情勢の変化が、チャンドラセカールに予定の前倒しを決意させた。

　アイラは未公認の戦略級魔法師だ。大だい亜あ連れん合ごうと戦端が開かれることになれば、正式に軍に取り込まれてしまうこと間違いない。

　だがチャンドラセカールが見たところ、アイラには軍人としての適性が無い。民間の魔法師と比べても、ナイーブな性質だ。彼女は戦場で心を壊してしまう可能性が高い。

　だからチャンドラセカールはアイラを戦場に出さない為ために、国外に逃がそうと決めていた。メイジアン・ソサエティとＦフＥエＨーＲルの提携は、その良いい切っ掛けであり口実だった。

　このような事情があり、アイラはレナの帰国に同行することになったのである。




　イヴリン・テイラーは一昨昨日さきおとといからずっと、心が晴れない時間を過ごしてきた。

　三日前にスターズ総司令官から告げられた、作戦中止と即時帰国の命令。

　自分がへまをしたという自覚はある。だから作戦中止も帰国も、理性では納得していた。

　だが感情の処理が追い付いていなかった。今回のことは彼女にとって、初めての大きな挫折だった。卓越した知力と魔法力を備え、それを実績に結び付ける実践力も兼ね備えていたイヴリンには、今までその気になって成し遂げられないことはなかった。自分のことを万能の天才だなどとは思っていないつもりだったが、もしかしたら意識の奥底にそういう傲慢な思い上がりが育っていたのかもしれない。

　あるいは単に、若さの所せ為いか。彼女はまだ二十二歳。偶たまには自分の感情を処理しきれないこともあるだろう。それが初めての挫折感であれば尚なお更さらだ。

　搭乗開始のアナウンスが流れ、イヴリンは立ち上がった。この国は彼女にとって、苦い思い出の地となった。その地を去って自分の国に帰る段になっても、彼女の心は依然として重苦しい雲に覆われていた。
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「ミズ・シモン。入っても構わないかな？」

　ノックをするのではなく扉の外から掛けられた声に、ローラは「どうぞ」と答えて入室の許可を出した。

　カチャリと鍵が回る音がする。

「失礼するよ」

　鍵を使って扉を開けたのはこの屋や敷しきの主、十六夜いざよい調しらべだった。

「気分はどうかな？」

「最悪ね」

　言葉に意味と同じ感情、「念」を込めてローラが答える。

「おっと」

　調しらべの右手人差し指が空中に九本の線を引く。

　古式魔法［早はや九く字じ］によって、彼に放たれたローラの呪じゆ詛そは消滅した。

「フン」

　ローラはこの結果に、小さく鼻を鳴らしただけだ。儀式も触媒も無しで放った簡易の術が通用するとは、ローラも最初から思っていなかった。

「ご挨拶だね。精一杯歓待させてもらっているのだけど」

「ええ。お茶も御お菓か子しも、とても美お味いしいわ」

　そう言いながらローラは紅茶のカップをテーブルに置き、代わりにブランデーボンボンを一粒つまんで口の中に放り込んだ。

「でも、自由が無い不快感を帳消しにする程ではないわね」

　ローラはこの部屋の鍵を与えられていない。彼女は軟禁されていた。

「少しくらいの不自由は我慢してもらわないと。不法入国した上に魔法で騒ぎを起こした貴女あなたを捜しているのは、四よつ葉ば家だけじゃない」

「鍵を掛けて閉じ込めておく必要があるのかしら」

「勝手に出歩くと危ないんだよ」

　この三日間で何度も繰り返された遣やり取とりに、ローラは「飽き飽きした」という顔でティーカップを持ち上げ口元に運んだ。

「ほとぼりが冷めるまで、もう少し大人しくしていてもらいたい」

「ほとぼりが冷めるのは、一体何い時つかしら？」

　ローラの問い掛けに調しらべはいつもどおり、曖昧な笑みを浮かべただけだった。




　調しらべが部屋を出て行く。

　ローラは立ち上がって扉へと歩み寄り、室内履きの足で思い切り蹴飛ばした。

　扉は小揺るぎもしない。蹴った音すらも立たなかった。

　この扉は十六夜いざよい家の魔法で強化されている。調しらべがノックをしなかったのは、魔法の副作用で叩たたいても音がしないからだった。

　──人造レリック盗取に失敗しＦＬＴから逃げ出したあの日、ローラは敢あえて呂ルウ洞ドン賓ビンと別行動を取った。理由は直感だ。呂ルウ洞ドン賓ビンと行動を共にしていると「死神」に追い付かれてしまうという明確なビジョンが脳裏に浮かんだのだ。

　道具も薬も使わずに得られた幻視。信頼できるかどうか、ローラは迷った。だが彼女は最終的に、自分に備わった「魔女」の力を信じた。

　しかし別れた後すぐに、途方に暮れることになった。今回の作戦は、入国から逃走計画まで全て呂ルウ洞ドン賓ビン任せだったからだ。

　彼女は占いで、逃げる方角を「北」に決めた。彼女の占術の腕前は確かなものだと評価できるだろう。町まち田だから西には四よつ葉ば本家。東には調ちよう布ふの四よつ葉ば東京本部。南には魔ま工こう院いんと、それを守る黒くろ羽ばの拠点がある。彼女はドライバーを精神支配するヒッチハイクで狭さ山やま丘陵の方へ逃げた。

　足が付くのを避ける為ため、ある程度走ったら不自然にならない距離で車を替える。ドライバーはショッピングセンターやレストランで見繕った。その四台目で、ローラは精神支配できない相手、十六夜いざよい調しらべに捕まった。

「匿かくまってあげましょう」という彼の言葉を何な故ぜ信じたのか、ローラは自分自身に対して理解に苦しんでいる。思い掛けない苦戦、思い掛けない失敗で、精神が失調していたのかもしれない。あるいは単に、焼きが回ったのか。

　その日の内に彼女はこの屋や敷しきに連れてこられ、そのまま軟禁されている。

　待遇は悪くなかった。あの男、調しらべが言うように飲食も入浴も、ベッドの寝心地も上々だ。残念ながら入浴時も浴室に外から鍵を掛けられているが、気にしなければ優雅なバスタイムを満喫できる。

　知りたいことも、訊きけば教えてくれた。昨日は四よつ葉ば家の手で呂ルウ洞ドン賓ビンが殺されたというニュースを持ってきた。四よつ葉ば家に加えて七さえ草ぐさ家もローラを捜している、というのも噓うそではないだろう。

　言われたとおり、しばらくここに隠れているのが賢いのかもしれない。

　だがローラはどうしても、大人しくしている気になれなかった。

　十六夜いざよい調しらべは信用できない。

　これもまた直感であり、確信だった。

　──自分はその、信用できない男の手中にある。

　その思いが、彼女を苛いら立だたせていた。
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　八月十五日、都心の夜。真ま由ゆ美みはドレスアップして高層ホテルの三つ星レストランを訪れた。自称「三つ星」ではなく、お節介な格付け機関のお墨付きを得ているレストランだ。

　ギャルソン（ウエイター）に案内されて窓まど際ぎわのテーブルへ。

　煌きらめく夜景を背景に、立派な男性が立ち上がった。

　体格も優れているが、それ以上に風格が圧倒的だ。まだ二十代前半という若さにも拘かかわらず、千せん乗じよう万ばん騎きを率いる大将軍の威厳を備えている。

　若い娘には近寄りがたい雰囲気の持ち主だが、真ま由ゆ美みにとっては旧知の友だ。恐れ気などまるで無く、気軽に歩み寄った。

「十じゆう文もん字じ君、お久し振り」

「うむ。七さえ草ぐさ、久し振りだな」

[image: ]

　軽く手を振る真ま由ゆ美みに十じゆつ師し族ぞく・十じゆう文もん字じ家け当主、十じゆう文もん字じ克かつ人とは厳いかつい顔に親しげな笑みを浮かべて頷うなずいた。

　ギャルソンが引いた椅子に真ま由ゆ美みが腰を下ろし、克かつ人とが自分で引いた椅子に座る。食前酒を注文してギャルソンの背中を見送り、真ま由ゆ美みは改めて克かつ人とと向かい合った。

「今夜はお招きありがとう。でも、どうしたの？　いきなりディナーに招待してくれるなんて」

　真ま由ゆ美みは上目遣いの眼まな差ざしを克かつ人とに向けて、小悪魔の笑みを浮かべた。

「しかもこんなに素敵なお店に。妹が大盛り上がりだったわよ。あの狸たぬき親おや父じですら、少しソワソワしてたわ」

　からかう口調と嗜し虐ぎやく的な瞳。

　だが、克かつ人とはまるで動じなかった。

「このくらいの店でないと、七さえ草ぐさには釣り合わないと思ってな」

　大真面目な顔で克かつ人とが答える。

「そ、そう？」

　動揺したのは真ま由ゆ美みの方だった。

　届いた食前酒をゆっくり飲むことで、真ま由ゆ美みは立て直しの時を稼いだ。

「──それで、ご用は何かしら。まさか妹たちや狸たぬき親おや父じが期待しているようなことではないのでしょう？」

　克かつ人との顔に当惑が浮かぶ。

「期待の内容は分からないが……」

　だが困惑の表情はすぐに消えた。

「実は妹から相談されていることがあってな。七さえ草ぐさの意見を聞きたかったのだ」

「妹さん？」

　真ま由ゆ美みが「意表を突かれた」という表情を露あらわにする。

「妹さんって、どちらの？　和かず美みさん？　それとも……」

　真ま由ゆ美みは友人として、また十じゆつ師し族ぞく・七さえ草ぐさ家けの長女として、克かつ人との複雑化した家庭事情を知っていた。

「アリサだ」

「アリサさんから……？」

　十じゆう文もん字じ家けの家庭事情を複雑化させたのは、前当主の隠し子で四年前に北海道から引き取った日露ハーフの彼女だ。

　言うまでもなく、アリサ本人には何の罪も責任も無い。だが真ま由ゆ美みが耳にしているところによれば、彼女は自分の立場を気にして十じゆう文もん字じ家けで一歩も二歩も引いた生活をしているという。

　その話を聞いた真ま由ゆ美みの中では、常におどおどとした態度で家族に何も言えないような、暗い少女のイメージができあがっていた。そんな少女が親しみやすいとは決して言えない克かつ人とに、意を決して相談したというのだ。余程重大な問題なのだろう。

　真ま由ゆ美みはそう思って息を吞のんだのだった。──単なる思い込みである。

「七さえ草ぐさは今、司し波ばのメイジアン・カンパニーに勤めているんだったな」

「え、ええ」

　頷うなずく真ま由ゆ美みの言葉が滞ったのは、この質問が思い掛けないものだったからだ。克かつ人との異母妹の相談事が自分の勤務先と何ど処こかで結び付いているなど、真ま由ゆ美みには予想外すぎた。

　自分の勤務先を克かつ人とが知っていたことについては、真ま由ゆ美みは不思議に思わなかった。

　七さえ草ぐさ家けの長女が、四よつ葉ば家けの次期当主が代表を務める社団の従業員になった。このことは、日本の魔法師社会では結構な話題になっていたからだ。

「七さえ草ぐさの同僚に遠とお上かみ遼りよう介すけという男がいる。その男は先日、ＦＬＴに盗みに入ろうとした外国の魔法師と争い、重傷を負って入院している。──間違いないだろうか？」

「ええ、よく知っているわね」

「その病院には親おや父じ殿も世話になっているからな」

「ああ、なる程」

　真ま由ゆ美みは納得顔で頷うなずいた。

　遼りよう介すけが入院しているのは四よつ葉ば家け傘さん下かの病院ではなく、魔法師の患者が多いことで有名な警察系の病院だ。傷害事件の被害者だった遼りよう介すけは、駆けつけた警察官の手配でそこに運び込まれたのだった。

「それに同じ出自を持つ魔法師としてだけでなく、遠とお上かみ家けとは縁がある。外国の魔法師と勇敢に戦った遠とお上かみという患者が入院していると耳にして、親おや父じは詳しい事情をその場で無理矢理聞き出した。病院には迷惑なことだが、親おや父じ殿としてはそうせずにいられなかったのだろう」

　異母妹のアリサは四年前、北海道の遠とお上かみ家けから克かつ人とが引き取った。これは真ま由ゆ美みが知らないことだ。

「十じゆう文もん字じ家けと遠とお上かみ家けには、何か特別な関係があるの？」

　事情を知らない真ま由ゆ美みは、何の気も無くそう訊たずねた。

「アリサが遠とお上かみ遼りよう介すけの妹と親しくしている。親友と言って良い関係だ」

　真ま由ゆ美みに気を遣わせたくなかったのだろうか。克かつ人とは当あたり障さわりの無い事実で答えた。

「あっ、そういう……」

　真ま由ゆ美みはその答えで納得した。

「妹の話によれば、遠とお上かみ遼りよう介すけはずっと行方知れずだったそうだ」

「ええっ!?」

　次のセリフの衝撃が大きすぎて、十じゆう文もん字じ家けと遠とお上かみ家けの関係に対する興味は真ま由ゆ美みの中から吹き飛んだ。

「行方知れず？　遠とお上かみさん、ご家族と連絡を取っていなかったということ？」

　目を丸くしている真ま由ゆ美みの問い掛けに、克かつ人とは重々しく頷うなずく。

「帰国しているにも拘かかわらず、家族に近況を報しらせようとしない。何か特別な事情があるのかもしれない。遠とお上かみ遼りよう介すけが入院していることを彼の妹に伝えて良いものかどうか迷っている、とアリサから相談を受けた」

　克かつ人との言葉を聞いて、真ま由ゆ美みも同じように思った。遼りよう介すけと一緒にカナダへ行って、彼が何かを抱え込んでいるのでは、と真ま由ゆ美みは薄々勘かん付づいていた。

「俺としては、遠とお上かみの妹に入院先を伝えて良いかどうか、遠とお上かみ遼りよう介すけ本人の意思を確認したいのだが。七さえ草ぐさはどう思う？」

　これが克かつ人との相談内容だ。

「──私が遠とお上かみさんに訊きいてみるわ」

　そしてこれが、真ま由ゆ美みの答えだった。
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　真夜中になって、達たつ也やは再びチューダクール湖の湖畔を訪れた。

　同行者は兵ひよう庫ご一人。深み雪ゆきとリーナはホテルに待機させている。同行を断念させる説得には手間取ったが、それは余談だ。

　ボックスタイプのキャンピングカーから出てきた達たつ也やは、高たか千ち穂ほへ行くのに使った宇宙服を着ていた。スキンタイトの宇宙服は一見、ダイビングに使うドライスーツに似ている。今、このスーツを着用している達たつ也やの目的も同じだった。

『達たつ也や様。何も無いとは思いますが、お気を付けて』

「周囲の警戒をよろしくお願い致します」

　通信機を通じた会話を交わして、達たつ也やは湖に身を沈めた。




　真っ暗な湖底を達たつ也やはゆっくり歩いた。ライトは持ってきていない。彼は敢あえて物理的な光源を使わなかった。

　達たつ也やの「眼め」には、物理光に妨げられていない想サイ子オン光が映っている。

　通常、非生物が放つ想サイ子オン光は、濃淡はあっても明滅しない。だがこの湖は、まるで命あるもののように想サイ子オン光が明滅していた。緩やかに、まるでゆっくりと呼吸しているかのように。

　その濃淡が時々刻々と変化していくのも、通常は見られない現象だ。変化はわずかなもので、かつ非常にゆっくりとしている。達たつ也やと同等の鋭敏な「視覚」と広い「視野」を持つ者でなければ気付かないだろう。

　──シャンバラの伝説にはよく、湖が登場する。

　──たとえばカイラス山の影を映すマナサロワール湖。

　──シャンバラの東方にある『近き湖』と西方にある『白びやく蓮れんの池』。

　──ロシア正教会の神父が伝えた、シャンバラと同一視される『白い湖の国ベロヴオデイエ』。

　日中の探索の後、ホテルで深み雪ゆきたちに語った自分の言葉が脳裏を行き交う。

　──こじつけかもしれないが、それらの地名はシャンバラの遺産に関わる「湖」の代表なのかもしれない。

　──『コンパス』が指し示したここもまた、そういう湖の一つかもしれない。

　達たつ也やは一筋の想サイ子オン流に目を惹ひかれた。

　特に強い光を放っているわけではないが、流れがしっかりしている。

　その細い流れは湖の中央ではなく、湖岸に続いていた。

　達たつ也やは［エレメンタル・サイト］で、その流れがつながっている場所を調べた。

　水中の湖岸が抉えぐれて、小さな崖になっていた。特に珍しくもない地形だ。それと意識しなければ、誰も気に留めないだろうと思われる。

　達たつ也やはその崖に向かって歩いた。

　彼の［エレメンタル・サイト］は、そこに想サイ子オンを吸い込む人工物が埋まっているのを捉えた。

　右手に［分解］を纏まとわせてその物体を取り出す。

　達たつ也やはそれをしっかり持って、水面に浮上した。




「これがチューダクール湖から発掘した遺物ですか……？」

　達たつ也やがホテルに持ち帰った発掘物を見せられた深み雪ゆきは、その美しい紅こう唇しんから困惑を漏らした。

　発掘物は『コンパス』より二回りほど大きい、白い石の円盤だった。片方の面には「八葉の蓮はす」──八枚花弁の蓮はすの花が彫られている。これは、文化財の意匠としては珍しくない。

　深み雪ゆきを困惑させたのはもう片方の面に彫られているシンボルだった。

　正三角形に配置された互いに隣接する三つの円が、大きな円に囲まれている。

「……これって『平和のバナー』じゃない？　レーリヒ条約の、シンボルマークの」

　リーナも深み雪ゆきに負けず劣らずの困惑顔だ。

　レーリヒ条約──国際文化財保護条約が締結されたのは西暦一九三五年、つまり二十世紀半ばだ。そのシンボルマークが彫られた石板が先史文明の遺産に関係あるのか、と彼女たちは疑問を懐いだいたのである。

「レーリヒ条約を主導したニコライ・リョーリフの記念館は、このマークは古代から存在したシンボルを起源としている、と主張している」

「その話はワタシも知っているわ。でもそれは、真ん中の三つの円のことでしょう？　それを外側の円で囲んだのはリョーリフのオリジナルだったと思うけど」

　達たつ也やの言葉にリーナが反論する。

「より古いシンボルが、文明の後退により簡略化されたとも考えられるのではないか？　ニコライ・リョーリフは芸術家としてだけでなく、シャンバラの研究者としても有名だ。彼が採用したシンボルマークこそがオリジナルで、外円を持たないシンプルなシンボルはその派生物とも考えられる」

「そうとも……考えられますね」

　深み雪ゆきが打った相あい槌づちは、歯切れが悪いものだった。

　リーナは「ちょっと強引じゃない？」という表情を隠していなかった。

　もっとも、達たつ也やはそんなことでめげなかった。彼の推理には根拠があった。

「まあ、これを見てくれ」

　そう言って達たつ也やは、『コンパス』を蓮はすの凹み彫りカウンターレリーフに重ねた。

　正八角形の『コンパス』の各頂点が、蓮はすの花弁の先端にピタリと重なる。

　達たつ也やは重なった発掘物を手の上に載せるのではなくテーブルの上に置いたまま、上から想サイ子オンを注いだ。

『コンパス』を載せた石の円盤がゆっくりと動いた。テーブルの上を滑るのではなく、わずかな隙間を空けて、浮上した状態で。

　まるで、ＵＦＯのように。

　深み雪ゆきもリーナも大きく見開いた目でその動きを追い掛けている。

『コンパス』を載せた石の円盤は、達たつ也やが止めるまでチューダクール湖の方角とは違う、一つの方向へ飛び続けた。

「達たつ也や様……」

「タツヤ、人が悪すぎだわ……」

　深み雪ゆきもリーナも、恨めしげな声で達たつ也やに抗議する。

　達たつ也やは笑いながら、二人の美女に「一歩前進だ」と告げた。


〈続く〉


















　あとがき




　以上、『メイジアン・カンパニー５』をお届けしました。今巻は色々と盛りだくさんな内容になりましたが、お楽しみいただけましたでしょうか。




　最近、創作に行き詰まりを感じております。インプットが足りないのでしょう。読書と言えば参考資料を読むだけ、アニメを見る時間は以前の十分の一以下、映画もほとんど見ないという生活が続いていましたので。

　そこで最近、映画やアニメを努めて見るようにしています。小説やマンガもなるべく多く読もうと考えています。もちろんライトノベルも。ドラマには中々手が出ませんが。

　取とり敢あえず映画は、某サブスクリプションで目に付いたものを見ています。ただ、最初の二十分くらいで飽きてしまうケースが結構あるんですよ。何となく合わないなぁ……、という感じで。

　いや、勉強になりますね。導入部──所いわ謂ゆる「つかみ」が如い何かに大切か。小説もきっと同じなのでしょう。以前と違って「本屋で立ち読み」ができなくなっていますから、電子書店の「試し読み」が今後ますます作品の成否を大きく左右するのではないか、なんてことを考えました。

　何を今更そんな初歩的なことを、と呆あきれられてしまうかもしれませんが。




　私的な思い出話を書かせていただくと、若い頃の私は文庫や新書を買う際、書店で一時間も二時間も粘って一冊丸々立ち読みして、もう一度読みたいと思った物をレジに持って行くのが習慣化していました。今思えば本を汚す迷惑な客でしたね。

　自分がそういうラスト重視、後半重視の読者だった所せ為いか、私には序盤でもたもたする悪癖があります。ですが映画の導入部で飽きてしまう今の自分を省みて、やはりこの悪癖は直さなければなぁ……、と痛感しているところです。

　今巻の序盤で戦闘シーンに多くのページを割いているのはその為ため──というわけではありませんが。




　さて、本シリーズもいよいよ佳境に入って参りました。ただ本作には、倒すべきラスボスはいません。このシリーズの決着は、勝敗とは別のところにあります。

　皆様には是非それを見届けていただきたいと存じます。





（佐さ島とう　勤つとむ）
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